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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　ミカミヒロキ１









過去




　僕がトオルと初めて出で逢あったのは、小学校三年の正月のことだった。

　その日、僕は後に新しい父となる人物、ミカミリョウに連れられ、母子揃そろってミカミ家親族の集まる家へと、新年の挨あい拶さつにかこつけた婚こん約やく報告へと赴おもむいていた。

　……僕も母も、酷ひどく居い心地ごこちの悪い思いをしたのを今でもよく覚えている。

　バツイチで子持ちの母に対する、ミカミ家親族達のよそよそしい態度。よく会話の途と切ぎれる居間には、テレビから箱根駅伝の実じつ況きようだけが流れていた。

　そんな時だ。隣となりの部屋からこちらの様子を窺うかがう、男の子の視線に気付いたのは。

　小学校低学年ぐらいだろうか？　自分より年下と思われる子供が、とても透すき通った目で居間の様子を黙だまって観察していた。

　それに気付いたリョウさんが、優やさしく笑って僕を隣の部屋に促うながす。

「ヒロキ君。もしよければ、あっちでトオルの遊び相手をしていてくれないか？」

　トオル。それはこれまでも、何度かおじさんの口から聞いた名だった。

「はい、よろこんで。では、失礼致いたしますね」

　僕は正座を崩くずして立ち上がると、にっこりと微笑ほほえんで周囲の大人達に頭を下げる。

　そんな僕の態度に一いつ瞬しゆんミカミ家一同は目を丸くした。そうして、僕が隣の部屋に行くと、口々に「大人びていてびっくりしました」だの「しっかりしたお子様ですね」などと称しよう賛さんの言葉を母に浴びせている。

　去り際ぎわちらりと横目に見た母の横顔には、息子むすこを褒ほめられる誇ほこらしさと照れの中に、若じやつ干かんの寂さびしさのようなものも見てとれた。

　僕は古びたすだれを潜くぐって畳たたみ張りの八畳じよう程度の和室へと向かう。すると、雑然と置かれた来客の荷物群に隠かくれるようにして、小さな男の子がこちらをジッと見つめていた。

　警けい戒かいされている……という風ではなく、どちらかというと、興きよう味み津しん々しんで構って欲しそうに見える。どこからどう見ても、一いつ般ぱん的な低学年の子供だ。……病気のことがあったせいか、兄弟揃って常にどこか達観していた僕やフウトとは違ちがう、普ふ通つうの、男の子。

　僕は出来るだけ柔にゆう和わに微笑みながら、彼に声をかけた。

「こんにちは、トオル君」

「……こ、こんにちは……」

　緊きん張ちようした面おも持もちで、ぺこりと頭を下げる少年。かくかくと動きがぎこちない。もしかしたら、先さき程ほどの僕の一礼を真似まねたのかもしれない。

　僕は荷物の山に隠れている彼の側そばに周り込むと、少し腰こしを落として手を差し出す。

「僕は、ヒロキっていうんだ。おじさんから聞いていない……かな？」

「あ、う、ううん！　知ってる！　リョウおじさんから、聞いてたから！　ぼくよりふたつ上の、ヒロキおにーさん、だよね！」

「うん、そうだよ。これからよろしくね。仲良くしてくれると嬉うれしいな」

「う、うん！　ぼ、ぼくも！　よろしく！」

　そう言うと同時に、僕の手をしっかり両手で握にぎって、ぶんぶん振ふってくる少年。

　僕はそれを微笑ましく見守りながら、しかしその一方で、彼……トオルの態度を、少し意外にも思っていた。

「（リョウさんから聞いた話だと……酷い海難事故でご両親亡なくされてから、そう経たっていないハズ……なんだけど、なぁ）」

　そんな境きよう遇ぐうから想像していた人物像とは、彼は少し離はなれていた。どこにでもいる普通の、元気な小学一年生。……正直、少し肩かた透すかしを喰くらった思いだったのは事実だ。

「（……駄だ目めだな、僕。早さつ速そく彼をフウトと比べようとしている……）」

　まだ正式に弟になったわけでもないのに。悪い癖くせだ。思考が先へ先へと走っていく。

　確かに、現在リョウさんに引き取られて暮らしている彼は、このまま母とリョウさんの再さい婚こん話が進めば、近々僕の弟になる。だけどだからといって、彼がフウトの……死んだ実の弟の「代わり」になるわけでは、ない。

「（頭では分かっていても……不思議だな、人間って。どうして『気持ち』を、完全にはコントロール出来ないんだろう）」

　フウトが息を引き取ったあの日。いつかその時が来るって事前に分かっていたはずなのに、それでも僕は涙なみだを流したし、全身から力が抜ぬけてくずおれてもしまった。……母を元気付けないといけないって、頭の中の冷静な僕はずっと指示していたし、ただでさえ元々感情の起き伏ふくが酷く乏とぼしい人間だったはずなのに。

　それでも心は、まったく言うことを聞いてくれなくて。

　フウトが亡くなって以降、僕は前にもまして自分が達観し始めたのを自覚していたけれど……それでも時折、こうして不意に、その片へん鱗りんが顔を覗のぞかせる。実に不可解だ。

　僕は少しぎこちない笑顔を作ると、彼に目線を合わせて提案した。

「じゃあ早速だけど、一いつ緒しよに何かして遊ぼうか？」

「うん！　あ、じゃあね、ゲーム！　テレビゲームして遊ぼうよ！　おじーちゃんの家のやつ、テレビもゲームも古いけど、面おも白しろいから！」

「よし、いいよ、やろう」

　僕がそう応じると、トオルは和室から襖ふすまを挟はさんで続く六畳程度の部屋……元々子供部屋として使われていたと思おぼしき、古びた絨じゆう毯たん敷じきの部屋へと駆かけていった。

　僕もそれに続いていくと、彼は早速二世代程度前のゲーム機と小型のテレビをセッティングして、ウキウキとした様子でコントローラーを握って座ざ布ぶ団とんに座り込む。

　僕も部屋の片かた隅すみに積まれた座布団を隣に敷き、コントローラーを受け取って、ゲームを始める。……なんだか見た事もない、しょぼい格かく闘とうゲームだった。正直今のゲームに比べなくても、作りが酷く粗あらい。強いキャラは強くて、弱いキャラは弱い。駆け引き云うん々ぬん以前に、ゲームバランスも何もあったもんじゃないゲームだった。だけど……。

「ね！　楽しいでしょ、おにーさん！」

「え？　ああ……まあ、うん、そう……かな？」

「でしょー！」

「…………」

　にっこにこと楽しげにテレビゲームへと向かうトオルの興を、わざわざ削そぐこともない。僕は黙ってゲームに付き合った。

　実際、トオルは年長の僕よりもこのゲームが上手うまかった。だけどこれはセンスやテクニックが云うん々ぬんというよりは、むしろ……。

　僕は画面を見つめたままで、隣の彼に訊たずねてみる。

「トオル君、これ、結構やりこんでいるの？」

　僕の質問に、トオルも画面から目を離さずに笑顔で応こたえてきた。

「うん！　おじーちゃんの家、暇ひまだからね！」

「でも、ほら、携けい帯たいゲーム機とか持って来れば、イマドキのゲームも出来るじゃない」

「うん、もちろん！　でもほら……」

「？」

　画面の中で丁度僕のキャラの体力ゲージが無くなり、勝負が一段落したところで、テレビから視線を外したトオルが笑顔で僕の方に振り向く。

「大人の人達とも楽しく遊ぶには、ちょっと古いぐらいのこれが、一番だから！」

「……今のゲームにだって、リョウおじさんなら付き合ってくれると思うよ？」

「うん！　でも、ほら、わざわざ操作覚えて貰もらうの、わるいし」

「…………わるい？」

「あ、二戦目始まるよ！」

「あ、うん。……次は負けないよ」

　僕はそう応じて対戦を始めながらも……実際は内心、少しだけ動どう揺ようしていた。

　なぜなら……。

「（いや……いくらなんでも……『普通の』『いい子』すぎやしない……か？）」

　こんな頭でっかちの変わり種たる僕が言うのもなんだけど……というか、そんな僕だからこそ、余計に感じたのかもしれないけれど。




　やっぱりこの子……ミカミトオルは、少し、変かもしれない。




　何が変って……何も変じゃないことが、変だ。いや……別に、何か大きな事件に遭あった人間がずっと神しん妙みようでいろとも、闇やみを抱かかえて然しかるべきだとも思わない。むしろ立ち直って普通に生活すること自体は本当に素す晴ばらしいことだと思うけれど。

　この子は、そういうのとも、何か、違う、気がする。

「（フウトのことを露ろ骨こつに引き摺ずっている母さんと違うのは勿もち論ろん……僕や生前のフウトみたいに、妙みように賢かしこくて『頭で割り切って演じられる』タイプとも、少し違う。……だけど……いや、だからこそ余計に……）」

　僕の額にじわりと汗あせが滲しみ始める。──と、ふと気付くと、いつの間にやら画面の中で僕のキャラが勝利のポーズを決めていた。どうやら一勝したらしい。

「わぁ！　ヒロキおにーさん、始めたばかりなのに上手いなぁ！」

「そう……かな」

「うん！　でも最終戦は負けないよー！」

　そう快活に笑って、再びゲームに取り組み出す少年。僕は彼の様子を横目で窺うかがいながら、黙もく々もくとコントローラーを操作する。

「（……違う。今の対戦結果も、何かおかしい。弱いキャラで、しかもあんな気もそぞろでやっていた僕が勝つなんて、ありえるか？……彼が気を遣ってわざと僕に勝たせた？　いや……違う。この子はそこまで考えてやるタイプじゃあ……ない。心から、楽しく、僕と遊んでくれている。そこに偽いつわりは一いつ切さいないはずだ。だとしたらこれは……）」

　そんなことを考えながら対戦していると、今度は普通にトオルが勝利を収めた。しかも素直にキャッキャとはしゃいで喜んでいる。……やはり、意図的に手を抜いている風ではない。

　……そう、彼は……。

　周囲に気を遣っている自覚が、まるでない。

「（きっと大人は……いや、本人も気付いてないんだろうけど、今のこの子の状態は……下手をすると、僕やフウト以上に……）」

　僕が考え込んでいると、対戦を終えたばかりの彼が、興奮気味に僕の瞳ひとみを覗きこんできた。

「ぼく、こんなにワクワクするの久しぶりだよ！　おにーさん、やっぱり強いね！　おにーさんと戦うの、他のどんな人と戦うのより、楽しいや！　もっとやろうよ！」

　全く曇くもりのない瞳でそんなことを言う彼。

　僕はその言葉の裏に、様々な背景を目まぐるしく読み取りながらも……。

　しかし最後には、心からの笑顔で、それに応じた。




「僕も、トオル君と戦うのは、凄すごく楽しいよ。……こんなに興味深いこと、他にないや」




　それが──僕とトオルの、奇き妙みような兄弟関係の始まりだった。




現在




　猛たけき勇者と狡こう猾かつな魔ま王おう。

　このあまりに使い古された古典的構図に、まさか自分が……いや、自分と弟が深く関わるだなんて、あの頃ころは思いもしなかった。

「（まあ、トオルが勇者に選ばれたこと自体には、さほど驚おどろきもなかったけれど）」

　人を救う才覚という意味において、あれほど勇者に向いた逸いつ材ざい、そうはいない。

　だけどその一方で……。

「（僕に割り当てられた役割には……甚はなはだ疑問が残るけどね）」

　現実世界と違い、活力の漲みなぎった軽い体を馴な染じませるように動かしつつ、ひとつ溜ため息いきを吐ついてから考え事を再開させる。

　勇者と魔王。救世主と破は壊かい者。光と影かげ。

　勇者と魔王とは、常に共にある対つい存在──などではないと、僕は考える。

　漫まん画がにしろゲームにしろ、勇者が魔王と力で拮きつ抗こうし打だ倒とうし得る環かん境きようが整うのは、いつだって最終しゆう盤ばんの話だ。

　事がそこに至るまでの間、魔王は常に世界の主導権を握にぎり、時に物語の舵かじさえ取る。

　勇者をプレイヤーとするならば。

　魔王とはつまり、ゲームマスターだ。

　通常ならばその力は、主役たる勇者の物語を成立させるためにこそ用いられる。

　しかしもしその強大な力が──勇者の成熟を待たずして無む慈じ悲ひに振ふるわれたならば。




　いかに主役と言えど結局は一いつ介かいの「駒こま」にすぎない勇者に抗あらがう術すべは、ない。




「（そういう意味じゃ、僕は少しズルをしているようで悪いね、トオル。でも……）」

　ふと武む者しや震ぶるいにも似た震えが全身を伝う中、僕は眼下に広がる異世界の景色を眺ながめる。

「（キミには、ここで死んで貰うよ）」

　魔法技術により人類の栄えい華がを極きわめた都市──ルーンヘイムの無節操な灯あかりは、まるで僕の想おもいに応じるかのようにチカチカと瞬またたいていた。








第一章　魔ま法ほうの街









　むかし、小学校で図工の時間に、「夢のまち」を描えがかされたことがあった。

　実際にある土地とかじゃなくて、「こんな場所があったらいいな」と思う風景を、自由に描きなさい、という授業だ。

　で、正直人と比べてもお絵かきが下手……じゃなくて「こせーてき」なタイプであったところのぼく、ミカミトオルが描いた絵は、後から自分で見ても、

「……じごく？」

　と思うシロモノにはなってしまったのだけれど。

　それはともかくとして、「夢のまち」というお題で空想した際の、あのドキドキワクワクは、今でも妙にしっかりとぼくの記き憶おくに残っていて。

「ぴかぴかと明るくて、賑にぎやかで、空に届きそうな建物が沢たく山さんあって、カッコイイ乗り物が走ってて、見た事もない美味おいしいモノがあって、なにより遊べる場所がいーっぱい」

　それが、当時ぼくの思い描いた、「夢のまち」。

　そして。




　魔法都市ルーンヘイムという場所は、まさに、そんな「夢のまち」そのものだった。




　奇き抜ばつなデザインの建物が生き物のように乱立し、深夜でも人通りの途と切ぎれない繁はん華か街がいは常に活気に満ちていて、人々の頭の上には『カプセル・シャトル』の経路たる透とう明めいなチューブが這はい回る。どこもかしこも魔法で創つくり出された灯りや映像の光に溢あふれ、流行はやりの飲食店では見た事もないカラフルなお菓か子しに行列が出来ており、メインアベニューでは魔法技術の粋すいを集めたアミューズメント施し設せつがこれでもかと軒のきを連ねる。

　もはや「娯ご楽らく都市」とでも名乗った方がいいんじゃないかって勢いだけれど、一方で中央繁華街を取り囲む外周部には「魔法学校」や「魔法研究所」なんていう実にアカデミックな研究区域が広がっていて、それらが渾こん然ぜん一体となって「魔法都市ルーンヘイム」という唯ゆい一いつ無二の魔法科学都市を創り出している。

　そんな街に、約一週間前辿たどり着いたぼくら……勇者一行は、現在。

　人類救済という、困難かつ重大な大義を果たすべく、今日も粛しゆく々しゆくと──

「さぁてっ、今日はどこに行こうかっ、ルウ！」

「ご主人！　フシュ地区に新しくオープンしたスイーツ・カフェに行きましょうぞ！」

「あ、トオルさん、ルウちゃん、それ私も行きたいです！」

「サクヤ達は甘いものか。じゃー俺はパスで。今日は買い物としゃれこむぜ！」

「あ、ファルディオ、わたくしもそれ付き合います。別に、ファルディオと一いつ緒しよがいいとかじゃなくて、魔法少女スタイルの新アイテム探したいんですよ」

「ふむ、私も流石さすがに甘いモノはもうな……。トオルとサクヤで行動させるのは少し癪しやくだが、私は、最近噂うわさの娯楽『バトルシミュレーター』とやらに興じてみるとしよう」

　──全員、思いっきり遊び呆ほうけていた！

　ルーンヘイム中心部にそびえ立つ一流ホテルのロビーに集まって観光計画を練るぼくらは、とてもじゃないけど勇者御ご一いつ行こうには見えなかった。せいぜい、大学生三人組の旅行についてきた子供二人とぬいぐるみ一個だ。平和ボケにも程ほどがある。

　ぼくと同じことを考えていたらしいサクヤが、苦く笑しよう気味に切り出した。

「それにしても、私がこの街に一足先に着いてから十日、皆みなさんが合流なさってからだと一週間が経ちましたけど……まだ、ルーンヘイムに滞たい在ざいなさるんですか？」

　サクヤの至し極ごくもっともな疑問に、師し匠しようがさして困った風でもなく返す。

「ああ、勇者の旅の行程では、見聞のために大都市へある程度の期間滞在することが義務づけられているからな。仕方あるまい」
















　師匠のその説明に、ルウがぴょこりと飛び上がって疑問を挟はさむ。

「しかしそれ自体は、長くても一週間程度で済んでしまうはずですぞ？」

「うむ、まあ、そうなのだがな。昨日も説明したが、なぜか教会の方から『ステイ』の指示が出たままのため、いましばらくはこの街で遊興にふけ──待機だ」

　師匠が腕うでを組んで、うむうむと頷うなずく。ぼくらもそれに合わせて全員、神妙な面おも持もちでうむうむ頷いた。……いやぁ、仕方ないよねぇ。教会が待機しろって言うんだもの。決して……決してぼくらは、この街を遊び尽つくさんがために滞在しているわけじゃ、ない。

　そんなわけで、ぼくらは全員で、しっかりと真ま面じ目め腐くさった顔を見合わせると。

「それでは……今日も、夕飯まで、解散！」

『はーい！』

　師匠の号令を受けた瞬しゆん間かん、一刻一秒さえも無む駄だにしまいと、キリッとした目付きでホテルから飛び出して行く。重大な使命を背負った勇者の一味ともなると、たとえそこが娯楽の街であろうと、日々これ勉強なのである。謂いわばそれは修学旅行だ。遊ぶのが目的なのではなく、その土地に根付く文化を学び、同時に集団行動の精神をも養うのが目的。

　…………。




　だから、全員が口元をだらしなくにやけさせながら娯楽の街にハイテンションで繰くり出していこうとも、これはあくまで、あくまで修練の一いつ環かんなのであるヒャッホ───イ！




　　　　＊




「ふふっ、なんだか変な感じですね」

　甘いものメインの偏かたよった食事が一段落したところで、サクヤが紅茶のカップを弄もてあそびながら微び笑しようをぼくに向けてきた。

　満席ながらも落ち着いた店内空間には春を思わせるのどかなＢＧＭが流れ、食後ということもあって酷ひどく眠ねむ気けを誘さそう。

　ぼくはテーブルに乗ったルウの喉のど元もと（？）をゴロゴロときながら、「何が？」と彼女に訊きき返した。ルウが気持ちよさそうに目を細める中、サクヤが幸福感たっぷりに答える。

「こうして、勇者であるトオルさんと平和にご飯食べていることが、です」

「ルウもいますぞ！」

　くわっと目を見開き、存在を主張する毛玉生物。サクヤが「そうだね、ルウちゃんも一緒だね」と優やさしく応じる中、ぼくは思わず頷いた。

「確かにそうかも。ヴェリール村では比ひ較かく的てき時間あったけど、《シュ・ロッカ》のおかげで平和という感じでもなかったし……ルザルでは闘とう技ぎ大会に明け暮れた感があるし、ナルスじゃ、いきなり誰だれかさん達が指名手配されてたしなぁ」

　ジトッとルウを見ると、彼はそんなぼくにおかまいなしで、勝手に追加のケーキを頼たのんでいた。ぼくが嘆たん息そくするのを見て、サクヤがクスクスと笑う。

「それに順調に定期便でルーンヘイムへと渡わたれた私と違ちがって、トオルさん達は船旅の方も大変だったのでしょう？」

「そうなんだよ！　聞いてよサクヤ、船のくだりはホント酷いことの連続でさ……」

　そう前置きして、ぼくは船旅に関する一連の出来事を語る。裏の運び屋ニョルズ号、裏切り、そして異い端たん審しん問もん官……。

　ルウの追加注文が届くと同時にざっと語り終えたぼくに、サクヤは紅茶を一口飲んでから、神しん妙みような面持ちで返してきた。

「その話、合流した当日にも軽く説明されましたけど……何度聞いても、不可解な話ですよね。だって……その異端審問官さん達って、腐ってもやはり教会の方ですよね？　それがどうして、教会にとって最重要人物たる勇者のトオルさんまで狙ねらうんです？」

「うーん……ファルディオがよっぽど邪じや魔まだったんじゃない？」

「そうかもしれないですけど。でしたら余計に『勇者の一味ごと』よりはまず『ファルディオさん単体の暗殺』を狙うのが筋じゃないですかね？　ファルディオさんって、隙すきさえ突つけば、拍ひよう子し抜ぬけするぐらいあっさりと殺せそうですし」

「……サクヤって、涼すずしい顔でしれっと物ぶつ騒そうなこと言うよね」

「それ、トオルさんにだけは言われたくないかもです」

　互たがいに苦笑し合う。……とはいえ、サクヤは出で逢あった当初より本当に印象が変わった。正直かなり怖こわく──げふんげふん、うん、つ、強くなったよね、うん。……うん。

　思わず熱心にサクヤを見つめていると、ルウがクリームをほっぺにつけながら、「ある意味お似合いの二人ですな」なんて茶化すものだから、ぼくは少し赤面してしまった。サクヤはと言えば、意外にも全然余よ裕ゆうのすまし顔で紅茶を啜すすっていた。……なーんか悔くやしい。

　こほんと咳せき払ばらいして、ぼくは話を仕切り直す。

「まあ、ぼくも《女め神がみの試練》で結構教会の隠かくしたがるようなこと知っちゃったから」

　魔法は、人間が魔ま物ものから無理矢理奪うばった力で成り立っているんじゃないか……とか。でもあれって、歴代の勇者にも説明されたことじゃあないのかな？　それにぼくから情報を漏もらすことは出来ないわけだから、口止めの必要もないはずだよね。……うーん。

　ぼくは少し考えてから、続けた。

「教会の動向に関しては、師匠もずっと気にしているみたいなんだ。ルーンヘイムの教会から本部に連れん絡らくをとっても、なんだか上層部がえらくゴタゴタしているとかで、『とにかくそこで待機』としか言って貰もらえないみたいだし」

　ぼくの説明を聞き終えたサクヤが、ふぅと息をつく。

「……トオルさんの旅って、なんだか変わったことしかないですね。いきなり本来なら回かい避ひすべき《シュ・ロッカ》と戦って、闘技大会に出て、魔人さん達に狙われて、ナルスでとんでもない事件に巻き込まれて、果ては異端審問官とやらにまで……」

　言われてみれば、かなりロクでもない状じよう況きようだった。ルウがもぐもぐごっくんとケーキを飲み込んだ口で会話に割り入る。

「確かに、歴代勇者の旅には、基本『戦せん闘とう行こう為い』がほぼないらしいですからな！　せいぜい、試練や雑魚ざこ魔物との戦せん闘とう数回で終わるのが、本来のこの旅の姿なのですぞ」

「どうしてぼくだけハードモードなんだよ……」

　不公平にも程がある。悲ひ嘆たんにくれていると、サクヤがフォローを入れてきた。

「で、でもほら、先代勇者の娘むすめであるレイアさんと知り合えたりとか、いいこともあったみたいじゃないですか！」

「魔ま法ほう少女だけどね……」

「い、いやまあ、ファッションは個性的ですけど、良識的でいい方じゃないですか！　私、好きですよ、レイアさん！　正義感に溢れた、凄すごく才能のある魔法使いさんで……」

「だからこそ、超ちよう危険人物でもあるけどね……」

「で、でも、仲間としては心強いじゃないですか！」

「……別に、正式に旅の仲間になったってわけでもないんだよね、現状。なんかぬるっとまだ一緒にいるけど。レイアおねーさん、アレで妙みように小こ狡ずるかったりするから、もしかしたら何か狙っているのかも……。ファルディオも少し警けい戒かいしているみたいだし」

「…………。……あー、そうそう、ふ、フギンさん！　船でフギンさんと一緒だったんですよね？　そういう偶ぐう然ぜんの再会って、とっても素す敵てきだと思いませんか──」

「ルーンヘイム着いた途と端たん、なんの挨あい拶さつもなく消えたけどね。師匠が教会本部に訊たずねたら、『フギン・スクリュウなどという騎き士し団員はいない』とかって突っぱねられたし」

「……ちょ、諜ちよう報ほう部の方みたいですから、そこは、ほら……」

「……師匠が言うには、なにやら『剣けん吞のんな雰ふん囲い気き』とやらを感じたらしいよ」

　正直「剣吞」という言葉の意味は知らないけど、良い状況じゃないのだけは分かる。

「…………」

「…………」

　店内ＢＧＭだけが、ぼくらの間を寒々しく流れていく。と、ルウがケーキで頰ほお袋ぶくろをぷっくりと膨ふくらませながら、お子様フォークを興奮気味にぶんぶん振ふって叫さけんだ。

「うましですぞぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおお！」

「わっ、なに急に！　ルウ!?」

　唐とう突とつな大声に周囲から視線が集まり慌あわてるぼく。しかし流石は魔法都市ルーンヘイム、可愛かわいいとはいえ基本魔物たるルウの姿を見ても、誰も気に留めた様子がなかった。が、だとしても、いきなり大声出していいわけじゃない。

　わたわたするぼくらに、ルウは目をキラキラさせて続けてきた。

「いやご主人！　このケーキ、食べ進めれば食べ進めるほどに美味おいしかったのですぞ！　なんと、中がフルーツの層になっておりましてな！　外見からは分からなかったその構造の素晴らしさに、ルウのほっぺは落ちそうですぞ！　うまいぞぉぉぉぉおおおお！」

「なんでリアクションが若じやつ干かん料理漫まん画がの住人なんだよ。分かった、分かったから、もう少し声のボリューム下げて食べて」

「……うましですぞ……うましですぞ……むふ……うましですぞ……むしゃ……ぐふ」

「うん、ごめん、なんかそれはそれでキモいから、やっぱ普ふ通つうに食べて」

　ぼくからの忠告を受け、改めてルウがケーキを大事そうに食べ始める。一口食べては夢の時間を嚙かみ締しめるように目をつむり、たっぷり数十秒おいてから、また次の一口を頰ほお張ばる。

「まったくもう」

　ぼくはそんなルウの幸福そうな様子を、なんだかこっちまで幸せになりながら、ぼんやりと見守った。たまに、口元についたクリームを拭ぬぐってやる。

　と、サクヤがそんなぼくらの様子を見て、なにやらクスクスと笑い出した。

「ちょっと妬やけちゃいますね」

「え？　何が？」

「トオルさんとルウちゃんです。二人はとても仲良しさんですよね。出逢った時期自体は私とさして変わらないのに、とてもじゃないけど入り込めない何かがありますよ」

「そうかなぁ？　どう思う、ルウ？」

「八ツ星ですぞ」

「ケーキの評価は聞いてないよ。星の数がインフレしすぎだし」

「甘いですなご主人。ルウが料理につける星は、一〇八までありますぞ！」

「八ツ星で既すでにほっぺが落ちそうな美味おいしさなのに!?　じゃあ、もし一〇八ツ星の料理なんか食べたらルウ、どうなるってのさ！」

「ほっぺどころが体全体が崩くずれたと思いきや、その体は巨きよ大だいな存在へと再構成されてゆき、結果……ルウはブラッディ・ダーク・ドラゴン（レベル99）に進化しますぞ！」

「グルメ細さい胞ぼう活性化にも程ほどがあるよ！　もはや別生物じゃん！　強そうだけど！」

「そりゃもう強いですが、あまりの多幸感で自我を失っている可能性も高しですぞ」

「なんのメリットもなさすぎる！　ルウは今後必要以上に美味しいモノ食べるの禁止！」

「……ご主人。それは物語的な伏ふく線せんかなにかと考えてよろしいですかな？」

「違うよ！　ぼくらがピンチの時にドラゴン化とかしなくていいからね!?　むしろ大惨さん事じだからね、それ！」

「ご安心めされい、ご主人。ドラゴン化は正直、ルウ、大おお幅はばに盛りましたぞ」

「そ、そうなの？」

「はいですぞ！　ルウは何をしても、結局のところルウですぞ！　もっふもふ感が売りで戦闘力皆かい無むの使い魔、ルウなのですぞ！」

「ふー、それなら一安心……って、それはそれでやっぱりなんのメリットもなかった！」

　愕がく然ぜんとするぼくの目の前で、ルウは再びケーキに取り組みだした。……はぁ、

　ぼくは思わずテーブルに肘ひじをついて、サクヤへと視線をやる。

「……これのどこが、仲良しなのさ？」

　そんなぼくの問い掛かけに。

　サクヤは心から楽しそうな笑顔と共に、なにやら確信をもった様子で答えてきた。

「だから、まさにそういうところですよ」




　　　　＊




　ルーンヘイムには空が少ない。

　この世界、ノルンガルドにしては珍めずらしく高層建築物が密集しているという事情がまず一つ。そしてそれ以上に、単純にこの都市には天てん井じよう付きの通り──ぼくの世界で言うところのアーケード的な作りの道が多いのだ。研究畑の住民気質でも顕あらわしているのだろうか？

　だから、ノルンガルドに来てからというもの、その大自然に感かん銘めいを受ける場面が多かったぼくとしては、こういう都会的で閉へい塞そくしたアーケードというヤツに関して──

「わ、見て見てルウ、サクヤ！　昼間なのに天井に夜空の映像出てるよ！　すごっ！」

　──それはそれで、大興奮だった！

　飲食店を出て歩くこと数分、ルーンヘイム名物のアーケード街に差し掛かったぼくは、目をキラキラと輝かがやかせて二人を見やる。しかしぼくとは対たい照しよう的に、ルウとサクヤは半ば苦く笑しよう気味にこちらを見守っていた。

　妙に大人ぶったルウが、ヤレヤレといった様子で口を開く。

「ご主人の世界にも、こういう場所は多かったでしょうに」

「なに言ってんだよ、ルウ！　こんな綺き麗れいな映像が出る最さい先せん端たんなアーケード街なんて、東京にだってないよ！」

　ぼくのその言葉に、今度はサクヤまで少し呆あきれた様子を見せた。

「それにしても、もう一週間ですよ？　私もおのぼりさんですから、最初は感動しましたけど……流石さすがにもう、なんとも思わないといいますか……」

「なに言ってんのサクヤ！　アーケード街だよ!?　雨に濡ぬれず外歩いたり出来る商店街だよ!?　これでテンション上がらない方がどうかしてるよ！」

『いやいやいや、全然分からないです（ぞ）！』

　二人が声を揃そろえて否定してくる。……うーん、おかしいな。師し匠しようもファルディオもレイアおねーさんも、こういうリアクションなんだよな。みんな、どうして分かってくれないんだろう？　アーケード街って、テンション上がるよね？　だって、外なのに天井ついてんだよ？　なんかすげーお得感とロマンがあるでしょう、アーケード街。っていうか理由なんて後付けで、単純にテンション上がるじゃんこの空間。無む駄だにけんけんぱとかして遊びたくならない？　ならないかな？　おかしいな……。ぼくなんかは「地下街」とかにも、これと同じ興奮を感じずにはいられないんだけど……。

　ぼくがぶすっとしていると、サクヤがなんだか妙におねーさん風な空気を醸かもし出してくる。

「トオルさんって、たまにものすごく『普通の男の子っぽい』ですよね」

「いや、だって、そもそも普通の男の子だし……」

「え」「え」

　目を丸くしてピタリと立ち止まる二人。……いやいやいや。

「な、なんで二人してそんなリアクション!?　心外にも程があるよ！」

「心外にも程があるのはこちらですぞ、ご主人」

「自分のことを特別だと信じ切っている方もアレですが、トオルさんみたいなズレ方も大たい概がいアレですよね……」

「ですな。自分は普通だと言いはる主人公とか、イマドキ流行りませんぞ、ご主人」

「ふ、二人してなんだよ！　ぼくの何が普通じゃないってのさ！」

『え、全部』

「即そく答とう!?」

　アーケード街の真ん中で足を止めて凹へこむぼく。……え、ぼく、基本みんなに「変わってる」と思われてたの!?　そ、そんな……。

「い、いやまあ、勇者という要素は確かに特別かもだけど、それ以外は……」

『むしろそれ以外が、全部普通じゃないです（ぞ）』

「勇者というプロフィールさえも霞かすむ程にぼくって変人!?」

　いつものギャグか何かかと思ったけれど、見ればサクヤもルウもうんうん頷うなずいている。……なんか本気の空気だった。……そ、そうか、ぼくは変わってるのか……。で、でも、百歩譲ゆずって、変わってるにしても……。

「……ひ、ヒロキ兄さんの方がずっと変わってるもんね。テストの成績いつも満点だし、優やさしいし、いつも穏おだやかで全然テンション変わらないし……」

「ご主人、それはあくまで『優ゆう秀しゆう』と表現出来る範はん疇ちゆうの個性でございましょう」

　ルウが分かったような口を利きく。ぼくはぷくっと頰ほおを膨らませた。

「じゃ、じゃあぼくも、ただ普通よりちょっと元気で良い子っていう範疇に……」

『いやいやいや、トオルさん（ご主人）は完全にアウトです（ぞ）』

「なにそれ酷ひどい」

　この世界で一番の友人たる毛玉使つかい魔まと貴重な女友達から、妙に辛しん辣らつな評価を受けた。

　二人がなにやらクスクスと笑う中、ぼくは機き嫌げんを損そこねてのすのすと先を歩く。

　少しの間そうしたところで、ぼくはふと道の前方に見覚えのある背中を見つけて速度を緩ゆるめた。

「あれ、ファルディオとレイアおねーさんじゃない？」

　追いついてきたルウとサクヤに確かく認にんをとってみるも、二人ともイマイチ確信が持てない様子。そういえば、ぼくは勇者補正で視力とかも多少は強化されてるんだっけ。

　ぼくらは少し足早に二人の背を追いかける。そうして、くたびれたローブの質感と、なにより特とく徴ちよう的にも程がある魔法少女ルックをしっかり確認できる位置まで来たぼくは、改めて二人に声をかけようと──

「あ、ちょっと待って下さい、トオルさん」

　──したところで、なぜかサクヤに制止されてしまった。

　首を傾かしげるぼくとルウに、サクヤはどこか悪戯いたずらな表情で提案してくる。

「折角ですから、少し様子見てみましょうよ」

「様子って……なんで？」

　ぼくの疑問に、サクヤはニッコリと向日葵ひまわりのように微笑ほほえんだ。

「油断した二人の弱みを握にぎれそ──とっても面おも白しろそうだからです♪」

「サクヤ殿どのサクヤ殿、遅おそかったですぞ。台詞せりふの軌き道どう修正、完全に手て遅おくれでしたぞ！」

　ルウの言う通りだった。サクヤって……女の子って、怖こわい。

　だけどまあ、実はぼくもサクヤの気持ちは分からないじゃない。あの二人の関係ってなんだかこう、じれったいから、ちょっと、二人きりの際の様子も見てみたい感はある。

　結局ぼくらはサクヤの提案に乗ると、二人の会話が分かるぐらいの距きよ離りまで接近することにした。大だい胆たんすぎる尾び行こうだけど、バレたらバレたで別にいいんだから。

　そっと二人の背後に近付いて、様子を窺うかがう。

　──相変わらず対照的な二人だった。方やくすんだローブ姿。方や派手で華か美びなコスプレ。無む闇やみに攻こう撃げき的な紅ぐ蓮れん色の髪かみと、春を思わせる穏やかな桜色の髪。男が猫ねこ背ぜかつ大おお股またで歩いているかと思えば、魔法少女は背筋をピンと伸のばして測ったように一定の歩ほ幅はばで歩く。……そんな二人だというのに、なぜかその歩行速度だけはぴたりと一いつ緒しよで、結局は妙みように調和して歩いていた。

　相変わらず妙な関係性の二人だなぁと思いながらギリギリまで近付くと、人ごみの中から二人の会話がようやくハッキリと聞こえだす。

「──から、既に違ちげぇんだよ。いいか、どんなにお前の技術が桁けた外はずれだとしても、光属性のダメージ変へん換かん効率が悪わりぃという事実に変わりはねぇの。それは分かるだろ？」

「分からないですね。変換効率の向上こそが、才能の見せ所じゃないですか」

「にしてもだ。才能ですげー伸びしろがあるってんなら、余計にその努力や成長は光属性以外に注ぐ方が有益だと俺は判断するがね。たとえば炎ほのお属性とか──」

「あらあら、自じ称しよう大魔導師のファルディオ・メルクリウス様ともあろう方が、随ずい分ぶんとチープな一いつ般ぱん論を掲かかげますこと。はいはい、炎最強炎最強」

「はんっ、これだから痛い選民思想を持った《勇者の娘むすめ》は！　それがたとえつまらない結論だとしても、理に適かなってさえいれば認めるべきなんだっつーの。なんにでも嚙かみつこうなんざ、下げの下げの魔法使いがすることだぜ？　あーやだやだ」

「く……！　そ、そんなの、《女め神がみの存在》という大前提にさえ疑問を呈ていし、わざわざしょぼくて扱あつかい辛づらい《禁きん忌き魔法》で戦う貴方あなたに言われたくありませんね！」

「これだから頭の固い優等生は！　俺は広い視野を持てと言ってんだよ！」

「広い視野を持つと言えば聞こえはいいですが、要は半はん端ぱ物ということでしょう？」

「っ、この……っ！　相変わらず、可愛かわいくねぇなお前……！」

「わ、わたくしが可愛いとか可愛くないとか、今は関係ないのでは!?」

　すぐ背後につけるぼく達にも気付かず、途と切ぎれることのない口論を続ける二人。

　ルウがぼくの肩かたに乗り、げんなりした様子で息を吐ついた。

「思っていた以上に、普ふ段だんと変わらなかったですな、ご主人」

「いや、喧けん嘩かをとりなす人がいない分、ぼくらが一緒の時より酷いかもだよ」

「私が期待したのと違ちがいますぅ……」

　サクヤが不満そうに頰を膨ふくらませる。……一体どういう期待をしていたのだろう。

　そのままファルディオとレイアおねーさんの口論を見守る。魔法関連の専門用語も頻ひん出しゆつするせいで退たい屈くつこのうえない喧嘩なのだけれど、わざわざぼくらから尾行をバラす理由もなかったため、なんとなくダラダラと状じよう況きようを続けてしまう。

　しかし数分後、ファッション関係の店が並ぶ通りにまで出たあたりで、二人の会話が少し変わった。

　レイアおねーさんが周囲に立ち並ぶ店に忙せわしなく視線を彷徨さまよわせながら呟つぶやく。

「うーん……どこの店も、わたくし向けではありませんね……」

「魔法少女と方向性が一いつ致ちする店なんざ、あるわきゃねぇだろ」

「失敬な。ありますよ。実際こうして、私は魔法少女服着ているわけですし」

「……そもそもどこで買ったんだよ、それ」

　ファルディオの疑問を受け、レイアおねーさんが耳を赤くして俯うつむき呟く。

「…………。……………………が、玩がん具ぐ店で……その……特注で…………」

「ぎゃははははははは！　ご、ご立派なファッションでございますなぁ、おい！」

「～～ぅ！　し、仕方ないでしょう！　だ、だからこそ、今はちゃんとしたファッションブランドのしっかりした魔法少女服を今必死で探しているわけで……！」

「ほうほう、見つかるといいなぁ、ファッションブランドの魔法少女コス。……くくっ」

「ま、また馬ば鹿かにしてぇ！」

　悔くやしそうに肩を震ふるわせるレイアおねーさんには悪いけれど、正直、ぼくらも笑ってしまいそうだ。レイアおねーさん……ちゃんとした服屋さんになればなるほど、その方向性の服は置いてないと思うよ……。

　ファルディオはゲラゲラとひとしきり笑ってから続ける。

「いい加減諦あきらめろって。実際問題さ……ああ、そうだ、さっきの属性の話と同じだ」

「？　なにがですか？」

　レイアおねーさんが恨うらみがましく見つめる中、ファルディオがさらりと答える。




「お前は中身が充じゆう分ぶん可愛いんだから、その伸びしろは普ふ通つうに活いかした方がいいんだって」




「え？」

「へ？」

　二人の会話がぴたりと止まる。……先に言葉の意味を理解し、耳を真っ赤にして動どう揺ようを始めたのはレイアおねーさんだった。それに遅おくれること数秒、彼女の赤面をぼんやり見守っていたファルディオがようやく自分の発言の意味に気がつき、おねーさん以上の紅潮と狼ろう狽ばいを始める。かくして……。

『…………』

　ここに、もじもじと赤面して無言で歩く、やたら初うい々ういしい男女が出来上がった。

　…………。

　そして、そんな二人の様子を背後で、しかも間近で見守っていたぼくらはといえば──




『うへぇ──』




「うぇ!?」「きゃ!?」

『うへぇぇ────────』

　──三人、尾行が気付かれるのも構わず、全員、口をだらしなく開いて肩から脱だつ力りよくし、半ばゾンビのように奇き声せいを上げてしまっていた。
















　……とにかく甘い。口の中がやたらと甘い。さっき食べたスイーツの味なんかふっとぶぐらいに甘ったるく、更さらに全身の倦けん怠たい感も酷い。なんだこれ。

　背後のぼくらに気付いたファルディオとレイアおねーさんが、赤面そのままにもギョッとした様子で声をかけてくる。

「な、なんだよお前ら！」「な、なにしているのですか、皆みなさん!?」

『……うへぇぇ────……』

「お、おい……？」

　しかしぼくらは戸と惑まどう二人を完全に無視し、二人の間を割さくようにして抜ぬけていった。

　そうして……そのまま、何も答えることなく人ごみの中へと消えて行くぼくら。

　……本日学んだこと。




　知り合いが繰くり広げるラブコメ模様は、少なくともぼくやサクヤの年とし頃ごろでは、まだまだ、とてもじゃないけれど受け止めきれるシロモノじゃあ、なかった。

　…………。

　うへぇぇぇぇぇ……。




　　　　＊




　尾行ショックの後「少し口直ししてきます……」と言うサクヤと別れたぼくとルウは、特に予定もなかったため、とりあえず師し匠しようを探すことにした。

「確か、バトルシミュレーターとやらに行ってみるとか言ってたっけ」

「そうでしたな。恐おそらくは娯ご楽らくエリアにある施し設せつでしょうぞ」

　ぼくは頷うなずくと、ルウと共に娯楽エリアへと足を向ける。都会といえど、流石さすがに一週間も遊び呆ほうけていると街の大まかな構造も摑つかめていた。

　ぼくの隣となりをふよふよと飛びながら、ルウが話しかけてくる。

「しかしバトルシミュレーターとはまた、ご主人が好きそうな娯楽ですな」

「そうだね。なんだか楽しそうな気配はひしひしと感じているよ」

　元々格かく闘とうゲームやスポーツチャンバラが大好きなぼくだ。バトルシミュレーターという言葉の響ひびきには、正直わくわくを隠かくせない。

　ルウがどこか困った風にぼくを見る。

「ご主人は普ふ段だん穏おだやかですのに、意外と好戦的なのですぞ」

「うん。昔からゲームでもなんでも、『戦う』っていうのは好きだったかな。それも戦略練るスポーツやカードゲームとかじゃなくて、ガツガツ攻撃し合う系のが特に」

「……あくまでも遊びの範はん囲いだけなら、それも良かったのですがなぁ」

　ルウがなにやら意味深な呟きを漏もらす。だけどぼくは特に追つい及きゆうする気にもならなかったため、他の雑談に移った。

　そうして十五分ぐらい歩いたろうか。娯楽施設密集エリアに辿たどり着き、通りに立ち並ぶ店を眺ながめていると、その中に一店てん舗ぽ、デフォルメされた剣けんと拳こぶしのマークが大きく掲げられた店を発見した。ルウに字を読んで貰もらうと、やっぱり目的の店で間違いないらしい。

「なんだか思ってたよりはこぢんまりとした店でしたな」

「うん。ぼくも、ルザル程ほどとは言わないけど、闘とう技ぎ場みたいなのイメージしてた」

　店の外観を眺め、ルウと二人そんな感想を漏らす。「バトル・ファンタジア」というらしいその店は、そのポップで楽しげな装そう飾しよく含ふくめ、少し大きめのゲームセンターといった趣おもむきだ。少なくとも闘技場のような厳おごそかさや血ち生なま臭ぐささは一いつ切さい感じられない。

「ん、トオルとルウじゃないか」

　ぼくとルウがぽけっと店先に突つっ立たっていると、突とつ然ぜん背後から声をかけられた。振ふり返ると、そこには──

「あれ、師匠？　どうして？」

「いやそれはこちらの台詞せりふだが……」

　朝に別れた師匠こと、神剣騎き士し団聖騎士隊副隊長セシリア・シヴィルが凜りんとした空気を纏まとい立っていた。ぼくとルウは思わず目を丸くする。いや、師匠が丁度店から出て来たのならまだしも、背後から声をかけられるとは思わなかったんだ。

　ぼくらが事情を説明すると、師匠は「ああ」と得心した様子で相そう好ごうを崩くずす。

「先に教会の方に寄ってきたものでな。まあ大した進展はなかったが」

「そうなんだ。あ、それで師匠、この店入ってみるの？」

「ああ、そのつもりで来たのだが……」

　師匠はそう言って、想像以上に娯楽娯楽している店の外観に視線を這はわせる。

「……少し、想像と違うな。まあ、折角赴おもむいた以上は、入ってみるつもりだが」

「じゃあ、ぼくらも一いつ緒しよに行っていい？」

　そう提案すると、師匠は……なぜだか途と端たんに、やたらと嬉うれしそうな笑え顔がおを見せた。

「そ、そうか？　う、うむ、それもまたいいだろう！　鍛たん錬れんにもなるだろうしな！」

「セシリア殿どの、表情の緩ゆるみ具合が鍛錬に向かう者のそれではございませんぞ」

「な、何を馬鹿な。と、とにかく、そうと決まれば善は急げだ。二人とも、入ってみようではないか！」

「あ、う、うん」

　急にやる気満々の師匠に手を引かれて、ぼくらも店の中へと入っていく。

　予想に反して中にはゲームセンターのような雑然さや喧けん噪そうはなく、むしろ静まり返っていた。入ってすぐの場所に受付があり、奥に続く廊ろう下かの両側には、ドアが等とう間かん隔かくに並んでいる。……ゲームセンターというより、むしろカラオケボックスの装よそおいだ。

「いらっしゃいませ。当店のご利用は初めてでしょうか？」

　都会らしく垢あか抜ぬけた印象の受付のおねーさんに声をかけられ、師匠がそれに応じる。

「ああ。というか、内容も良く分かってないので、詳くわしく教えて貰えるとありがたい。ここは……バトルシミュレーターとやらが、使える施設だと聞いたが」

　師匠の質問を受けたおねーさんは、笑顔でマニュアル的な答えを返してくる。

「はい、その通りでございます。当店ではバトルシミュレーターによる、疑似戦せん闘とうアトラクションを楽しんでいただけます」

「疑似戦闘アトラクション？」

「はい。魔ま法ほうで人工的に創つくり出された敵と戦闘していただくことが出来ます」

　その言葉にぼくは一いつ瞬しゆんドキリとする。が、おねーさんは笑顔で説明を続けた。

「勿もち論ろん、実体ある敵にけしかけられるわけではございません。ここで言う敵とは、あくまで『立体映像』に類されるデータ存在。謂いわば幻まぼろしですね。当店では《データエネミー》と呼ばれております」

「？　実体がないのか？　では、それらと戦う、というのは？」

「あくまでイメージトレーニングの延長のようなものとお考え下さい。攻こう撃げきを当てても手て応ごたえはありませんし、当然《データエネミー》からの攻撃で怪け我がを負うこともありません。ただし、代わりにポイント制がとられています。攻撃すれば加点、被ひ弾だんすれば減点というように」

「なるほど、要はその総合得点を競きそう娯楽というわけか」

　その説明に、ぼくはほっと胸を撫なで下ろす。よかった、きな臭くさい技術とかじゃなさそうだ。一瞬、ナルスの《ガンマ》みたいなケースを心配しちゃったよ……。

　おねーさんが説明を続ける。

「得失点の数値に関しては、《データエネミー》の強さや、攻撃の当たる部位等で上下します。急所に当てれば高得点、というように」

「ふむ。では、武器は流石に実物を使うわけではなさそうだな？」

「はい、持ち込み武器を振り回されるのは大変危険ですので、こちらから、玩具おもちやのように殺傷能力の低い専用武器を提供させて頂きます。剣・鞭むち・拳けん闘とう具ぐ等、各種武器を取り揃そろえており、盾たてなど、一部防具もあります。ここで大事な注意点としては、《データエネミー》に対する攻撃・防ぼう御ぎよ判定はそれらの専用武具にしかないということでございます」

「ふむ。たとえば剣で戦う場合は、敵に蹴けりを入れても意味がないということか」

「そういうことですね。それどころか、武装以外の部分で《データエネミー》に触ふれることは、イコールで被弾……つまり失点と数えられます。ご注意下さい。ちなみにご使用頂ける武具ですが、基本は武器・防具を一種類ずつ選せん択たくして頂くカタチになります」

「なるほど。……ありがとう、大まかなルールはよくわかったよ。早さつ速そく挑ちよう戦せんしたいのだが、何か難易度分けとかはあるのか？」

「はい、《データエネミー》の同時出現数や動きの速さ等で分かれております。敵の強さや出現数が低くお子様も楽しめる初心者コースから、大量の強敵が出現し高得点が期待出来る代わりに、名のある武芸者さえ恥はじをかくことも多いエキスパートコースまで……」

「ではエキスパートコースで頼たのむ」

　さらりと注文する師匠に受付のおねーさんは一瞬驚おどろくも、師匠の纏まとう手て練だれの空気は彼女にも感じられたらしく、すぐに笑顔で応じた。そして……。

「ありがとうございます。それでは大人一名様でよろしかったで──」

　おねーさんがそう締しめくくりかけたその瞬間。ぼくは師匠のそでをぐいっと引っ張り、そして……キラッキラした上うわ目め遣づかいで、彼女を見つめた。

　師匠は軽く苦笑いした後、受付のおねーさんに言ってくれる。

「いや、二名で頼む」

「はい、かしこまりました。ではエキスパートコースの大人一名、初心者コースのお子様一名で……」

「ああ、いや、そうじゃない」

　師匠はそこでおねーさんを制止し、そして……これまたさも当然の如ごとく、注文をつけた。

「エキスパートコース二名で頼む」

「……はい？」

　これには流石のおねーさんも作業の手を止め、ぼくの方を見てくる。

　そんな彼女に、ぼくは、ニコォッとただただ満面の笑みで返してあげたのだった。




「わぁっ、なんか未来だ！」

　バトルシミュレーター内に一人足を踏ふみ入れたぼくは、思わず興奮気味の声を漏らした。

　そこは、十五畳じようほどはあるかという真四角な部屋だった。宇宙空間を思わせる真っ黒な床ゆかや壁へき面めんには緑色に発光するグリッド線が走り、なんだか妙みように男の子心をくすぐる。

　部屋の中に物はなく、背後のドアを閉めるとそこは完全に隔かく離りされた異空間のようだった。少し不安感に苛さいなまれていると、奥の壁面に突然大きな映像が現われる。

「あ、ルウ、師し匠しよう」

『ご主人、頑がん張ばれですぞー』『トオル、健けん闘とうを祈いのっている』

　画面の中の二人がにこりと笑ってこちらに手を振る。どうやら、こちらの様子が見られる別室にいるらしい。

　二人の隣にいた受付とは別の、インカムみたいなものを着けたメガネのおねーさんが、にこりと一度笑ってから説明を開始する。

『お客様達の戦闘模様は、こうして当店モニタールームの方で観測させて頂きます』

「あ、そうなんだ。了りよう解かいです」

　見れば、師匠達の後ろの方に、他のプレイヤーを応おう援えんする人達の映像が映っている。見学者さん達は大きなモニタールームにまとめて集められているらしい。

　おねーさんが更さらに続ける。

『更に、お客様の戦闘映像は記録され、得点によっては、後に、ルーンヘイム内の数十箇か所しよに設置されております公共ビジョンにも配信される可能性がありますが……配信の許可は致いたしますか？』

「あー、えーと……」

　モニター内の師匠に目配せで確認を取る。魔ま人じんに狙ねらわれている現状、勇者たるぼくはあまり目立つことをしちゃいけない気がするんだけど、でも、この戦闘システムだと勇者の腕わん力りよくとかは発揮しないわけで、大だい丈じよう夫ぶな気も……。

　師匠は少し悩なやむ素そ振ぶりを見せた後、しかしやはり、大事を取ってかＮＯを出そうと──

『当然配信致しますぞ！　ご主人の勇姿をルーンヘイムの皆みな様さまの目に、とくと焼き付けてやりましょうぞ！』

『かしこまりました。では配信を許可するということで』

　ぼくと師匠が口を挟はさむ間もなくルウが勝手に許可をだし、ナビゲーターのおねーさんが手慣れた様子で作業してしまう。

　師匠は抗こう議ぎしようとしたものの、ルウの『いち早い加護節の到とう来らいを願う人々を安心させるため、時には勇者が勇者らしく表に出ることも大切ですぞ！』という、なんだか妙に正論っぽいような、そうでもないような論理に負け、言葉を引っ込めてしまった。

　……まあ、魔人に関してはこっちが目立ってようが目立ってなかろうが来る時は来る感があるので、あまり気にしすぎていても仕方ないかもしれない。

　配信登録を終えたおねーさんが、説明を再開させる。

『それでは確かく認にんを致します。挑戦者、ミカミトオル様。エキスパートコース。選択武器は特とく殊しゆ棍こん棒ぼう、選択防具は籠こ手て。以上で間違いありませんね？』

「うん、オッケーです」

　両りよう腕うでに装着した籠手と、右手に握にぎった特殊棍棒──ミョルニルロッドに非常によく似た形状の棒を確認して、おねーさんに返す。ちなみに防具は兜かぶとやら胸当てやらグリーブやらと色々選せん択たく肢しはあったけれど、ぼくの場合一番事故的に《データエネミー》に触れてしまいそうなのが腕だろうなと判断し、籠手にしてみた。折角の防具枠わくだしね。……でも、普ふ段だんつけ慣れないせいか、なんか違い和わ感。

『制限時間十分の間に、可能な限り敵を討とう伐ばつして下さい。では準備はよろしいですか？』

「うん、いつでもいいよ」

　部屋の中央に進み出ながら答える。事前に聞いた説明だと敵の出現は全すべて壁かべかららしいから、基本は部屋中央に陣じん取どって戦うのがいいみたいだ。

　と、正面の壁にあった師匠達の映像が縮小され、戦闘の邪じや魔まにならないよう部屋の隅すみへと移動する。同時に開始される、システム音声によるカウントダウン。

『……３、２、１……スタート！』

　室内に開始ブザーが鳴り響ひびくと共に、正面壁面に赤色のうずしおめいたゲートが表示されたかと思うと、そこから敵が──狼おおかみ型の魔物が勢いよく飛び出してくる。

「わわっ、思ってたより全然本物！」

　焦あせりながらもぼくは、飛び込んで来る狼の爪つめを避よけざまに特殊棍棒で腹を打つ。が、空を切る感かん触しよく。一瞬外したのかと焦って振ふり向いたものの、見れば、魔物はその体にノイズを走らせたかと思うと、そのまま宙に搔かき消えた。

「（ああ、やっぱ当たってたのか。魔法で創られているせいか微び妙みように『気配』こそあるのに、手応えは一いつ切さいないって、意外とやり辛づらいや。これが《データエネミー》……）」

　そんなことを考えていると、魔物が消えた空間になにやら得点らしきものが浮うかび上がった。が、生あい憎にくぼくにその数字は読めない。

「（まあ計算してもしゃーないけど。とにかく、『被弾しないで』『出来るだけ急所に攻撃を入れる』を心がければ、それでいいんだよね？）」

　ぼくは改めて気を引き締め直す。と、今度は左右の壁両方にゲートが表示された。すぐに飛び出してくる、イノシシみたいな《データエネミー》二体。ぼくは二体の突とつ進しんを軽く跳ちよう躍やくして回かい避ひすると──

「よっ」

　上空から二体の背をまとめて特殊棍棒で薙なぎ払はらった。着地すると同時に視界の隅に入ったモニターの中で、ナビゲーターのおねーさんがあんぐりと口を開いている。どうやら、ぼくの戦闘力を「背せ伸のびしてエキスパートモードなんかに挑いどんじゃう、やんちゃなお子様」ぐらいに思っていたらしい。

　ちなみに師匠とルウはといえば、特に興奮した様子もなく淡たん々たんと観戦している。……いやまあ、二人はぼくの実力を知っているから当然といえば当然のリアクションなんだけど、なんかそれはそれで少し寂さびしい。ほら、テストで普段赤点の子が五十点取ると褒ほめられるけど、普段満点の子が五十点取ると叱しかられる、あの、妙な不公平感に似てる。

　そんなとりとめもないことを考えている間にも、今度は四方の壁全てにゲートが表示された。流石さすがはエキスパートモード、序じよ盤ばんからまったく容よう赦しやがないらしい。

「こうなったら……二人さえも驚おどろくような高得点、とってやるんだから！」

　ぼくはそう叫さけぶと──正直少し八つ当たり気味に、バトルシミュレーターに没ぼつ頭とうしていったのだった。




　激しい十分間の戦せん闘とうを終え、その場では発表されない最終スコアを聞くべくバトルシミュレーターを出て師匠達が待つモニタールームへと向かう。と、そこでは師匠とルウが笑え顔がおで迎むかえてくれると共に……なにやら、他の部屋で遊ぶ人のツレであろう観覧者さん達にまで注目されて迎え入れられた。

　ぼくら担当のナビゲーターのおねーさんが、メガネをずりおちさせかけながら、なにやら焦った様子で手元の端たん末まつとぼくを交こう互ごに見ながら告げてくる。

「お、お疲つかれ様でした。あ、あの、それで、えと、ミカミトオル様の成績ですが……」

「あ、うん、どうだったの？」

　既すでに息も落ち着き、にこりと訊たずねるぼくに、おねーさんは少し震ふるえながら答えた。




「さ、三六〇〇ポイント……！　れ、歴代三位の、成績です！」




『あー……』

　その結果に思わず落らく胆たんの声を漏もらすぼく、ルウ、師匠。しかし次の瞬間、モニタールームの中に居た十数名のお客さんたち全員から『いやいやいやいや！』と総ツッコミが入った。ナビゲーターのおねーさんが若じやつ干かん個人感情強めでまくし立てて来る。

「由ゆい緒しよあるうちの店で歴代三位はとてつもないことなんですよ!?　神しん剣けん騎き士し団の騎士様やルザル闘とう技ぎ大会常連出場者等、錚そう々そうたる挑戦者が並ぶ中での三位なんですよ！」

「三位……それってつまり、上に二人もいるってことだもんなぁ……」

　ぼくの呟つぶやきに、師匠とルウがうむうむと頷うなずく。

「もっと精しよう進じんせねばな、トオル」

「ご主人はもっと出来る子ですぞ！」

『いやいやいやいやいや！』

　またモニタールームの皆みんなから総ツッコミを受ける。……っていうか皆さん、自分達のツレの戦闘模様、全然見なくていいんでしょうか？

　おねーさんが半ば必死で叫ぶ。

「ね、年ねん齢れい考こう慮りよしたら……いやしなくてもですが、驚きよう異い的な成績なんですよ!?」

「ちなみに、歴代一位と二位の方の成績はどれくらいですかな？」

　ルウの質問に、おねーさんは端末を操作しながら答える。

「ええと……二位がグラン・ゴールド氏、三九〇〇ポイント」

『あー、グランさん（氏）……』

「不満!?　え、あの大会常連出場者のグラン氏に負けたことの何が不満なんですか!?」

　おねーさんが信じられないといった様子で叫ぶ。ぼくらはそれに構わず、ちょいちょいと首を振って先を促うながす。おねーさんが動どう揺ようを見せながらも端末に目を落とした。

「そして歴代一位は……ディーヴァ・シヴィル氏、五〇〇〇ポイントですね」

『シヴィル？』

　ぼくとルウはその聞き覚えのある姓せいを受け、師匠を見やる。師匠は少し驚いた様子を見せつつも、「なるほど」と得心しつつ説明してくれた。

「早世されたため直接会ったことはないのだが、私の先代……つまり、シヴィル家によって武芸の才能を見み出いだされ、幼少より英才教育を施ほどこされた騎士だ。まあ納なつ得とくの一位だな」

「ぼくやグランさんより一〇〇〇ポイント以上高いなんて……やっぱり凄すごいね」

　ぼくは改めてその凄さに驚きよう嘆たんする。というかぼくなんか、勇者補正あってこれなんだから、本当はずるっこというか、技術面ではまったく及およんでいないのだろう。

　ぼくが少し落ち込んでいると、師匠が優やさしく微笑ほほえんでぼくの頭に手を置いてきた。

「そんな顔をするなトオル。このシステムにおいては、勇者の膂りよ力りよくなどはほぼ無価値。つまりトオル本来の実力が計測されたと見ていい。素晴らしい成績じゃないか」

　言いながら、ぼくの頭から手を外し、次は自分がバトルシミュレーターを受けるべく、モニタールーム出口に向かう師匠。

　今や部屋中の人間がぼくらの動向を見守る中、師匠は顔だけ振り返らせて告げる。

「では、トオルの師匠としての面めん目ぼくを保つためにも……先代シヴィルの成績を上回ることを目標に、私も、久々に『全力』でことにあたらせて貰もらうとするか」

　そう語る師し匠しようの瞳ひとみは、普段冷静な彼女にしては珍めずらしく、静かな高こう揚ように彩いろどられていた。




「それにしても、やはりご主人は勇者の力抜ぬきでも、お強いのですな」

　モニターの中でバトルシミュレーションの事前説明を受ける師匠を眺ながめながら、ルウが呟く。ぼくは視線を画面に向けたままで応じた。

「玩具おもちやみたいな武器だったことや、ゲーム的状じよう況きようだったことが大きいかな。まさしくぼくの得意ジャンルっていうか、うん、殆ほとんどスポーツチャンバラの感覚で出来たしさ」

「なるほど。そういう意味では、逆にセシリア殿どのは不利かもしれませんな」

「あー、確かに。師匠っていかにも生き真ま面じ目めな実戦タイプだもんね」

　どちらかというとぼくの世界の「テレビゲーム」に半ば感覚が近いこういう競技に、当然ながら師匠は慣れていないだろう。

　ぼくらのその見方を裏付けるように、モニターの中で師匠は説明を聞きながらも、ちゃちな玩具じみた細剣をしかめっ面つらで振っていた。どうも、軽すぎるのか刃はの鈍にぶさが気になるのか、なかなか馴な染じめないらしい。

「（これは案外、ぼくの方がポイント上回るんじゃ……？）」

　そんな少し意地悪な期待さえしてしまう。自分が師匠の剣けん技ぎを上回っているだなんてカケラも思っていないけれど、ゲームという得意分野でぐらいは勝っておきたいという気持ちも、多少はぼくの中にあった。

　と、ふと、師匠に説明を続けていたナビゲーターのおねーさんが少し戸と惑まどったような声を上げる。

「ええと──武器選せん択たくは細剣のみで……防具は一切なしとのことですが、それでよろしかったですか？」

　その質問に、画面の中の師匠が相変わらず剣を振りながら応じる。

『ああ、問題ない』

「か、かしこまりました」

　少し動揺した様子のおねーさん。そりゃそうだろう。ぼくがそうだったけど、防具枠はとりあえず埋うめておいて、損はないハズだもの。防具をつけた箇か所しよは被ひ弾だんしても減点されないし、重量も極きわめて軽い。この条件じゃ、つけない人の方が少ないはずだ。

　だけど師匠は特に迷う様子もなく、ただただ無機質に剣を手に馴染ませていた。

「──それでは、準備はよろしいですか？」

　師匠へのチュートリアルを終え、ナビゲーターのおねーさんが最終確認をとる。

　画面の中の師匠が『いつでも始めてくれ』と応じると同時に、システム音声によるカウントダウンが開始され、そして……。

『スタート！』

　いよいよ、師匠の戦闘が始まった。

　まずはぼくの時と同じく、正面の壁かべに生じたゲートから狼型の魔ま物ものが一体飛び出して行く。当然の如ごとく素早く一いつ閃せんで消しよう滅めつさせる師匠。

　と、次はぼくの時と少し違ちがい、左右ではなく、師匠の前後にゲートが現れ、そこから角つのが大きな鹿しかみたいな《データエネミー》が二体現れた。

　ぼくの時はイノシシが左右から二体だったよなと思っていると、ナビゲーターのおねーさんが説明を挟はさんでくる。

「出現パターンはある程度ランダムなんです。まったく同じだと、複数回挑ちよう戦せんされる方に有利すぎますからね」

「そっか、出現場所覚えて張ったり出来るもんね」

　意外としっかりゲームしている。

　ぼくとルウが感心して見守る中、師匠は前後から現れた鹿型魔物を、これまたその場からほぼ動くことなく最小限かつ最速の剣捌さばきで斬きり伏ふせる。しかもそのどちらもが、敵の急所……最も得点の高い場所を正確に捉とらえていた。

『おお……』

　周囲のギャラリーやナビゲーターのおねーさんが感かん嘆たんの息を漏らす。ぼくはなんだか、自分が褒ほめられたみたいにいい気分になった。

「（えへへ、ぼくの師匠、すごいでしょう？）」

　鼻高々とはこのことだ。……いや別に、ぼくが偉えらいわけじゃないんだけどさ。

　──と、ふと、ぼくは兄さんのことを思い出した。

「（そういや、ヒロキ兄さんが褒められた時も……こんな気持ちだったっけ）」

　誰だれよりも賢かしこい兄さんは、よく、本人がいない場所でさえ大人達に褒められていた。まあ続けて「それにひきかえ」という感じの視線がぼくに向けられるような事態もしばしばだったけれど、それでもぼくは、兄さんが──大好きで尊敬する身内が褒められることが、たまらなく嬉うれしかったっけ。

　しばらくの間、幸せな記き憶おくへと思いを馳はせる。そうしてハッと気がつくと……いつの間にやら画面の中では師匠の戦闘が早くも佳か境きようを迎えていた。

　師匠が、数十体の小さな《蜂はち型データエネミー》に囲まれている。皆が固かた唾ずを吞のんで状況を見守る中、ぼくは思わず嘆たん息そくした。

「（わー、来たよ、この段階。ぼくもこれで苦労して点数伸のび悩なやんだんだよなー）」

　自分が戦った時のことを思い出して、辟へき易えきする。

　実際この《バトルシミュレーター》における《強敵》というのは、実際の戦闘とまったく意味が違ってくる。パワーという概がい念ねんがまったく意味をなさないこのゲームにおいて、《強敵》というのはつまり、とにかく小さくて、素す早ばやい存在のことを指すわけで。

　そういった意味において、この《蜂型データエネミー》というのは、《バトルシミュレーター》において最大最悪の強敵と言って良かった。実際ぼくが経験したエキスパートコース終しゆう盤ばん戦せんに出現するのがほぼこの蜂である事実をとってみても、《データエネミー》において最強の位置づけにあることが分かる。

「（フラストレーション、すんごくたまるんだよなー……このあたりから）」

　敵を倒たおせば倒すほど次の敵が追加されるこのゲームの終盤戦は、まさに虫地じ獄ごく。小さく素早い的があちらこちらを飛び交かい、しかも油断すると理り不ふ尽じんな「一ひと刺さし」でごっそりポイントをもっていかれる。

　ぼくもぼくなりに最大限善戦したつもりだけども、それでも最後は最も早はや数えるのが面めん倒どうなぐらいに被弾していた。

「いくらなんでも、これはやりすぎだよな。あとはもう、運の領域だぜ」

　ギャラリーの一人がどこか呆あきれた様子で漏らし、ナビゲーターのおねーさんが苦く笑しようする。

　確かにぼくも、最後は殆どガムシャラに武器を振ふり回すだけだったっけ。とてもじゃないけど、一人の人間がまともに処理出来る限界を超こえすぎている。殆ど店側の悪ふざけの領域だ。売れない飲食店の起き死し回かい生せいデカ盛りチャレンジメニューに似ている。話題作りのためにあるだけで、全くクリアを前提とされていない。

　大量の蜂型《データエネミー》が、四方八方から一いつ斉せいに師し匠しようへと迫せまり来る。

　最早見ていても楽しい戦せん闘とう風景にはならないと踏ふんだギャラリーが、総合得点が出るまで一時解散モードになり、ぼくとルウも少し気を抜いた──その次の瞬しゆん間かん。

『────はぁっ！』

　突とつ如じよ師匠が大きく声を発したかと思うと、細剣を恐おそるべき速度で何度も振り抜きながら猛もう烈れつな勢いで正面に跳ちよう躍やく、そのまま蜂の群むれを突とつ破ぱし──

『せいっ──』

　──更さらに返す刀で攻こう撃げきに集まった蜂の群を、一閃せん、二閃、三閃──殆ど最小限と思おぼしき正確無比な剣筋で薙なぎ散らした。

　ふぅと一息つきつつも、素早く部屋の中心に戻もどり、先さき程ほどのことが噓うそのような静せい謐ひつささえ湛たたえた正眼の構えに戻る師匠。……まるでこの数秒の出来事など無かったかのような静せい寂じやくが場を満たす。

　直後、まるでシステムさえ呆あつ気けにとられていたかのように、思い出したように遅おくれて再び大量の──それも先程の倍はいようかという無数の蜂が部屋の至る場所から放たれる。

　しかしそれさえも師匠は──

『──すぅ──はっ！』

　極めて冷静に層の薄うすい箇所を見極め敵を蹴け散ちらし、そうして敵を殲せん滅めつし続けることで薄うす皮かわ一枚分の自らの安全圏けんを常時確保する。

　そのまま、まるで清せい掃そう作業でもするかの如く蜂の数を淡たん々たんと減らしていく師匠。

　時に壁かべを走り、時に嵐あらしのような剣閃を身に纏まとい、時にピタリと静止して敵を誘さそい──

　そうして、モニターを見守る誰もがまばたきを忘れる数分が過ぎ去り。

《ビ──────！》

　戦せん闘とう終しゆう了りようを告げるブザーが鳴って蜂の軍勢が消え去った瞬間、ぼくらはようやく、思い出したようにどっと息を吐はいた。

「え、ええと……今の、オレだけ幻げん覚かく見てたとかそういうことは……ないよな？」

　ギャラリーの一人がそんな馬ば鹿かげたことを言いだしても、周囲の人間の誰だれ一人ひとり、それに答えてあげることが出来なかった。

　今見たものが、まるで信じがたい──その場の誰もが、そう感じていた。

　師匠の実力を知る、ぼくとルウでさえそうだ。……正直、今まで見たアクション映画の全てが吹ふっ飛とんでしまうほど、彼女の戦闘風景は鮮せん烈れつすぎた。

「（強いのは知っていたけど……まさか師匠の、なんの枷かせもない《本気》がここまでだなんて……！）」

　ついさっきまで、もしかしたら師匠に勝てるかもとか考えていた自分を殴なぐり飛ばしてやりたい。なんだこれ。次元が違うなんてもんじゃない。

　ナビゲーターのおねーさんが、戦闘データを確かく認にんして震ふるえる声でなにやら呟つぶやく。

「噓……あ、あの状じよう況きようで被弾ゼロの上……こ、攻撃の九八パーセントが敵の急所……？」

『は？』

　その場の全員が同時に馬鹿みたいな声を上げる。……え？　九八パーセントって……つまり、あの小さな蜂への攻撃も、全すべてが針の穴を通すような急所狙ねらい……？

　モニタールームがしんと静まり返る中、ごくりと唾つばを吞み込んだ男性が、どこか焦あせった様子でナビゲーターのおねーさんに訊たずねる。

「そ、そうだ！　最終得点は!?　得点はどうだったんだよ!?　た、確か、そっちのボウズが三六〇〇ポイントで歴代三位だったよな!?　んで、今のはどう見ても、ボウズより得点上そうだから……」

「ま、まさか、歴代一位の五〇〇〇ポイントさえ上回ったっていうの!?」

　興奮する女性の言葉に、ざわめきだす室内。皆みんなが見守る中、しかしナビゲーターのおねーさんは……どこか深刻な表情で俯うつむき加か減げんだった。

「そ、それが……その……」

　そのなにやら微び妙みようそうな態度に、ルウが何かを察した様子で呟く。

「ああ……流石さすがに先代シヴィル氏は上回れなかったのですかな？　それでも、あそこまでやれれば充じゆう分ぶんすぎるのですぞ！　そうでございましょう、ご主人！」

「あ、うん！　一位取れなかったのは残念だけど、師匠の凄すごさは充分──」

「い、いえ、そうじゃなくて！　違うんです！　そうじゃなくて……」

　なにやら慌あわてるおねーさんに、ギャラリーの中の男性が首を傾かしげて訊ねる。

「なんだぁ？　もしかして、機器の故障で計測出来なかったとかそういう……」

「い、いえ、ポイントはきちんと計測出来ていまして……」

「なんだ。だったら早く教えなさいよ。ポイント、いくつだったのよ」

　化け粧しよう濃こいめの女性が焦じれた様子で急せかす。

　すると、おねーさんは……観念したように口元をきゅっと引き締しめ。

　そうして、青ざめた表情で、師匠の点数を告げて来た。




「い……いちまん…………一八〇〇〇ポイント、でしたっ！」




『────は？』

　その場の誰もが、一瞬ではその点数の意味を理解しきれなかった。ええと……歴代一位が、五〇〇〇ポイントで……ぼくが三六〇〇ポイントだから……なんだ。先代シヴィルを上回るどころか、師匠ったら、単純計算でぼくの五倍は強いってことに……。

『…………』

　室内に、圧あつ倒とう的てきな沈ちん黙もくが降りる中。

　モニターの中では結果を知らない師匠が、息を整えながら神しん妙みような面おも持もちで呟いていた。

『──実に反省点の多い戦いだった。まだまだ精しよう進じんせねばな』




　　　　＊




「反省するのは、ぼくの方だよ……」

　バトル・ファンタジアを出て、三人でホテルの帰き途とへとつく中、ぼくは肩かたを落として嘆息していた。

　夕暮れに染まる娯ご楽らく街がいの喧けん噪そうが、今のぼくには妙みように突つき刺ささる。

　ぼくの肩の上でルウが、元気付けるようにぽふぽふと跳はねた。

「ご、ご主人だって充分立派な成績だったではありませんか！　何を落ち込むことがあるのです！」

「師匠の五分の一の成績で、なにが立派なもんか。精進しなきゃいけないのは、ぼくの方だよ。……だというのに、ぼくときたら……勇者補正にあぐらをかいて、あまつさえこの一週間なんか遊び呆ほうけて……はぁ……」

　考えれば考えるほど滅め入いる。思えばこの世界に来てからぼくは、修しゆ行ぎようを疎おろそかにしすぎだ。いや一応日常の隙すき間まで師匠に稽けい古こつけて貰もらったり、なにより実戦経験に恵めぐまれまくってはいるけれど、こと「基き礎そ」は大分疎かにしていた気がする。それに、旅をしているのだから仕方ない面も多々あるとはいえ、娯ご楽らくやら食事やら交流やらに時間を割さきすぎだった。特にルーンヘイム到とう着ちやく後は酷ひどいもんだ。

　ぼくが猛もう省せいしていると、隣となりを歩く師匠が少し困ったように笑った。

「それを言ったら私だって旅の間は最低限の鍛たん錬れんしか出来ていないさ。そもそも旅自体が苛か酷こくなのだ。そう自分を責めることもあるまい」

「でもぼくったら、師匠に比べてまだまだ未熟なのに、油断して……。遊んだりする前に、まだまだやるべきことが沢たく山さんあったのに」

「…………」

　ぼくがしゅんとしていると、師匠は顎あごに手を当てて「ふむ」と唸うなった。

「確かに剣けん技ぎだけをとるならば、まだまだトオルは私に及およばないかもしれないな」

「……うん」

「しかし、だからといってトオルを『私に比べて未熟』だとは微み塵じんも思わないぞ」

「え？」

　意外なことを言われて首を傾げるぼく。師匠は少し悩なやむ素そ振ぶりを見せた後に続けてきた。

「たとえば、トオルにとって『強い存在』とは誰だれだ？」

「え、そりゃ師匠とか……」

「確かに私と剣技だけで競きそえば、私に分ぶがあるだろうな。しかしならば……そうだな、『なぞなぞ』対決ならばどうだ？」

「え？　まあそれなら……ぼくは得意だし、師匠は頭固そうだし……」

「ちなみに自じ慢まんじゃないが私は以前、部下から出された『上は洪こう水ずい、下は大火事、これなんでしょう』という問いに対して、本気で小一時間ほど悩んだ挙句、最終的に『同時発生した森林火災と氾はん濫らんした河川への対応に追われ、疲ひ弊へいし、遂ついにはその中間地点で頭を河川側へと向けるカタチで倒れた人間から見た際の地じ獄ごく絵え図ず』という答えを捻ひねり出し、部下に『あ……うん、あの、じゃあ、それでいいです』と気を遣つかわれたレベルだぞ」

「なんか逆に凄いね！」

　真ま面じ目めをこじらせすぎて、いっそ芸術の域に達している！　ちなみに本当の答えは「お風ふ呂ろ」だ。そんな五ご右衛え門もん風呂的なもの、イマドキそうそう入らないけど。

　ぼくがクスクスと笑っていると、師匠は優やさしく微笑ほほえんでから続けてきた。

「つまりは、優すぐれた人間、強い存在。そんなものは『どこから観測するか』でいくらでもたゆたうということだ。確かに私は剣技を磨みがくのに人生の殆ほとんどを費やした。だから戦闘能力だけは人より多少秀ひいでているだろう。しかしその一方で……たとえば娯楽に関する造ぞう詣けいなどは皆かい無むと言っていい」

「それって、凄くいいことなんじゃないの？」

「果たしてそうだろうか？　たとえば新しい娯楽施し設せつの店を出そうと考えた際、協力を仰あおぎたいのは剣技だけに優れた堅かた物ぶつか、それとも娯楽に通じたお調子者か、どちらだ？」

「それは……」

　ぼくが答えに詰つまっていると、師匠は周囲の人間をどこか寂さみしげに見み渡わたす。

「私は剣に優れる。時にそれは他者から尊敬の念を抱いだかれることもある。しかしだからと言って、どうしてこんな私が戦せん闘とう行こう為いに優れない人間を、ただそれだけで『未熟』と見下すことができよう。彼らは彼らで、私に足りないものを山ほど持っているというのに」

「……でも、ぼくに今必要なのは、師匠みたいな力だ」

「そうとも言い切れまい。例に出すのは非常にシャクだが……放ほう蕩とう者のメルクリウスを見るといい。アレでなかなか、ピンチの際には私以上の機転を利きかすだろう？　敵を言葉で惑まどわすのも上手うまいな。ああいった類たぐいの『強さ』などは、剣の道を極きわめるだけでは身につかぬものの最たるものだ」

「……つまり？」

　師匠の言わんとすることは理解できたものの、それでもイマイチ納なつ得とくいかずに首を傾げるぼくの肩から、ルウがぴょいっと飛び上がる。

「つまりっ、ルウもご主人もまだまだ遊んで問題なしということですなっ！」

「えー、そういう結論なのー？」

　不満げな声を上げるぼくを見て、師匠が笑う。

「一応、明日あしたあたりには近きん隣りんにある《女め神がみの試練》にでも赴おもむこうかとも思っているがな」

「そうなの？　なら多少気が楽だけどさ……」

　そう言いながらも表情が曇くもりがちなぼくに、師匠は優しく微笑む。

「まあ勇者の役目はあくまで各地の見聞。旅先の街で遊ぶという行こう為いに必要以上に気を揉もむこともないさ」

「うーん……ならまあ……いいのかな」

　ぼくがようやくしかめっ面つらをやめると、師匠も一安心した様子だった。

「実際私も、この旅で初めて知ったことは実に多いぞ。日常的な民たみ草くさの暮らしぶりや、教会にはないものの考え方、草原に吹く風の気持ち良さ。なにより……」

　そう言って、なぜか師匠はぼくをちらりと見て頰ほおを赤らめる。ルウがニヤニヤとする中首を傾げていると、突とつ然ぜん、背後から先さき程ほど別れたはずの少女の声が飛んできた。

「とはいえ、『女子力』だけは殆ど身につかなかったみたいですけどねー」

　穏おだやかな調子ではありながら、どこかからかうような嫌いや味みを伴ともなった声。振ふり返ると、腰こしに手を当てたサクヤが意地悪そうに瞳ひとみを細めて立っていた。どうやら偶ぐう然ぜん街中でぼくらを見つけて追ってきていたらしい。

　師匠が少しムッとした様子で彼女を振り返り、バチバチと視線の火花を散らす。……どうも最近のサクヤは、好戦的な傾けい向こうが強い気がする。まあ、それだけ皆に気を許して、本来の地が出てきているってことなのかもしれないけれど。

「あれ？　皆みなさんお揃そろいで、どうされたんです？」

「あ、ファルディオにサクヤおねーさん」

　サクヤの更さらに後方から今度は魔ま法ほう使つかい組二人が姿を現し、期せずして全員が集つどってしまった。決して狭せまい街でもないのに、珍めずらしい。

　しかしそんな偶然に興奮しているのはぼくだけで、師匠とサクヤは依い然ぜんとして睨にらみ合い……そして、ちらりとレイアおねーさんを確かく認にんした師匠が、ニヤリと口の端はしを歪ゆがめた。

「サクヤ、確かに君の料理の腕うでや家事技術は大したものだが……こと『ふぁっしょん』という分野においては、この中では私が一番洗練されているのではないかな？」

『む』

　ドヤ顔の師匠に言われて、自分の服を見下ろす田舎いなかの村むら娘むすめと、ど派手魔法少女。

　二人はカッと顔を赤らめると、それぞれに言い訳を繰くり出してきた。

「こ、これは、一応は宿屋の研修という名目で旅している上、仕方なくヴェリール村での正装を貫つらぬいているだけで、決して、決してこれしか服装を知らないわけじゃ──」

「わ、わたくしだってそうです！　この魔法少女姿はあくまで正義を執しつ行こうする上での制服であって、わたくし自身のセンスが悪いと思われるのは非常にシャクです！　というかなんなんですか、やぶからぼうに！　そういうセシリアさんは……」

　言って、レイアおねーさんとサクヤが師匠の全身を上から下までくまなく睨ねめ回す。

　……おねーさんの横で、半眼のファルディオがぽつりと呟つぶやいた。

「ま、確かに服装の整い方だけに着目するなら、断トツでセシリアに軍配だわな」

『！』

　勝ち誇ほこる師匠と、がくりと肩から力の抜ぬける村娘＆魔法少女。

　ぼく、ルウ、ファルディオという男性陣じんが、「どうでもいいからメシにでもしようぜ」的テンションでぬぼーっと見守る中。

　瞳にごうごうと炎ほのおを滾たぎらせたサクヤとレイアおねーさんが、周囲の通行人もびくりとするような大声で叫さけぶ。




『その挑ちよう発はつ、受けて立ちましょう！　いざ尋じん常じように、ファッション勝負！』




『えぇー……』

　男達のあからさまに気け怠だるげな嘆なげきの声が、虚むなしくルーンヘイムの街に響ひびき渡わたった。
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　結局、

「ルーンヘイムの街でそれぞれに服や装そう飾しよくを見み繕つくろい調達、ホテルの部屋で合流後ファッションショーを開かい催さい。男性陣による審しん査さで誰が一番センスあるかを決定する」

　という運びになり、ぼくらが部屋で粛しゆく々しゆくと待つ事…………なんと三時間！

　先に夕飯を取ることも許されず、ただただベッドにぐったりと横たわっていたぼくらの部屋に、突とつ如じよ「失礼します」との断りと共に、ホテルの従業員さん達数名がまるでルームサービスでも運び込むかのように、ガラガラと縦長の箱状の物体を押して来た。

　なにかと思ってみれば、どうやらそれはキャスター付きの試着室のようだった。それが、三台。……どうやら既すでに三人それぞれが中にスタンバっているらしい。

『（一流ホテルの従業員さんまで巻き込んで、なにしてんだよ……）』

　ぼく達は呆あきれ返りながらも、紳しん士し的に退出していく従業員さんに向かってこれでもかと腰を曲げて礼をする。

　ぼくらが部屋に戻もどると、壁かべ際ぎわにずらりと並んだ三つのカーテンのうち、真ん中に配された試着室から、師し匠しようの咳せき払ばらいが聞こえる。…………。

「あー……ごほんごほん！…………げふん！」

『…………』

　ルウとファルディオと三人、ベッドの端に座って死んだ魚のような目を見合わせる。……どうも、なんかこっちに司会進行を振っているらしい。

　三人でしばし醜みにくい押し付け合いをするも、しかし最も早はや空腹すぎて争うのも億おつ劫くうであり、結局は無難にファルディオがこなすことになった。

　後で文句を言われてもかなわないといった風に、ファルディオが頑がん張ばって声を張る。

「では……第一回・オシャレ選手権勇者杯はい！　エントリーナンバー１！　セシリア・シヴィルさん、どうぞぉ！」

「う、うむ！　そ、そうだな、うん。……わ、私らしいとからしくないとかじゃなく、こう、単純にカワイイということを追求した結果こうなったのだが……」

　どこか言い訳がましい、躊躇ためらうようなおずおずとした言葉の後。数秒沈ちん黙もくの間を置いて、決断したように勢い良く真ん中の試着室のカーテンがシャッと開かれる。

　すると、そこに佇たたずんでいた神しん剣けん騎き士し団女性騎士・セシリア・シヴィルの姿は──




　──ぴんと跳はねた猫ねこ耳みみが特とく徴ちよう的な、かなり肌はだの露ろ出しゆつが多い猫コスだった！




『あざとっ！　想像以上にっ、あざとっ！』

　これには流石さすがに無気力だったぼくらも噴ふき出す。殆ど水着のような格好の上に、猫耳、尻尾しつぽ、そして手足に肉球つきの手て袋ぶくろを装着して、なにやら恥はずかしそうにもじもじとしている師匠。

　啞あ然ぜんとするぼくらの視線に耐たえきれない様子で、師匠は俯うつむきながら訊たずねてきた。

「か、カワイイとは、つまり、こういうことなのだろう？」

『（完全にこじらせてた……！）』

　それは、まるで生き真ま面じ目め委員長の私服がゴスロリだった時みたいな感情。

　なんかこう、カワイイとかセクシーとかって印象を抱く以前に、ぼくらの中には「いたたまれなさ」の方が強く立っていた。普ふ段だんなら露出の多い格好にすぐ興奮するファルディオでさえ、むず痒がゆそうに胸を搔かきむしっている。

　た、確かに、カワイイは、カワイイ。師匠の恥じらう表情や、普段とのギャップに、感じないものがないわけじゃない。師匠とまったく面識がない状態で、この姿の写真とか見たら、「わー、カワイイ人だねー」とは言うだろうと思う。だけど……でも！

『（気合いの空回り感がハンパねぇええええええええええええええ！）』

　それは、普ふ段だん喋しやべり慣れてない人が真面目な場でスピーチに放ほうり込んできたギャグにも似ている。普ふ通つうにこなせば充じゆう分ぶんなところを、頑張りすぎて、痛々しくなるアレだ。

『（……彼女なら普通に女子らしい格好するだけで、充分だったのに……！）』

　ぼくらは思わず歯は嚙がみする。しかし師匠はどうもぼくらの熱視線を好評とでも捉とらえたのか、少し自信をつけてしまった様子で、あろうことか──

「……にゃん」

　などと猫ポーズまで取りだした。……あああああああっ、もう！　胸が！　胸が痒かゆい！　痒すぎる！

「で、では、さくさく参りましょう！」

　流石に耐えきれなくなった様子のファルディオが、無理矢理場を進行させる。師匠がポーズをやめる中、ファルディオは声を張り上げた。

「ではではっ、エントリーナンバー２！　サクヤ・ルーン！」

「はーい！」

　元気の良い挨あい拶さつと共に、師匠と違ちがってすぐにシャッと右試着室のカーテンが開く。

　と、そこに居たのは──




　──胸むな元もとがざっくりと開き、背中には小さな黒い羽がぱたつく、妖よう艶えんな小悪魔衣い装しように身を包んだサクヤだった。




　師匠に続いて、またもコスプレ系である。しかし師匠と違うのは……。

「……ふふっ」

　彼女はぼくたちを挑発するような上うわ目め遣づかいで流し見て、舌なめずりをする。

『────』

　ぼくらは彼女のそのあまりの変へん貌ぼうぶりに、思わず呆ぼう然ぜんとしてしまった。

　……同じように露出の多いコスプレをしていても痛々しさが勝った師匠とは、決定的に何かが違う。まるで内面まで悪魔に変じたかのようなしっくり感。

　普通に考えれば彼女も相当に痛々しいはずなのに、子供特権なのか、もしくは……「女子力の高さ」が成せる業わざなのか。

　彼女は最早、どこからどう見ても、本物の悪魔の女の子にしか見えなかった。

　サクヤはひとしきりぼくらを誘ゆう惑わくするように見つめる、いよいよぼくらがドギマギし始めたところで「……なーんて」と舌をチロッと出して破顔した。

　彼女が元のサクヤ・ルーンに戻った途と端たん、ぼくらは金かな縛しばりが解けたように息を吐はく。

　サクヤは自信ありげに、その薄うすい胸を張った。

「どうですか皆さん！　この他の追つい随ずいを許さない、圧あつ倒とう的なポテンシャル！」

『…………』

　……確かに、途と轍てつもない破は壊かい力と女子力だった。それは認める。

　ただ……ただ……。

『（……それは、ファッションセンスがいいって話じゃ、なくね？）』

　少なくともこの状態で街を歩いていたら皆みなドン引きだ。自分の意外な魅み力りよくの引き出し方が分かっているという点では確かに素す晴ばらしいかもだけれど……普段からこの格好で出歩く女子に、女子のなんたるかを語られたくはない気もする。

　ファルディオはこほんと咳払いし、先を続けた。

「最後に、エントリーナンバー３！　レイア・キサラギ！　どうぞ！」

　彼が煽あおると同時に、ぼくらから見て左手側の試着室のカーテンに映る影かげが動き出す。

「ふふんっ、優等生なわたくしは、コスプレみたいな痛々しい過あやまちは犯おかしませんよ！」

『魔法少女が何か言い出したぞ！』

　どうやら女性陣は互たがいの衣装を確認済みらしい。その上で自信漲みなぎる様子のレイアおねーさんは、師匠と違ってまったく物もの怖おじすることなく、素早くカーテンを開けた。

　そこにいた、彼女の姿は──




　──白い半はん袖そでブラウスに控ひかえめなネックレス、丈たけの短い紺こん色いろのスカートという出いで立ち。




『…………』

　しばしの間沈黙が場を支配し。そして……レイアおねーさんが「あれ？」という顔をしたところで、ぼくらは、全力で叫んだ。

『普通だぁあああああああああああああああああああああああああああああああああ！』

「ええっ!?」

『すっげぇ普通だぁああああああああああああああああああああああああああああ！』

「そ、それは褒ほめられているんですよ……ね？」

『…………』

　その問いに、ぼくらは全員仏像みたいな顔で返す。額にだくだく汗あせをかいたレイアおねーさんが、縋すがるように叫んで来た。

「え!?　いや、え!?　普通って、つまり、わたくしオシャレってことですよね!?　女子力高いってことですよねぇ!?」

『…………うーん……』

「皆みなさん!?」

　三人揃そろって腕うでを組んで唸うなる男性陣じんを、不ふ審しんげに見つめるおねーさん。

　ぼくらは非常に微び妙みような表情で、検討を始めた。

「なんかこう……おねーさんって、どうにも尖とがりが足りないよね、尖りが」

「と、尖り!?　ファッションに尖りって必要ですか!?」

「まあ実際中身は基本優等生だからな。魔ま法ほう少女コスだけが唯ゆい一いつの味付けみたいなもんだったキャラが、その要素さえ取り払はらわれたら……はぁ……」

「ファルディオ!?　貴方あなたずっとそんな目でわたくしを見ていたの!?」

「普通の格好する普通の人の、何を評価すればいいのか、ルウには分かりませんな」

「そんな辛しん辣らつな評価受けるようなことしましたかねぇっ、わたくし！」

　レイアおねーさんが憤ふん慨がいする中も、ぼくらはうんうん唸り続ける。そうしてしばしの後……ファルディオが、決定的な評価を言い放った。




「ボケとして弱い」




「こんなに納なつ得とくいかない評価を貰もらったの、生まれて初めてです！」

　レイアおねーさんが「ぐぬぬ」と歯嚙みをする中、ファルディオは「ま、普通にカワイイんじゃねえの。普通に」とおねーさんの感情を更さらに逆さか撫なでするような評価を呟つぶやく。

　その言葉を聞いたおねーさんは、「じゃあ！」とぼくらに判定を促うながしてきた。

「今回のファッション勝負はわたくしが一番ということで、よろしいんですね!?　ね!?」

　師匠とサクヤが目を細める。

「キサラギ、それは如何いかがなものか。彼らの熱い視線が一番注がれたのは私だろう」

「なに言っているんですかセシリアさん。最も魅力を引き出したのは明らかに私です」

　三者三様の主張をし、なにやら言い合いを始める女性陣。

　そんな彼女達を、ぼくら男性陣はぼんやりと見つめ。

　そして……三人、視線を合わせてこくりと頷うなずき合うと。

　満まん場じよう一いつ致ちの評価を、声を合わせて口にした。

『ドロ────』

「おいおい、騎士の勝負にドロー等という言葉は無いぞ」

「そうです！　これは勝負！　結果を出して頂かないとわたくしも納得いきません！」

「男性のいけないところですね。中ちゆう途と半はん端ぱな優やさしさは、あまり好ましくありませんよ？」

　女性陣がぎゃんぎゃんと抗こう議ぎを始める中。

　しかしそれでもぼくらは……まったく挫くじけることなく。

　その評価を──問答無用で彼女達に、突つきつける！




『泥どろ仕じ合あい！』




『泥仕合!?』

　──こうして、今日も今日とてルーンヘイムの夜は平和に過ぎ去っていくのであった。








間章　ミカミヒロキ２









過去




「また負けたぁー！」

　ローテーブルの向こう側でトオルがカードを放ほうり出し、絨じゆう毯たんの上で仰あお向むけに倒たおれた。

　母が再さい婚こんし、トオルが正式にぼくの弟になってから早数ヶ月。

　キッチンから母が慌あわただしく夕飯を準備する音が漏もれ聞こえる中、僕は苦く笑しようしつつ散らばったカードの回収を始めた。

「トオルは良くも悪くも戦略が素す直なおすぎるんだよ」

　言いながらさりげなくトオルの残り手札を確かく認にんしてみると、意外にもなかなか強力なカードが残っていた。どうも今回は、出し惜おしみが過ぎたらしい。悔くやしさもひとしおだろう。

　トオルがゆっくりと身を起こして、ぷくっと頰ほおを膨ふくらませる。

「今回はぼくなりに、考えてやってたもん……。力押しじゃなかったもん……」

　拗すねながらもキッチリカードの回収は手伝ってくれる弟の様子に微笑ほほえましいものを感じながら、僕は「そうだねぇ……」とアドバイスの言葉を探す。

「切り札を隠かくし通すのだけが戦略じゃあないんだよ、トオル。戦せん況きようを見て序じよ盤ばんや中盤で強カードを切ることも必要──要は『臨機応変』に対応することが大事なんだ」

「りんきおーへんって？」

「状じよう況きように応じてやり方を変えるってこと。配られたカードがいかに弱カードだらけでも、それならそれで、出来ることはいくらでもあるんだ」

　言いながらカードをひとまとめにしてトントンと整える。動物の可愛かわいいイラストが描えがかれ、基本ルールも至って簡素なお子様向けカードゲームを装よそおってはいるものの、その実、中身は妙みように濃こい知略ゲームだった。非常に僕好みのゲームでもある。

　トオルはトオルで、負けながらも楽しめてはいるらしく、「もう一戦！」とねだってくる。僕はカードを念入りに切ると、いつものように「（トオルに良い手札が来ますように）」と願いつつカードを配った。

「（だけど僕が手を抜ぬいたりすると、それには敏びん感かんに気付いて怒おこるんだもんなぁ）」

　鈍にぶいんだか鋭するどいんだか、イマイチよくわからない子だ。

　実際、トオルはそう弱くはない。……自分で言うのもなんだけど、やはり、僕が強すぎるのだ。元々他人の心理や先を読むのが得意ではあったし、その相手が手の内を知り尽つくした家族ともなれば、最も早はやトオルの手札などは透すけているようなものだった。

「む、むぅ……」

「…………」

　手札を眺ながめる彼の表情を観察する。

「（ああ……あれは、『凄すごくいい手札が来たけど、そうは見せないぞ！　この勝負は貰った！　見てなよ、兄さん！　ぐふふ……』という顔だなぁ……）」

　トオルは実にわかりやすい。僕と違い、基本的に「心に秘ひめる」という行こう為いが、苦痛になるタイプなのだ。たとえば彼は、僕が病院にいる間に両親にお菓か子しを買って貰ったりすると、妙に律りち儀ぎに僕にそれを報告したがった。僕や両親がまったく気にしてないと分かっていても、それでも、心がうずうずしてしまうのだという。

　つまりミカミトオルという人間は、呆あきれる程に、根っからの「良い子」なのだ。

　それは恐おそらく、彼の実の両親の育て方によるところが大きいのだろう。リョウおじさんの言葉を借りると彼らは「他人のはずれクジを喜々として引きとっていく二人」だったそうだ。そんな両親に育てられたトオルがこういう子なのは、至し極ごく当然の結果ともいえる。

　ただ、問題なのは……。

「う、うぐ……！　おかしいな……なんだかゲームの雲行きが……」

「ほら、トオルの手番だよ。早くカード出さないと」

「わ、分かってるよぅ！　分かってるけど……うぅ……」

　最初の自信はどこへやら、中盤戦にて既すでにうーうー唸り始める弟。僕は口元だけでにこにこと笑いつつも、スッと目を細める。

「（問題なのは……ただでさえこういう風に育った子が、『絶望的な環かん境きよう下、他者の犠ぎ牲せいをもって命を救われる』なんて特とく殊しゆ経験をしてしまったこと、なんだよな……）」

　──と、キッチンの方から湯の噴ふきこぼれるような音がした。どうやら料理下手の母がまた火の加減を失敗したらしい。一応声をかけてみると、母はどこか意地を張った様子で「大だい丈じよう夫ぶ。ヒロキ達は遊んでなさい」と応じてきた。声に明らかな苛いら立だちが混じっている。

　それでも気を遣つかって手伝いに向かおうとしたトオルを窘たしなめて、ゲームを続行させる。

「（……心のバランスを欠いているのは、何もトオルに限った話でもないか……）」

　この現状を考えると、不思議と、コンビニ弁当や外食が多かった二人暮らしの時の方が、ある意味健全だった気さえしてくる。

　……再婚後の母は明らかに張り詰つめていた。僕が家にいる時はまだフォロー出来るものの、自分の入院中のこの家の空気を考えると、気が滅め入いる。

「（宿題が多いな、まったく……）」

　嘆たん息そくしながら手札を場に切ると、トオルが悲鳴を上げた。どうやら、いつの間にやら勝負が決してしまっていたらしい。

　彼は「わーん！」と叫さけぶと、手札を放って再び背を床ゆかに預けた。片付けがてら彼の残り手札を見ると、大体僕の想定通りの惨さん状じよう──弱い札ばかりが残っていた。考えすぎて、結局また一周して力押しに戻もどってしまっている。

　彼の素直すぎる性格に思わず笑っていると、トオルが寝ねそべったままで口を尖らせた。

「兄さんはこういう頭使う系全ぜん般ぱん強すぎるよ。そこまで強いと、さぞかし楽しいんでしょうねぇー」

　その彼の拗ねた物言いに、僕は……殆ほとんど自分の描いたゲームメイク通りにいったテーブル上のカード群を眺めながら応じた。

「……案外、そうでもないかな」

「うわ、なんか嫌いや味み」

「いや実際、頭良いのも大変なんだよ？　脳が糖分を欲しがるせいか、常に甘いモノを欲ほつして仕方ないしね。……漬つけ物ものさえあれば万ばん事じＯＫのキミとは違ちがってさ」

「今度は本格的に嫌味だ！」

「あはは、ごめんごめん。まあでも、トオルと勝負するのは楽しいよ」

「そりゃぼく、弱いですからねー」

「そういうことじゃなくて。トオルは時折僕の予測を遥はるかに超こえる奇き想そう天てん外がいなことするし、そうじゃなくても、見ていて思わず頰が緩ゆるんじゃう行動が多いっていうかさ」

「なんだそれ」

　つーんと口を尖らせるトオルに、僕はカードを片付けながら上じよう機き嫌げんで告げる。

「つまり、僕はこうしてトオルと全力で戦っている時間が、一番幸せってこと」

「……なんだそれ」

　途と端たん、ほっぺたを耳まで赤くして、ぷいっと視線を逸そらすトオル。僕がニコニコとしていると、彼は体を起き上がらせて、こちらに顔を見せまいと俯うつむいたまま、カードの片付けを手伝ってくれた。……相変わらず「良い子」だな……トオルは。

　彼はおもむろにこのゲームで最も強いカードとされるライオンカードを手に取ると、うーんと唸うなった。

「さっきなんか、最強カードのライオンさんまで来てたのに負けるんだもんなぁ。もうぼく、どう転んだって兄さんに勝てる気しないよ。カードゲームに限らず、全部さ」

「それは買いかぶりすぎだよトオル。いくら戦略練ったって、どうにもならない状況はいくらでもある……というか、実際そっちの方が多いんだよ、世の中は」

　言いながら、このゲームで最弱のカード……ウサギさんを指先でつまみ、ライオンさんのカードを持つトオルとまっすぐ視線を合わせる。

「たとえば僕は……こんなに貧弱な体の僕は、いくら戦略を練ったところで、どう転んでもトオルにスポーツチャンバラでは勝てないだろう？」

「あ……」

　なんだかトオルが気まずそうに目を伏ふせる。自分が人一倍健康で、僕が病気持ちであることを気にしたらしい。少し悪いことをしたけど、彼にものを教えるなら身近な例を持ち出すのが最も有効だ。

　僕はウサギさんカードをひっくり返し、彼にはイラストが見えないようにする。

「けれども、あたかも自分がウサギさんではないように見せることは出来るし、その結果としてライオンさんにさえ警けい戒かい心を抱いだかせて直接戦せん闘とうを回かい避ひしたり、もしくは他者と交こう渉しようの余地を作り出すこと……場合によっては、本当は相手の方が遥かに強いのに、手て駒ごまのように動かすことさえも可能にしてしまう。それこそが、戦略というものなんだよ」

「じゃあやっぱり、頭の良い兄さんが一番強いってことじゃないか」

「いいや、そうじゃないのさ、トオル」

　僕はもう一度ウサギさんカードを表にして、トオルのライオンさんカードと向かい合わせる。

「ここで最も大事なのは、ウサギさんがいくら小こ賢ざかしく策を弄ろうそうと、直接ぶつかれば圧あつ倒とう的てき戦力差でライオンさんが勝つという『真実』なんだ。つまり、僕みたいな詐さ欺ぎ師しの噓うそに惑まどわされず『真実』をしっかりと見み極きわめられる人間こそが、ホントは一番強い」

「…………」

　トオルは僕の言葉を聞き終えると、腕うでを組んでしばらくむーむー唸ったかと思うと……突とつ然ぜん、どこから取り出したのかハエ叩たたきをヒュンッと高速で僕の額に突きつけてきた。風圧で前まえ髪がみがふわりと揺ゆれる。

「つまり……ぼくはそもそもカードゲームに持ち込まれる前に、腕わん力りよくで兄さんを叩きのめせば良かったってことなのかな？」

「────」

　無む垢くな瞳ひとみでしれっとそんなことを言うトオルに、僕はごくりと唾つばを吞のみ込む。……まったく、この子は……少し油断すると、途端に軽々と僕の思おも惑わくを飛び越こえていく。……ちょっと、どうかと思う程に。

「……まったく、ホント困ったさんだなぁ、トオルは」

　僕がそう呟つぶやいて彼の頭をぽんぽんと軽く二度叩くと、トオルは照れたように笑い……しかし、すぐに何かに気付いた様子でムッと顔を顰しかめてしまった。

「でもそれじゃあ、結局カードゲーム勝負に持ち込まれた上で、更さらには兄さんがライオンさんカードを……ぼくより強い力を手に入れたならさ、それはもう……」

　そこまで彼が言ったところで、僕は「はははっ」と笑って、少しだけからかうようにトオルの言葉を引き継ついだ。




「それはもう、トオルがなにをどうしたって、僕には敵かなわないだろうね」




現在




　異世界に存在する他者の肉体に宿り、本体元来の魂たましいと心や知識を溶とけ合わせることで、また別個の一人格へと化す。

　この奇き怪かいな状じよう況きようへの抵てい抗こうは、しかし最初から不思議なほどになかった。

　極論すればそれはアイデンティティの崩ほう壊かい、ミカミヒロキという人格の死にさえ繫つながっているというのに、未いまだに恐きよう怖ふや齟そ齬ごを感じたことは一度たりとてない。

　単体として成立する《ミカミヒロキ》も、ノルンガルドでもう一つの魂と混じり合って成立した存在も、等しく「自分だ」という認にん識しきがあったからだ。

　確かにこちらとあちらでは、振ふる舞まい方がまるで違う。

　しかし、そのどちらにおいても演技をしている意識などはなく──

「（いや……むしろどちらも、演技なのかもな……）」

　意識往来の狭はざ間までたゆたう僕は、剝むき身の魂のままで苦笑いする。

　僕は元々物事を俯ふ瞰かんで見過ぎるきらいがある子供だったけれど、弟のフウトが亡なくなって以降は、その傾けい向こうがより強まっていた。

　自分の人生だというのに、常にどこか、他人ひと事ごとのような感覚。

　その感覚は、ノルンガルドという異世界においていよいよ極まったと言っていい。

　それはそう、譬たとえるならばロールプレイングゲームだった。

　主人公と完全なる同一存在とは言い切れないけれど、彼の大まかな意志や行動を選せん択たくしているのは、やはりどうしようもなく、プレイヤーたるこの僕。

　……そんな感覚、だからなのだろうか。




　これから弟を殺しにかかろうという状況でさえ、驚おどろく程に、心が凪ないでいるのは。




「（僕は……やはり冷たい人間みたいだよ、トオル）」

　彼は僕のことを事あるごとに「優やさしくて」「頼たよりになる」なんて言うけれど……それは少し違う。ゲームではとりあえず人助けをするのと同じだ。その方が無難でリスクが低くメリットが多いからそうしてるだけ。慈じ愛あいなんて絡からむ余地のない判断。

　それが善行か悪行かなんて関係ない。倫りん理りがどうとかなんて考える余地もない。

　常に自分の目的に沿った、最善の一手を淡たん々たんと打ち続けるだけ。

　だからこそ。




　僕は今や弟を──トオルを殺すことだって、厭いとわない。




　誰だれにも譲ゆずれない目的が出来てしまった現在──今の僕にとってそれは紛まぎれもない「最善の一手」に他ならないのだから。

　何度目になるか分からない意識往来を経て、僕は再びノルンガルドへと舞い戻る。

　元のミカミヒロキより明らかに性能が良く身軽な体へと魂を馴な染じませると、自分が居なかった間の記き憶おくをつぶさに改めていく。

　……どうやら、事前に定めた計画通りにことは運んでくれているようだ。意識往来の際、一時的に僕の「意識」はノルンガルドの肉体から離はなれてしまうものの、それでも僕の「知識」や「目的」などは依い然ぜんとして「彼」に残るようだ。そしてありがたいことに、彼はこれまで僕の目的や意志に背そむくような行動を、一度も取らないでいてくれた。

「（まあ……彼がいくら優ゆう秀しゆうでも、魔ま人じん達が自由すぎるせいで、全すべてが作戦通りとはいかないんだけど）」

　目下のところ、ノルンガルドにおける僕の頭痛の種がそれだ。魔人達はトオルを始めとする勇者御ご一いつ行こうなんかより余よ程ほどタチが悪い。人間とはまるで違うロジックを根底に持ち、知能が高い割には魔物としての本能も充じゆう分ぶんに兼かね備えているせいで「その時の気分」といった不確定要素で動く率が大変高く、どうにも読み切れない。

「（まあいいさ……今の僕には、個々の魔人に頼らずに済む《力》が、あるのだから）」

　今現在……ノルンガルドの僕は、まさに重大な局面──全ての鍵かぎを握にぎる人物との、最後の直接交渉の場にあった。

　時間をかけて意識を体へと完全に定着させた僕は、ゆっくりと瞼まぶたを開き、そして──

「（トオル……悪いけど、そろそろライオンさんカードを切らせて貰もらうよ）」

　──目の前の《協力者》へと、優しく微笑ほほえみかけた。








第二章　裁きの楼ろう閣かく









「お、お待たせ致いたしましたですぞー！」

「もうっ、遅おそいよルウ」

　早朝のホテルの待ち合いロビーに、小さな羽を忙せわしなくパタつかせて使い魔が飛んでくる。

　ぼくは腕を組んで少しふくれっ面つらでそれを迎むかえると、息を切らすルウを叱しかりつけた。

「遊ぶ時なら別にいいけど、今日は《女め神がみの試練》に行く日なんだよ？　それが……ファルディオ如ごときより遅いって、どういうことさ！」

「うん、それ以前に、お前の俺に対する評価の方がどういうことだ」

　横からつっかかってきた自じ称しよう大魔導師（無職）を無視してルウを睨にらみつけると、彼は視線を逸そらして口を尖とがらせる。

「……る、ルウにも、遅ち刻こくの理由ぐらいあるのですぞ」

「へぇ。聞かせて貰おうか？　忘れ物を取りに行くと言ったきり、そのまま十五分以上もぼく達を待たせるなんて、どういうつもりさ」

「よくぞ聞いてくださいました。ご主人、これから向かう《女神の試練》が一つ、《裁きの楼閣》は、ここから徒歩で半日程度の場所ということでしたな」

「そうだよ。だからどうせルーンヘイムでダラダラするぐらいなら、日帰りでサクッと行って、試練だけでもクリアして戻もどってこようって話になったんじゃないか」

「早朝に出て夜に帰って来られれば、野宿で一いつ泊ぱくしないで済みますからね」

　そう付け足してサクヤがニコリと笑う。今回は彼女もどうしても参加したいと言うので、師し匠しようは大分反対したものの、結局なし崩くずし的に同行することになった。まあ《女神の試練》に危険はそれほどないから、そこまで問題もない……と思う。

　サクヤの言葉を受けて、ルウが言い訳を続ける。

「野宿をしない、日帰り……。そう表現すれば聞こえはいいですが、要は今日これから、超ちよう絶ぜつ過密スケジュールの強行軍を行う、ということでございましょう！」

「え？　いやまあ……確かに、そう言われれば、そうだけど……」

「となればっ、入念な準備は必ひつ須す！　そうじゃありませぬか！　無む駄だにお強いご主人やセシリア殿どの、チンピラＣ、ピクニック気分のサクヤ殿は、油断しすぎなのですぞ！　どうして野宿にならないと言い切れますか！　どうして日帰り前提で動こうとなされますか！　旅において最良のケースだけを想定して行動するなど、笑しよう止し千せん万ばん！」

『お、おおー……』

　ぼくらが思わず気け圧おされる中、ファルディオだけが「なんで『Ｃ』なんだよ！　せめて『Ａ』にしろよ！」と、焦しよう点てんが合ってんだか外れてんだか分からないツッコミを入れていた。

　ルウが体の正面でちっちゃな手を組み、ふんと偉えらそうに鼻息を漏もらす。

「皆みな様さまに代わって準備をしていたルウが責められるなど、心外にも程がありますな！」

「ご……ごめん……」

　彼の激しい剣けん幕まくに、ぼくは思わず素す直なおに謝罪する。……確かにぼく、旅慣れしすぎて、日帰りというものを甘く見ていたかも。そうだよね……一日中歩きづめって、本来、大変なことだよね。準備は怠おこたっちゃ駄だ目めだよね。

　ぼくはひとしきり反省すると、ぷんぷんと怒おこったルウに訊たずねる。

「そ、それで……ええと……そのぉ……差し支つかえなければ、ルウが具体的にどういう準備をしたのか、こ、後学？　のために、聞かせて貰えるとありがたいというか……」

　理由も知らず怒ってしまったことがある手前気まずく、慣れない言葉まで使って大分下手から出るぼく。他のメンバーも苦笑いだ。

　そんなぼくらの様子に、ルウは強く鼻息を漏らした後……やれやれといった様子で、胸をふんぞり返らせて答えてきた。

「ルウは、部屋に戻ってルームサービスをたらふく食べてきたのですぞ！　ビバッ、カロリー！　これで強行軍もなんのそのですな！　ではいざ行かんっ、試練の地！」

『…………』

　ホテルのロビーが、水を打ったようにしんと静まり返る。

　……ぼくも、師匠も、ファルディオも、サクヤも……誰も、何も、返せなかった。

　無表情で静止したぼくらと、ルウの目が合う。

『…………』

「……………………げぷっ、ですぞ」

『…………』

　ぼくらは無言でそれぞれの荷物を手に取ると、足早にロビーを出て空を眺ながめた。まだ陽ひは昇のぼりきっていないものの、空には雲一つなく、今日もよく晴れそうだ。

「ま、待ってくだされですぞー！」

　と、背後から重たそうな体を必死で浮うかせて毛玉生物が飛んでくる。

　ぼくらはそれを、心からの笑顔で優しく迎えると。

　皆みなででっぷりと太った彼を取り囲んで、のっぺりとした笑顔で声を合わせる。




『おかげ様で、野宿になった際は脂あぶらののったいい肉が食べられそうだなぁ（ですねぇ）』




「さあ皆さん急ぎますぞ！　日帰りするために！　日帰りするために！」

　涙なみだ目めのルウが、今までの動きはなんだったのかという程の高速でぼくらの前を飛行していく。

　…………今日も呆あきれる程に、ぼくらの旅は平和そのものだった。




　　　　＊




　ぼくらはこれまで、世界に三つある《女神の試練》のうち、二つをクリアしてきた。

　まず一つめが《決断の洞どう窟くつ》。

　その名の通り外観は天然の巨きよ大だい洞窟なのだけれど、一歩足を踏ふみ入れるとそこは高度な技術で作られたのであろう人工（神工？）の遺い跡せき。

　そこで試ためされたのはその名の通り決断力。いくつかの「選びがたい二択たく」を制限時間付きで迫せまられた。……まあ質問内容自体は基本くだらないものばかりだったけれど、師匠やファルディオ、ルウは、何かそこに深い意図を見み出いだしたような素そ振ぶりもあった。
















　試練クリア後には勇者たるぼくだけ別空間に招かれて、《再起動》がどうだとかって説明を受けたっけ。正直思わせぶりすぎて意味不明だけど、どうも勇者の「女神様を起こす」という役目には、言葉以上の意味がありそうな気配は、ぼくにも伝わって来た。

　そうして、二つめに訪おとずれたのが《代だい償しようの迷めい宮きゆう》。

　巨大な逆ピラミッド形の建造物が、ゆったりと回転しながら大地に突つき刺ささっているような、壮そう大だいな遺跡。

　だけど正直な話、ぼくはここで受けた試練の内容をまったく覚えてない。なぜならぼくは、試練の最終段階で「冒ぼう険けんの記憶を捧ささげて」しまったからだ。後に仲間達から聞いたところによると、この試練は《力》《自制心》《言葉》《居場所》《命（記憶）》……といったものを捧げることにより、階層構造を上る形式だったらしい。

　そうしてまたしてもクリア後にぼくだけ招かれた空間で……ぼくは、半ば「聞かなきゃ良かった」と思うような情報を知ることになる。

　この試練で捧げさせられたものたちは、イコールで、人間が魔物達から奪うばった要素──つまりは、《魔法》の動力源として使っている要素かもしれない、という事実だ。

　試練の管理者たるアウルは明言こそしなかったけれど、まあ正直、ほぼ、そういうことなんだと思う。それぐらいは子供のぼくにだって流石さすがにわかる。

　ここで大事なのは、こういう勇者にだけもたらされる類たぐいの情報は、勇者だけの秘密にしなきゃいけないっていうことだ。正直「隠かくし事」っていうのが極きよく端たんに嫌きらいなぼくとしては勘かん弁べんしてほしいところなのだけれど、事情も少し分かる。だって、全すべては女神様の加護のおかげだと思い込んでいる世界の皆にとっては……とんでもない重大事実だもんね、これって。そして実際、その教えを説いている女神教会に《異い端たん審しん問もん官》なんて暗部があることまで知ってしまったものだから……今、ぼくの不安はとてつもなく大きい。

　だって……確かに人類を救う役目を与あたえられている、という基き礎そ部分は何も揺ゆらいでいないかもだけれど……でも……。

　果たして、本当にぼくは、「勇者」だなんて呼ばれるような存在なのかな？

　実際《女神の試練》だとぼくは《審判者》と呼ばれ、「勇者」だなんて呼ばれない。

　っていうことは……この呼び方は、恐おそらくは、この世界の人達が……ううん、もっと言うと、多分、女神教会が付けたものなんだろう。

　……勇者なんて呼ばれて、まんまと少し浮かれていた自分が、今は心から恥はずかしい。

「…………」

　これまでのことを振ふり返りながら、最後の試練の地へと旅路を急ぐ。

「（……本当に、ぼくで、良かったのかな？）」

　たらればの話を考えても仕方ないって、分かってはいるのだけれど。

　それでもぼくは、どうしたって……「もしこの世界に呼ばれたのが兄さんだったなら」と考えずには、いられないのだった。




《裁きの楼閣》は、ルーンヘイム郊こう外がいの土地──ダリル砂さ丘きゆうの中にあった。

　ダリル砂丘はその名の通り見み渡わたす限りに砂の積もった地なのだけれど、意外にも気候は穏おだやかで、遮さえぎるものがないせいで直射日光こそ気になるものの、ジリジリと照りつけるような暑さはない。

　だから、そういう意味で行き倒だおれの心配は無さそうだったけれど……砂に足がとられるだけでも、やはり大分辛つらい。周囲の風景に大きな変化がみられないのもキツかった。

　そうして全員、体力的・精神的にへとへとになりながら辿たどり着いた目的地には……やはり一面砂の丘おかが広がるばかりで、《女神の試練》らしき構造物は見当たらなかった。

　ファルディオが露ろ骨こつに苛いら立だった様子で声を上げる。

「おいおい、まさか迷ったわけじゃあるまいなぁ、セシリアさんよぉ。こんだけ苦労して無む駄だ骨ぼねとか、勘弁しろよ、おい」

　その言葉に、案内を務めていた師匠が涼すずしい顔で応じる。

「別に貴様には一いつ緒しよに来てくれとも頼たのんでいないのだがな。同じ魔ま法ほう使つかいでも、貴重な戦力たるキサラギならば大だい歓かん迎げいだったのだが……」

「何か外せない用事があるって言ってましたね」

　師匠に次いで疲ひ労ろうの色が薄うすいサクヤが笑え顔がおで応じる。……一日とはいえ勇者の苛か酷こくな旅に同行させるのは心配だったけれど、どうやらそれは杞き憂ゆうだったようだ。体力の低いファルディオやルウは勿もち論ろん、勇者補正こそあれど基本現代人のぼくなんかより、よほど逞たくましかったらしい。流石は田舎いなかの宿の働き者……といったところだけれど、サクヤの場合は、そういう背景以上の、妙みような「強したたかさ」を感じずにはいられない今日この頃ごろだ。

　彼女の底知れなさに尊敬の念を抱いだきながらも、ぼくは師匠に向き直る。

「とはいえ、ファルディオの言うことも一理あるよ。師匠、さっき到とう着ちやくって言ったけど……実際、何もないよ？　ここ」

　そう言ってあたりを見回すと、やはり、一面に砂丘が広がるばかりだった。ぼくの頭の上でへたーりとするルウが「ですぞ～」と力ないテキトーな相あい槌づちを打つ中、師匠は自信漲みなぎる態度を崩さずにもう一度告げる。

「いいや、ここで間ま違ちがいないさ。私は料理も家事も洗せん濯たくも出来ずファッションへの造ぞう詣けいもなければ花の種類も『大きいのと、小さいの』でしか分けられない感性だが、こと、剣けんの腕うでと魔物知識、そして方向感覚だけは多少人より優すぐれている自信があるからな」

「セシリアさんの女子力には、いっそ清すが々すがしいものを感じますね」

「やめろサクヤ、あんまり褒ほめられると、照れるじゃないか」

「……清々しすぎて、更さらに半周して、やっぱりなんか腹立ちますね」

　サクヤが笑顔で拳こぶしを握にぎり込んでいた。……最近のサクヤは何かと物ぶつ騒そうで怖こわい。というか、師し匠しようと一緒のときのサクヤは特に怖い。

　師匠は仕切り直すようにこほんと咳せき払ばらいをすると、少しあたりを見回し、何かを見つけたように歩き出した。

　皆が見守る中、師匠は数歩先に行くと……ふと立ち止まり、手で何かを払はらう動作をする。

　するとそこからは……一見した分には、砂にまみれて見えていなかった装置──黒い六角柱が姿を現した。

『あ』

　その光景に、ぼくとルウ、ファルディオが声を漏らす。なぜならばそれは、これまでの遺跡でもよく見かけた存在──遺跡の起動装置そのものだったからだ。

　事情を知らないサクヤが首を傾かしげる中、ぼくはこれまでの例にならい、六角柱へ手を掲かかげる。勇者に呼応するかのように起動する装置。

　六角柱の上部に現れた翡ひ翠すい色の光は、一筋の線となって側面を垂直に降りていくと、地面の中へと吸い込まれ、そして次の瞬しゆん間かん──

〈ガゴッ、ズズズズズズズ……〉

「わ」

　地面が大きく鳴動し出したかと思うと、まるでくるくるとコルクが抜ぬかれるみたいに、砂丘に穴が……地下へと続く大きな螺ら旋せん階段が出現していく。

　そうして一分ほど続いた地じ響ひびきが収まったところで……師匠は砂の中に出現した螺旋階段を背に、どこか誇ほこらしげにぼくらへと宣言した。




「これが最後の試練。天ではなく奈な落らくへと向かう静せい寂じやくの巨きよ塔とう──《裁きの楼ろう閣かく》だ」




　　　　＊




　巨大な螺旋状の階段を、ぼくらは地下へ地下へと降りていく。壁かべや床ゆかが紺こん色いろの鉱石で構成された遺跡内空間は、光源が乏とぼしく仄ほの暗ぐらくて、うっすらと肌はだ寒ざむい。

　まるで映画館で上映中に途と中ちゆう退席する時のような足あし下もとの覚おぼ束つかなさを感じながら、ぼくらは一歩一歩慎しん重ちように歩を進めた。

　そうして、どれほど下ったろうか。そろそろ鬼おにでも現れるんじゃないかと思う程ぐるぐると進んだ先で、僕らは半球形の小部屋へと辿り着いた。

　そこは、大きさも構造もプラネタリウムを連想させるような空間だった。壁沿いにぼくらが下ってきた階段がある以外は、何もない。……そう、下り階段さえも。

「ここで終わり……ってこたぁ、まあ、無ねぇんだろうなぁ」

　ファルディオがやれやれと嘆たん息そく混じりに告げる。

　室内の照明が一ひと際きわ光量を増したかと思うと、同時に、馴な染じみある声が響ひびいた。




〈──《裁きの楼閣》へようこそ、廉れん直ちよくなる《審判者》よ〉




　アナウンサーが事前に吹ふき込んだ録音システム音声のような丁てい寧ねいな声。

「こんにちは、アウル」

〈──はい、こんにちは、トオル・ミカミ〉

　ぼくの挨あい拶さつに、声の主──《女め神がみの試練》の実体なき管理者・アウルが応じる。

　試練の経験がないサクヤが物もの珍めずらしそうに辺りを観察する中、早さつ速そくそれに気付いたらしいアウルが訊たずねてきた。

〈前回に引き続き、また新たなる同行者が加わっているようですね〉

「あ、そうなんだ。こちら、サクヤ・ルーンっていう子なんだけど……あー……」

　サクヤの隣となりに行ってそこまでアウルに紹しよう介かいしたところで、そういえば同行理由は完全に観光みたいなそれだったなと思い出し、なんだか切り出し辛くなる。

　──と、アウルはしかし、ぼくにまったく別のことを訊ねてきた。

〈……前回居た、カンナ・キサラギの娘むすめは居ないようですが……〉

「あ、レイアおねーさん？　うん、今回はちょっと所用で来られなくて……。ええとそれで、レイアおねーさんの代わりと言ってはなんだけど、その、今回はサクヤを──」




〈歓かん迎げいします、サクヤ・ルーン！　どうぞ《女神の遺い跡せき》を楽しんでいって下さい！〉




『（どんだけキサラギの一族が苦手なんだこの管理者！）』

　ぼくらが呆あきれる中、サクヤは一人戸と惑まどいながらも「ど、どうも……」と笑顔で応じる。

　……まあ色々釈しやく然ぜんとはしないけど、結果オーライかな。アウルがこの様子なら、試練でサクヤを危険な目に遭あわせるようなこともなさそうだ。

　アウルはなにやら興奮を冷ますかのように不思議な間をとった後、改めて、どこか白々しい無機質でシステマチックな声で説明を開始する。

〈この試練では、《審判者》の《裁量》を試ためさせて頂きます〉

「さいりょう？」

〈そうです。問題に対する処理の認にん識しきとでも申しましょうか。二択たくを迫せまる《決断の洞どう窟くつ》よりも、答えの幅はばが広い問題への対処を見ます。たとえばですが……〉

　一いつ拍ぱく置いて、アウルが例題を出す。

〈どうしても欲しい商品を前に、しかし手持ちの金銭が足りない場合。貴方あなたがたはそれぞれ、どういった行動を起こしますか？〉

　その不思議な問いに、ぼくらは軽く顔を見合わせた後……それぞれがそれぞれに、さも「当然でしょ」とばかりのトーンで答えを返す。

「頑がん張ばっておこづかい貯ためるに決まってるじゃん」

「ルウは値切りますな！」

「ふむ、私ならば高望みはせず、それよりも低額の商品を探すだろうな」

「私は……欲しいもののランクを下げるぐらいなら、いっそ素す直なおに諦あきらめちゃうかなぁ」

「《ディメンション・ムーブ》でかっぱらう」

　とりあえず一人完全なる犯罪者が居たことはさておき、意外にも全員が全員違う答えを返していた。正直「お金を貯める」以外の選せん択たく肢しがそもそも思い浮うかばなかったぼくとしては、結構衝しよう撃げきだった。

　ファルディオが師匠に睨にらまれ「じょ、ジョークだって！」と冷や汗あせを垂らす中、アウルが再びアナウンスを開始する。

〈このように、人により答えに幅が出る問いに答えて頂くのが、この《裁きの楼閣》です〉

「なるほどー……なんか難しそうだね」

〈そう構えることはございません。性質としては《決断の洞窟》と同じく、簡素な性格診しん断だんの延長ですし、なにより……〉

　そこでアウルは珍めずらしく意味ありげに間を取り、そして、満を持してという感じで、心なしか声に自身を滾たぎらせて告げて来た。

〈今回は最年少《審しん判ぱん者》であるトオル・ミカミ用に、不ふ肖しようこの私、アウルが、歴代勇者達へのそれとはまったく異なる特別製の試練を用意させて頂きました！　なんと今回はかつてない程『楽』ですよ！　なにせ、そこそこ長い話を、ただ聞くだけなのですから！〉

『…………』

　その場の全員、微び妙みような苦く笑しようで黙だまり込む。……なんだろう、嫌いやな予感しかしない。

　しかしアウルはそういった機き微びに気付くタイプでもなかったらしく、システム音声らしからぬテンションの高さで早速試練を開始してきた。

〈では始めましょう！　システムを起動します〉

　その言葉と同時に室内の照明が完全に消え、一瞬完全なる暗くら闇やみに包まれたと驚おどろいたのも束の間、次の瞬間、ぼくらは空を飛んでいた。

『！』

　周囲を空の青が満たし、眼下を森林や草原の景色が高速で流れていく。思わず足を竦すくませるぼくらに、アウルの説明が入った。

〈ご安心ください、これは映像の投とう影えいにすぎません。皆みなさんは依い然ぜんとして先さき程ほどの室内にいます〉

「そ、そうは言ってもよぉ、こりゃあ流石さすがに……」

　ファルディオは四つん這ばいでぶるぶると震ふるえている。彼ほどではないとはいえ、ぼくらもどうにも慣れなかった。……あまりに映像が鮮せん明めいすぎるせいか、自分達が本当に空の中に居るようにしか思えない。

　怯おびえるぼくらに配はい慮りよしたのか、映像は徐じよ々じよにゆっくりと地面へと降りていくと、草原の真ん中に着地して停止した。ほっと胸を撫なで下ろすぼくらの頭上を雲が流れ、鳥が大きく旋せん回かいしていた。……本当に、草原にいるようにしか思えない。

　ぼくらが改めて風景を見み渡わたしていると、アウルが説明する。

〈《裁きの楼閣》ではこのシステムを用いまして、《審判者》にリアルな《仮想体験》を提供し、その中で出題。《裁量》を測ります〉

「そりゃ凄すごいね！　楽しみ！」

〈ですが……〉

「？」

　アウルが言葉を続けると同時に、風景の一画に、キャンパスのような横長の白い四角形が現われる。

　首を傾げながらも全員でその白い窓を眺ながめていると、突とつ如じよそこに──

　──三才児がクレヨンで書き殴なぐったような、奇き抜ばつなイラストが出現した！

『!?』

　ギョッとするぼくらに、アウルが自信を滾らせた声で告げる！




〈ですが今回は、トオル・ミカミ用にこの私、アウルが──腕うでによりをかけて《紙かみ芝しば居い》を用意致いたしました！　美び麗れい映像システムは用いず、今回はこれでいきます！〉




『余計なお世話すぎる！』

　全員が思わず絶ぜつ叫きようする。ぼくは壮そう大だいな草原の風景の中にぽつんと浮かぶ、小さなスケッチブックサイズの画用紙を指差して抗こう議ぎした。

「なんでだよ！　なんでぼくの試練だけ、こんなしょっぱいんだよ！」

〈ご安心くださいトオル・ミカミ。なんと今回の試練ですが、特別に……この紙芝居を見るだけでクリアと致します！〉

「余計しょっぱいよ！　ちゃんとしてよ試練！」

〈というわけで、エレベーター機能オン。……これで紙芝居見ている間に、目的地たる最下層まで辿たどり着きますよ。本来ならば延々と続く螺旋階段を下ることで、自らの心の深しん淵えんをも覗のぞかせるという試練パートがあるのですが……紙芝居見せたいので省略です〉

「どんな試練だよそれ！　ちゃ、ちゃんと試してよ、ぼくを！」

〈……さあ《審判者》よ。果たして貴方は、最後まで寝ねずにこの紙芝居を見続けることが出来るのか！〉

「驚きのハードルの低さだよ！　まあ……確かに、絵はかなりアレだけど……」

　そう言って見やった紙芝居の絵は……○と△と□が歪いびつに配置された、まるで崩くずれたおでんのようなイラストだった。

　ぼくらの意識がようやく紙芝居に向いたことを機と見たのか　アウルがひとつ咳せき払ばらい（必要？）してから、声のトーンを落として滔とう々とうと語り始める。

〈ある時、ある場所に、実に平和な暮らしを営む家がありました……〉

「家!?　この『△□』、家だったの!?　ああ、じゃあ『○』は太陽で……って、それ以前に、なんかもう始まってる!?　紙芝居始めちゃってるの!?　了りよう承しようしてないのに!?」

　いきなりのぼくの抗議に構わず、アウルが更さらに続ける。

〈その家は、実にいい家でした。室内は冷れい暖だん房ぼう機能が優すぐれいつでもどの部屋も快適で、広い庭は自然に溢あふれ、高級感とオーガニックさを併あわせ持った外観も実に洗練され──〉

「伝わってこないよ!?　このしょぼい絵からその内容、全然イメージ出来ないんだけど!?　むしろ絵がない方がまだイメージしやすかったよ！」

〈とにかくそんな素す晴ばらしい家に、ある日──〉

　そう言って、絵が切り替かわる。今度は……恐おそらく家なのであろう△と□の中に、びっしりと黒い斑はん点てんが描えがかれていた。ぼくらがどういう意味かと思っていると、アウルは──




〈──実に数十万人からなる来客がありました〉




『超ちよう展開すぎる！』

　思わず全員で叫さけぶ。サクヤが「き、気持ち悪いです……」と斑点を眺めて口元を押さえた。

　ぼくは全力でツッコむ。

「大規模イベント会場じゃないんだから！　なんだよ一いつ軒けん家やに数十万人の来客って！」

〈……そう言われましても、プロットに従うとこうなるので仕方ありません〉

「だったらそもそも一軒家の設定やめなよ！　なんですぐ話に無理の出る設定で始めちゃったんだよ！」

〈……一軒家、描きやすかったので……〉

「イラスト先行で話決めてたの!?　そんな苦しいんだったら、もう紙芝居形式自体をやめなよ！　アウルの画力では無理があったんだよ！」

〈……まったく、最近の子供は想像力に乏とぼしいのですね。嘆なげかわしいことです〉

「なんでぼく側に責任がある感じになってんの!?　っていうか、一軒家に数十万人からなる来客が押し込められているところリアルに想像しても、サクヤみたく吐はき気け催もよおすだけだからね!?」

〈…………。……ちなみに一軒家は、大人数も収容出来る広さです〉

「設定補足した！　っていうかそうなってくると、今度はその超大規模施し設せつを『一軒家』と呼ぶこと自体に無理が──」

〈どの規模までを一軒家と呼ぶかは、私の自由です！〉

「押し通した！」

〈とにかく！　数十万人からなる来客──ここでは《来訪者達》と呼びましょうか。彼らは、家主が見当たらないので……とりあえず家や探さがしを始めました〉

　アウルが無理矢理話を続けると同時に、今度は──家に描かれていた黒い斑点達が、わさわさと蠢うごめき始める。

『きもっ！』

　その紙芝居らしくない無む駄だな映像効果にぼくらが愕がく然ぜんとしている間にも、アウルは勝手に話を続ける。

〈しばらく探していると──なんと、家主は庭からニョキニョキ生えてきました〉

『もう何なの!?』

　画像が切り替わり、家の横に広がる緑の絨じゆう毯たんから誰だれかの首がにゅっと生える。不条理劇にも程がある。ある意味リアルな映像で見なくて良かったのかもだけれど……紙芝居だからこそ余計に妙みような狂きよう気きを感じる部分もある。話も絵もおかしいって、なにこれ。奇き書しよ？

〈家主は庭から完全に生えきると、《来訪者達》に挨あい拶さつしましたが、互たがいに言葉が分かりません。というか、そもそも家主は生まれたてすぎて話になりません〉

「話にならないのはこの紙芝居だよ！　なんで家に家主が後から生まれるのさ！」

〈……家主がいて、家があるのではない。そこに家があるからこそ、家主がいるのだ〉

「なんか誰かの深い名言風に言ったけど、全然筋通ってないよねぇ!?」

〈…………これだから最近の、夢を失った子供は……〉

「悪夢のような紙芝居を見せる大人よりはいいよ！」

〈安心なさい《審判者》よ。一流の紙芝居というのは深いのですよ。序じよ盤ばんは理解不能に見える物語も、語り終えられた頃ころには全すべてが納なつ得とくいくはずです。……たぶん〉

「はぁ……まあいいよ、続けて」

〈了りよう解かいです。……と、忘れてました、次の話の前に絵の場面転てん換かんを……〉

　アウルがそう告げると、庭から家主が首だけ出していた絵が変化。次の場面ではしっかりと体まで外に出て──。

「──って、なんか家主四足歩行生物だけど!?　これなに!?　どういう話!?」

　幼児が描かく平面的な四本足の犬みたいなイラストの出現に、即そく座ざにツッコミをいれるぼく。──と、師し匠しようが突とつ然ぜん、ぼくの肩かたにぽんと手を置いてきた。振ふり返ると、何かを悟さとった様子で首を横に振っている。……どうやら「イチイチツッコんでいたら話がいつまで経たっても終わらないぞ」の意らしい。……いや、まあ、そうかもしんないけどさぁ……。

　ぼくは嘆たん息そくすると、アウルの紙芝居をゆるーく解かい釈しやくして受け容いれることにした。

　アウルが続ける。

〈《来訪者達》は勝手に家に土足で上がり込んで遊んでいたとこがあったため、家主の登場に当初は大層ビビリましたが、意外にも家主は寛かん容よう……というかぶっちゃけ大した知性もない可愛かわいい小型の獣けものだったので、なんだかんだ、まあ、仲良くなりました〉

「なんかすげーざっくりした話だな」

　今いま更さらながらにファルディオがツッコむ。まあ元々紙芝居というもの自体、話の大まかなあらすじを語るような媒ばい体たいだけども……それにしたって、イラストも話も漠ばく然ぜんとしたものだった。けれど……。

「（なんかさっきから……師匠は、割と真ま面じ目めな顔で聞いているんだよなぁ）」

　本来ならおふざけに対して一番厳しい人なのに、相手が相手なせいか、今日は実に大人しい。

　……もしかしたら、やっぱりこの紙芝居には深い意味があるのかな？

　気を引き締しめ直したぼくは、改めて紙芝居に集中する。

〈この獣型家主──仮にここではワンコと呼びますが〉

「絵もテキトーなら、登場人物の名前もテキトーすぎる……」

　呆あきれるぼくの前で、絵が四足歩行生物単体のイラストに変わる。……言われてみれば小型犬っぽいけど、少なくとも「可愛い」よりは「気色悪い」に分類されるテイストだ。

　とにもかくにも家主──ワンコは現在、前後にかっくかくと揺ゆれていた。どうやら歩いている動作の表現らしい。

　その描びよう写しやがしばらく続いた後で、アウルの語りが再開される。

〈ワンコが、多くの《来訪者達》の中でもとりわけ懐なついたのが、この女性──〉

　その言葉と共に、次の場面が表示される。

　かくかくと歩いたワンコが擦すり寄っていったのは、新たな登場人物──

〈超天才美人科学者だったのです！〉

　──ライトノベルもびっくりの美麗さで精せい緻ちに描かれた長身の美女だった！

　ぼくらは一いつ斉せいに叫ぶ！

『画力にムラがありすぎる！』

　それはどこの世界に住むどんな価値観の誰であろうと、一目見て「これは美人キャラだ」と認にん識しき出来るレベルの、美人イラストだった。妙にＳＦチックな衣い装しようを身に纏まとった髪かみの長いナイスバディの女性が悠ゆう然ぜんと立っている。

　かと思うと彼女は──突然そこだけ美麗アニメーション仕立てでぬるぬると動くと、足あし下もとにじゃれつくワンコを愛めでるようにしゃがみ、慈じ愛あいに満ちた笑えみを浮うかべた。

　そのあまりのクオリティ差にぼくらが呆れていると、アウルはしれっと続けてきた。

〈この女性──そうですね、仮に名前をアウルとしますが──〉

『おいちょっと待てやコラ』

　その場の全員が声の響ひびいてくる宙空を睨にらみつける。そうして、皆みなを代表してぼくが抗議した。

「えこひーきにも程ほどがあるよ！　なにこれ！　なんでこの女性科学者キャラだけ物もの凄すごく力入れているの!?」

〈他意はありません。あとこのキャラの名前は『アウル』ですよトオル・ミカミ〉

「もう他意しか感じないよ！　なにこれ！」

〈なんですか。あんまり紙芝居の進行を邪じや魔まするようでしたら、試練失敗にしますよ〉

「管理者として最低すぎる！　今回なんなの!?　アウルおかしくない!?」

〈おかしくないです。紙芝居制作にあたって、多少怪あやしいソフトをインストールしましたが、いたっておかしくないです。アウルげんき、ちょーげんき〉

「完全におかしいよねぇ!?　師匠っ、この試練、これでいいの!?」

　ぼくが振り返って訊たずねてみると、師匠は困ったように頰ほおを搔かいた。

「と言われてもな。《女神の試練》へ干かん渉しようする術すべは残念ながら私達にはない。それに試練が完全に行われないというならばまだしも、一応は機能しているのだから、ここは黙だまって受け容れるしかないだろうと、私は考えている」

「ぐ……そ、そりゃ、そうかもだけど……」

　なにか納なつ得とくいかないものの、まあ、師匠の言う通りだ。ぼくらに出来ることはない。

〈……仕方ありません。彼女の表現は女性科学者のままでいきます〉

「まあ……それならいいけどさ……」

　アウルはぼくが大人しくなったのを確認すると、改めて先を続けてきた。

〈女性科学者とワンコは大層仲良しになりました。二人は対等の親友でした〉

「あ、ペットとかじゃないんだ」

〈はい。当初こそワンコは無知でしたが、女性科学者から教育を受けたことで、綿が水を吸うように知能を発達させました。互いに知性を持った時、そこに育はぐくまれたのは、主従ではなく友情でした〉

「おお、なんかここに来てようやく美談の予感が──」

〈ワンコの体をモップ代わりにしたり、ワンコに家事を覚えさせてみたり、ワンコに雑務の大半を押し付けたり、嫌いやがるワンコの首に鈴すずをつけてみたり、ワンコを無理矢理枕まくらにしてみたりと……とにかく女性科学者とワンコの間には、素晴らしい友情がありました〉

　笑顔の女性科学者に雑なイラストの四足歩行生物が踏ふみつけられているイラストが表示される。ぼくは思わず叫んだ。

「いっそペット扱あつかいより酷ひどいよ！　ワンコ怒おこるよ！」

〈ワンコは怒りませんでした。むしろ終始笑顔でした。苦笑いでした〉

「苦笑いは笑顔にカウントしないでほしい！」

〈二人がそうこうしている間にも、裏で、他の《来訪者達》は──家主たるワンコに無断で、自分達が住みやすいように家のリフォームを始めていました〉

「ワンコ後ろ！　後ろぉおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　じゃれあうワンコと女性科学者の背後で、黒い斑はん点てんが不気味に蠢き、そして家が変形を始める。最終的には、なんか妙に高い画力で描えがかれた、デザイナーズマンションみたいになってしまった。わ、ワンコ……！

〈かなり遅おくれてリフォームに気付いた二人は大層怒りましたが、そこは多勢に無勢〉

　わらわらと黒い斑点が二人を取り囲み、引き離はなそうとする。まずワンコに大量の斑点が群がり彼を取り押さえた。

〈雑に扱われるワンコを見て、女性科学者は怒りました。知性ある者にそんな扱いをするとは、何事かと！〉

『（どの口がそれを言うのか！）』

　皆心の中でそう思ったものの、なんだか話が熱を帯びてきているので、無ぶ粋すいなツッコミは控ひかえた。

〈女性科学者はワンコを助けようとしましたが、《来訪者達》はそれを許しません。彼らは次に女性科学者を黙らせようと動き始めました〉

　女性科学者のイラストに、気味の悪い斑点達が群がり始める。が……。

〈──が、次の瞬しゆん間かん、友人の危機に怒ったワンコは、初めてその《力》を──家主としての《力》を振るいました〉

　突然庭の木がにょきにょきと奇き妙みように伸のびたかと思うと、女性科学者に群がる斑点達を蹴け散ちらしていく。が、攻こう撃げきを受けた斑点達は退くどころか、火がついたように更さらに圧あつ倒とう的てき物量で攻せめ入いってくる。

　そうしてワンコが押され始めた時……場に、異様な変化が起こった。

〈──家は家主の危機に反応して《家主モドキ》の生成を自動的に開始しました〉

　黒い斑点の物量に対たい抗こうするかのように、小さな四足歩行生物達が大量にイラスト上に発生し始める。それらと斑点達はぶつかり合い、そして……。

〈泥どろ沼ぬまの様相を呈ていした戦いは、しかし、《来訪者達》が女性科学者を人ひと質じちに取るようにして立て籠こもったことで、一いつ旦たん膠こう着ちやくを見せました〉

　デザイナーズマンションに人質の女性科学者諸もろ共とも立て籠もる《来訪者達》。……相変わらず紙かみ芝しば居いの絵はアレだし、話も意味不明だけれど……ぼくらは不思議と、誰だれもツッコミを入れなくなっていた。……話の質が、明らかに変わってきている。

　アウルが続ける。

〈この時点で《来訪者達》側は圧倒的劣れつ勢せいに立たされていました。ワンコ達の力は想定以上に強大で、なにより《家》が彼らに味方してしまっているのが最大のネックでした〉

　デザイナーズマンションの外をワンコ達が闊かつ歩ぽし、庭の植物達がうねる。

　……最も早はや誰も、これが、ただの「意味不明な妄もう想そう話」だとは思っていなかった。

〈しかし彼らはそこで起死回生の一手を見み出いだします。……それは皮肉にも、女性科学者が行っていた研究を元にした技術でした。ワンコの体を構成していた特とく殊しゆな生体エネルギーを、《来訪者達》が利用可能な力に変えるまったく新しい科学。……そうですね。では、この紙芝居ではそれを差し詰ずめ──《マホウ》とでも呼ぶことに致いたしましょうか〉

『！』

　心臓がどくんと脈打つ。《代だい償しようの迷めい宮きゆう》で抱いだいた「いやな想像」が確信を伴ともなう。

「（……だけど、なんかおかしい。こういう情報って、本来、勇者……《審しん判ぱん者》だけに明かされることじゃないの？　どうして今回に限って皆にまで……）」

　これまで情報の流る布ふを著いちじるしく制限していたアウルとは、何かが違ちがう。

　ぼくは一人不審を感じつつも……紙芝居の続きへと耳を傾かたむける。

〈ワンコたちの力を奪うばい、《来訪者達》の力を増ぞう幅ふくさせるこの技術の開発により、戦せん況きようは五分と五分に盛り返しました。そうして互たがいに多くの被ひ害がいを出したところで……〉

　デザイナーズマンションの中では女性科学者が、外ではワンコが、自らの陣じん営えいに向かって何かを語りかける。

〈知性ある者達の提案により、両陣営、このままいたずらに被害を拡大させぬため、徐じよ々じよにではありますが、その矛ほこを収めていく方向性で話が進み始めました〉

「んー、なんか僕的にはもっと《来訪者達》が罰ばつを受けるべきだと思うけど……」

　ぼくの不満を、師匠が窘たしなめるように声をかけてくる。

「争いごとの落としどころとはそんなものさトオル。いつかは、どこかで、誰かが何らかの妥だ協きようをしなければ終わらない。たとえ自身が苦く汁じゆうを舐なめてでも、越こえるべきではない一線というのもある」

「……なんだかなぁ」

　師し匠しようの大人な言い分はもっともだし立派だと思うけれど、それでも、そもそも悪い事をした側に、被害者側が譲ゆずるっていうのは、どうにもモヤモヤしてならない。

　ぼくが腕うでを組んで唸うなっていると、アウルがどこか優やさしい声で語りかけてきた。

〈……やはり、貴方あなたは良き《審判者》ですね〉

「え？　なにが？　ぼく、全然答えとか出せてないよ？」

〈答えをすぐに出せないことこそが、良き《審判者》の証あかしであると私は考えます〉

「？　よくわかんないけど……まあいいや。紙芝居続けてよ、アウル」

〈かしこまりました。……ふふ、貴方もすっかり私のハイクオリティな紙芝居の虜とりこというわけですか──〉

「いやそれはない。それはない。本当にそれはない」

　超ちよう大事なことなので三回、キッパリと告げるぼく。ファルディオが背後で「子供の素す直なおさえげつねぇ……」となにやら引いている。

　システムが故障でもしたのかと心配になるほどの沈ちん黙もくの後、アウルは話を続けてきた。

〈具体的な落としどころは、以下の通りです。ワンコが獰どう猛もうさを増す家主陣営の沈ちん静せい化に努める代わりに、来訪者陣営は《マホウ》を使うための装置……《加護装置》の稼か働どうを段階的に止めていくこと。しかし当然ながら、互いにいきなり矛を完全に収めることは出来るはずもなく……この措そ置ちは、まず『三十年』という猶ゆう予よ期間の後に、ゆっくりと行われていくこととなりました〉

「三十年……」

「《加護節》と《神無節》の周期と……重なりますね」

　サクヤがぽつりと呟つぶやく。……ことの真相が朧おぼろ気げにながら現れ始め、室内の空気は一段と重たくなっていた。

　紙芝居上では、ワンコ達と《来訪者達》が向き合う中、一人リアルに描かれていた女性科学者のイラストが、じわじわと年老おいていく。

　そうして、彼女が中年期に差し掛かかったあたりで……アウルの解説が再開された。

〈そうして三十年の時が過ぎ、事前の設定通りいよいよ《加護装置》がその稼働を緩ゆるやかに止め始めた頃ころ……《来訪者達》は突とつ然ぜん、装置の停止先延ばしを提案しました〉

「な……勝手にも程があるよ！」

　あまりの不条理に、いい加減イライラがピークに達した僕は思わず怒ど鳴なる。それに対し、背後からファルディオが「そんなもんだろ」とどこか諦てい観かんした様子で窘たしなめてきた。

「俺達は紙芝居で見ているからいいが、実際三十年だぜ、三十年。新しく手に入れた力の便利さに酔よいしれ、トップの代が入れ変わり、昔誰かが交かわした約束なんざどうでもよくなるには……充じゆう分ぶんすぎる期間だ」

「そうだけど……！　それにしたって、勝手に家奪っておいて更にこんな……！」

「それにこれがもし……俺達の知る魔ま法ほうのこと言ってんだったら、今ほどではないにしろ、その時点で充分彼らの生活基き盤ばんにも食い込んでいたはずだ。おいそれと簡単に手放せるもんじゃねえさ」

「ファルディオはどっちの味方なんだよ！」

　激げつ昂こうして振ふり返ると、ファルディオは……どこか、悲しい目で僕を見下ろしていた。

「……トオル。俺は《魔法使い》だ」

「あ……」

「たとえそうじゃなくても……魔法という力なしじゃ、これまで普ふ通つうに生活さえしてこられなかっただろうさ。……俺だけじゃなく、この世界の人間全員が、そうだ」

「…………」

「かくいうお前だって、この旅の間中、ずっとその恩おん恵けいに与あずかってきたはずだ。もっと言えば、お前がここに召しよう喚かんされた力だって、振るっている腕わん力りよくだって、そして……最終的にお前の願いを叶かなえるための力だって、全部、魔法の……《女め神がみの加護》のおかげだ」

「っ！」

「《来訪者達》を殊こと更さらに責める権利は、俺達にゃあねぇのさ」

「……だけど……」

　ぼくは悔くやしくて思わず拳こぶしを握にぎり込む。少し間を置いて、アウルが話を再開させた。

〈当然ながら、ワンコは激しく反発しました。この三十年で彼と更なる信しん頼らい関係を築いてきた女性科学者もまた同様です。しかし……彼らの意見に賛同する者は……残念ながら多くありませんでした〉

「そんな……」

〈とはいえ《来訪者達》もワンコ達と正面から再び事を構えるリスクは重々承知しています。ですから彼らは女性科学者とワンコを交え、折せつ衷ちゆう案の作成にとりかかりました〉

「せ、折衷案って！　今いま更さらワンコ達が譲ることなんて何も……！」

〈いえ、先さき程ほどそちらの方も仰おつしやっていましたが、実際この時点の《来訪者達》……とりわけ武力を持たず、この地に生活をねざし始めていた一いつ般ぱん市民は、《マホウ》を完全に手放して、獰猛な《家主モドキ》の跋ばつ扈こする中で生きていける程の強さを持ちませんでした。《加護装置》の停止で出るであろう無む辜この民たみの犠ぎ牲せいは、決して看過出来るものでもありません〉

「……だけど……でも……」

〈実際ワンコとしても、そこを突つかれると弱くはありました。というのも《家主モドキ》達はワンコの忠実な僕しもべというよりは、同じ《家》から生まれた《同どう胞ほう》に近く、家主たるワンコでも完全な制せい御ぎよはかなわなかったのです。結果として、ワンコが《家主モドキ》の《来訪者達》に対する凶きよう行こうを止めきれていなかったというのも、厳然たる事実でした〉

「で、でも、それだって元をただせば《来訪者達》が家を奪ったせいで……」

　そこまで言ったところで、ぼくはなんだかまたさっきと同じ主張を繰くり返している気がして、言葉をおさめた。

〈《加護装置》を稼働させ続け、《マホウ》の使用を続けたい《来訪者達》。約束通りに力を、家を、居場所を返してほしいワンコ達。《加護装置》のオン・オフという点で、この話は結局０か１かという話。互いに、多少譲るという結論が出しにくい話題。そこで新たな折衷案として、女性科学者が提案したのが──〉

　そこで一いつ拍ぱく置いて……アウルは、満を持して、その言葉を告げる。




〈完全なる第三者──《審判者》の召喚です〉




『!?』

　ぼくらに動どう揺ようが広がる中、アウルがなぜか慌あわてて言い直す。

〈あ、違います、《チンパンジー》です。《審判者》じゃ、無骨すぎて紙芝居らしくないですからね〉

「今更いいよその辺への配はい慮りよ！」

〈《チンパンジー》とは──〉

　説明しながら紙芝居が切り替かわる。と、そこには絵が雑すぎてことさらに馬ば鹿かに見えるお猿さるさん的生物が描えがかれていた。ぼくは思わず抗こう議ぎする！

「やっぱりぼく、なんか嫌なんだけどこの言い換かえ！」

〈これは不思議なことを。貴方とこの《チンパンジー》はまったく関係ないのですよ〉

「絶対あるよ！　っていうか明らかに《審判者》の喩たとえだよねぇ!?」

〈そんなことありませんよ、チンパン──《審判者》〉

「今ぼくのことチンパンジーって言いかけたよねぇ!?　ねぇ!?」

　ぼくは更さらに激しく抗議するも、アウルは聞く耳もたずだった。また問題の当事者たるぼく以外が「いいから早く話の続き聞きたいんだけど」的ムードを漂ただよわせ始めたため、ぼくはしぶしぶ引き下がった。

　アウルが続ける。

〈さて、この《チンパンジー》システムについて詳くわしく解説致しますと〉

「く……」

　我が慢まん我が慢まん。必ずしもぼくのことだけを言っているわけじゃないし。……紙かみ芝しば居い上のお猿さんが、必要以上に馬鹿っぽいのも、決して悪意あってのことじゃないさ、うん。

〈この時点で《加護装置》の全権は中立存在である女性科学者にあり、また、そもそも根幹の管理プログラム自体も女性科学者の思想をベースとすることで、《来訪者達》とワンコ側のどちらにも寄りすぎない設定となっていたわけですが。

　要はこの管理権限を……具体的には《加護装置》の再起動権限を、一時的に第三者に委ゆだねてしまおうというのが、《チンパンジー》システムの大まかな概がい要ようです〉

　紙芝居上でチンパンジーの頭に煌きらびやかな王おう冠かんが載のり、きゃっきゃとはしゃいでいる構図が描かれる。

「ふむ、この絵え面づらで見ると激しく不安しかないな、《チンパンジー》システム」

　師匠が額に汗あせを搔かきながら呟く。……ぼくもそう思うよ、師匠。明らかに正気の沙さ汰たじゃない判断だ。

　アウルがフォローを入れてきた。

〈実際当時としても苦肉の策でした。最も早はや戦争一歩手前という段階で、どうにか両者とも『それなら自陣じん営えいに分ぶがありそうだ』と思えた唯ゆい一いつの提案が《チンパンジー》への決断丸投げだったわけで〉

「絵面も相あい俟まって、殆ほとんどヤケクソみたいに聞こえる話だなおい」

　ファルディオまで呆あきれた様子を見せる。だ、だから《チンパンジー》っていう表現はやめた方がいいって言ったのに！　まったく！

〈ワンコは自分達側にこそ正義があると信じて疑いませんでしたし、《来訪者達》としても、同じく知性ある種──ヒトならば、確実に説得出来ると踏ふんでいたのです。かくして《チンパンジー》の召喚が──。…………。……ヒトがどうこうっていう話の直後に結局召喚対象を《チンパンジー》と表現することに、なんだか酷ひどい矛む盾じゆんを感じますね〉

「だからその表現はやめようって、ぼく何度も言ったよねぇ！」

〈とはいえ、ヒトとワンコの中間存在という意味で《チンパンジー》という表現は実際凄すごく綺き麗れいだったんじゃないかと、アウルは自分で自分を褒ほめたくもあります〉

「どうやら《チンパンジー》表現をやめる気はサラサラなさそうだ！」

「おい、さっきからイチイチツッコミがうっせぇぞチンパンジー」

「ほぅら！　アウルのせいでなんかぼくのあだ名がチンパンジーに傾かたむいてきちゃったじゃん！　どうしてくれるんだよこの責任！　人によっては登校拒きよ否ひモノだよこれ！」

〈既すでにある意味数ヶ月スクールエスケープ状態の人間が今更何を……〉

「誰だれが召喚したせいだよっ、誰がっ！　はぁ、はぁ……」

　ぼくは怒いかりとツッコミの余り、遂ついには肩かたで息をし始める。そんなぼくにアウルは……。

〈トオル・ミカミよ。私は今非常に驚おどろいてますよ。……私、初めてですよ……〉

「何がだよ！」

〈──こんなにカリカリした子供を見たのは〉

「ようしっ、全力で解体しちゃうぞぅ、《裁きの楼ろう閣かく》！」

　ぼくはブンブンと肩を回すと、地面へと向けて全力で勇者パンチを──打ち下ろそうとしたところで、全員に組み付かれて制止された。

　ぼくはしばらくフーフー唸うなるも……なんとか頭を冷やしたあたりで、アウルが……何か少し反省した様子で、フォローを入れがてら説明を再開した。

〈実際、召喚する精神エネルギー……魂たましいの選定は慎しん重ちようを期しました。役割の性質上、著いちじるしく思想の偏かたよった者を召喚するわけにはいきません。そのため、召喚対象はまず、なによりも《純じゆん粋すい性》を重視するよう設定されました。……良くも、悪くも〉

「……純粋性……」

　ぼくは自分が純粋だと思ったことはないけど、見れば周囲の仲間達はどこか納なつ得とくしたようだった。

〈とは言っても、まさか赤ん坊ぼうを召喚するわけにもいきません。そこは第二の重視項こう目もくである《知性》との平均をとり、その中で最も適性値の高かった知的生命の魂をこそ、召喚する運びとなりました。そういった意味では、貴方あなたは自らの穢けがれ無き聡そう明めいな魂を誇ほこってよいのですよ〉

「え……そ、そうなの？　えへへ、そう言われるとなんか照れちゃ──」

〈《チンパンジー》、トオル・ミカミよ〉

「そう言われるとすげぇ腹立つけどね！」

　純粋と言われることと、馬鹿と言われることって、紙一ひと重えだと思う！

　ぼくが地じ団だん駄だを踏んでいると、師し匠しようが「少しいいか？」と質問を始めた。

「そもそも、なぜ対象の体ごとではなく、魂だけを召喚するのだ？」

〈いい質問です、セシリア・シヴィル。その事情は細かなものをあげれば数百に及およびますが、大まかな理由は二つ。

　まず、単純な技術的問題。長ちよう距きよ離り間の物質転送にはそれなりのリスクが伴ともなってしまいますが、魂のような情報存在だけならば、その時点の技術で我々はほぼリスクなしの転送が可能でした〉

「なるほど、実に現実的な理由だ」

〈もう一つは、審しん判ぱん──《チンパンジー》の公平性を保つため。トオル・ミカミは自覚していると思いますが、その体は実体ではなく、あくまで魂の力を元に創造されたエネルギー体に近いものです。ですからたとえその体で死を迎むかえたとしても……こちらで実体が保てなくなるだけであり、魂自体は問題無く自らの体へと回帰できる。

　つまり《チンパンジー》にとってこの世界は、ある種の夢のようなもの。ここで起こることは基本的に《チンパンジー》の実生活になんら影えい響きようを及ぼしません。

　つまりそうして世せ俗ぞくから逸いつ脱だつした存在となることで、世界から一歩退いた存在……完全なる第三者としての立ち位置を改めて明確にする意図がありました〉

「ふむ、なるほど。……ああ、しかしそうなると。もう一つ気になることが。《チンパンジー》がエネルギー体と言うならば、それに娘むすめが出来るというのは一体……」

　先代勇者の娘であるレイアおねーさんのことを師匠は言っているのだろう。

〈基本的な身体機能はほぼそのままをトレースされますから、子を成すことも不可能ではないでしょう。……我々の想定は逸脱していますが〉

　やっぱりレイアおねーさんは特とく殊しゆな生まれではあるらしい。ふと背後を見やると、ファルディオが何やら妙みように苦い顔をしていた。……そういや、特殊な人間たる彼女を実験台にしようとか言っていた教師を殴なぐって魔ま法ほう学校を退学したんだっけ、ファルディオは……。

　師匠が「了りよう承しようした」と納なつ得とくしたところで、アウルが話を再開させる。

〈両陣営の話し合いの下、《チンパンジー》システムには、大別して三つの制約が設けられました。

　まず、《チンパンジー》は世界の現状を充じゆう分ぶんに視察すること。

　次に、《チンパンジー》には必ず、この世界と元世界の知識的橋はし渡わたしを担にない、かつ、それでいて《家主モドキ》のカラダを持つ中立存在──《サーヴァント》をつけること。

　最後に、《チンパンジー》の《純粋性》と《知性》以外の価値基準に歪ゆがみはないかを測定する施し設せつ──通つう称しよう《試練》を用意することです〉

『…………』

　次々と繰り出される旅の真相とも呼ぶべき情報群に、ぼくらはただただ圧あつ倒とうされる。

「（これが……ぼくが召しよう喚かんされた背景？　でも、だとしたらやっぱり『勇者』なんて呼ばれ方は……）」

　以前から薄うす々うす感じていた疑念が、ぼくの中で更にその大きさを増す。

　ぼくだけじゃなく、各おの々おのが自分の中で情報を反はん芻すうしていると、紙芝居が動き出した。

　皆みんなが、シリアスなムードで見守る中。その紙芝居上では──

　──まずアホな顔をして王おう冠かん被かぶった《チンパンジー》が、両陣営の真ん中にドロンと現れ、その肩に、どこからか《サーヴァント》と思おぼしき存在……小さいナマケモノみたいな存在が近付いてきたかと思うと、だるーんと気の抜ぬけた顔で垂れ下がった。

『…………これは酷い！』

　そのあまりに脱だつ力りよくするイラストに全員がツッコむ中、アウルが呟つぶやく。

〈……実にシニカルで、アイロニカルな、比ひ喩ゆ的表現というヤツですよ、ええ〉

「いやいやいやいやっ、明らかにそんな深い考えないでしょう！　完全に画力の問題でしょう、これ！　なにこの、絶対重要な決断を託たくしちゃいけない二人組！」

〈今回で言う、トオル・ミカミと、そちらのルウですね〉

『今回で言うな！（言わないで下され！）』

　ぼくとルウは思い切り抗議するも、相変わらず聞く耳持たずのアウル。

　ぼくらが諦あきらめる中、アウルはシレッと先を続けた。

〈そうして行われた第一回の《チンパンジー》召喚は──しかし、惨さん劇げきとでも評すべき……あまりに惨むごい結果をもたらしました〉

『…………え？』

　ぼくらが不安を覚える中、紙芝居のイラストが切り替わる。

　そこに描えがかれていたものは……。




　バナナを持って大暴れする、アホ面づらの《チンパンジー》の姿だった！




『いくらなんでも絵面が緩ゆるすぎる！』

　全員が同時にツッコむ！　最早これが過去に起こった出来事の「めたふぁー」であることは皆が承知しているため、いくら話がアホっぽくても真しん剣けんに解かい釈しやくし、受け止めるテンションで見守っていたものの……それにしたって、いくらなんでもお猿さるさんが暴れている構図は酷すぎた。

　アウルはしかし、一人、なにやら深刻なノリで続ける。

〈見ての通り、それは悪夢のような惨劇でした……〉

「いや確かに違ちがう意味で『悪夢のような惨劇』の絵面だけども！　けども！」

〈《来訪者達》の中でもとりわけ過激な派は閥ばつ──《繁はん栄えい派》の暗あん躍やくにより過か剰じような洗脳工作を受けた《チンパンジー》は完全に正気を失わされ。そうして、いよいよ《聖域》にて関係者一同が見守る中、『再起動か否いなか』の決断がなされようとした、まさにその時。勘かんの鋭するどい女性科学者だけが彼の様子のおかしさに気付いて慌あわてて決断の中止を求めたものの、時既に遅おそし──〉

「いやいやいやっ、なんか凄いシリアスな話なのは分かるけど、この絵じゃ全然重さが伝わってこないよ！」

　ぼくがそう主張すると、アウルは一いつ瞬しゆん黙だまり込み。

　そうして、次の瞬間──ぬるい紙かみ芝しば居いは消失し、同時にこれまでの草原を模した仮想空間が解除されると共に、ぼくらの周囲にリアルな惨劇の場が──




　禍まが々まがしい紅あかが壁かべ中に飛散したどこかの室内で、イラストそっくりの女性科学者が腹部と口から大量の血液をこぼし、虚うつろな目で倒たおれ伏ふしている光景が現出した。




「い、いやぁ！」

　サクヤが悲鳴を上げ、ぼくらもまた声を失う。あまりに惨い状じよう況きようの中で、女性科学者に一いつ匹ぴきの小型の犬が鈴すずを鳴らしつつ駆かけ寄る。そして、その目の前でゲラゲラと笑い声を上げて佇たたずむ存在の姿は──まるで人と獣けものが歪いびつに混じったような、あまりに不ふ吉きつな──




　──そこまで確かく認にんしたところで、空間は元の草原に戻もどり、そして……再びゆるーい《チンパンジー》が暴れる模様を表現した紙芝居に戻った。

　アウルが淡たん々たんと問い掛かけてくる。

〈……紙芝居ではなく、実際の記録映像の方が、お好みでしたか？〉

「……いや……。……ごめん。……アウルの紙芝居で……お願い……」

　ぼくは顔を真っ青にして答える。仲間達もまた、誰も、その判断に異を唱えなかった。

　紙芝居が切り替かわり、今度は《チンパンジー》が《来訪者達》や《家主モドキ》の軍勢と向かい合っているイラストが表示される。

〈過剰な洗脳により正気を失っていたチンパン……いえ、茶番はもういいでしょう。《審判者》は……あろうことか、一時的な管理者権限の力を──願いを叶かなえる神にも等しき力を用いて、自らを全知全能の存在に昇しよう華かさせようと試みました。……具体的には魔法の力の独どく占せんを願ったのです。結果……彼の姿は最早、ヒトのそれでも、家主モドキ──魔ま物もののそれでも、なくなりました〉

『…………』

　誰も、何も、口を挟はさむことが出来ない。……体が震ふるえる。

　なにが……なにが、勇者だ……。……こんな……こんな……。

〈いち早く異変に気付いて止めようとした女性科学者は無残に殺され、魔法の力をほぼ根こそぎ《審判者》に持って行かれていた《来訪者達》──人類に為なす術すべはなく……。

　そんな中ワンコ──《星の代弁者》だけは魔物の群を率いて徹てつ底てい抗こう戦せんの構えを見せましたが、《加護装置》の再起動により再び力を極限まで奪うばわれ始めた彼らが、今や暴ぼう虐ぎやくの神と化した《審判者》に敵かなうはずもありません。

　人類も、魔物も、為す術無く蹂じゆう躙りんされ……滅ほろびの時は迫せまります。

　しかし、ことここに至ってようやく……人類は、魔物と……《星の代弁者》と協力態勢をとることを提案しました〉

「……そんな、今いま更さら……」

　ぼくは思わず拳こぶしを握にぎり込む。……手を取り合うこと自体は、美しいことだと思う。この場合、当然の流れだとも思う。だけど……だけど、そもそもワンコを幾いく度ども裏切り続け、果ては余計な洗脳工作で大惨さん事じを引き起こした上、彼が一番懐なついていた聡明な女性科学者の命さえ失わせてしまった彼らに……人類に、ぼくは心底失望していた。

〈そう、今更です。《星の代弁者》も一度は突つき放そうとしますが……しかし、魔物達も追い詰つめられていたのは事実。また、女性科学者が秘ひ密みつ裏りに開発し、人類が最後の切り札として隠かくし持っていた秘密兵器……《魔法封ふう印いん装置》に希望を見み出いだした《星の代弁者》は、今一度、彼らと手を取り合うことを決断します〉

「……それで……結局……暴走した初代《審判者》は……止められたんだよ、ね？」

　今のこの、平和な世界の現状を見るだに……この話はハッピーエンドのはずだ。

　ぼくが微かすかな希望を抱いだいてそう訊たずねると……アウルは〈ええ〉とすんなり応じてきた。

〈《魔法封印装置》の力によって弱体化した《審判者》を、《星の代弁者》が全力で討ち取って、この騒そう動どうは収束致いたしました〉

「ああ、良かっ──」




〈──その直後、《魔法封印装置》は疲ひ弊へいし果てた《星の代弁者》に向けられ──そうして人類は今の栄えい華がを誇ほこるに至りました。めでたし、めでたしです〉




『────』

　空寒いお決まりの文句で唐とう突とつに終わる紙芝居。同時に映像投とう影えいも終わり、薄うす暗ぐらく無機質な室内が再びその姿を現す。

　しかしそんな状況の変化にも、誰だれ一人ひとりとして、身じろぎさえしなかった。

　永遠にも思える沈ちん黙もくの後……ぼくは、肩かたを震わせて呟く。

「……なにそれ……。……じゃあ……それからずっと、これまでこの世界は……」

　ぼくの呟きに、アウルは一切の感情をまじえることなく淡々と応じる。

〈はい。女性科学者以外誰だれも手を出せない管理プログラムに従い、三十年の周期ごとに新たな《審しん判ぱん者》を召喚。人類は初代の反省を踏ふまえて、露ろ骨こつな洗脳行こう為いを控ひかえ──代わりに《審判者》を《英えい雄ゆう》や《救世主》と持ち上げることで、ある種自発的に、人類にとっての正義を行わせるよう導く手法に切り替えました。

　それは時代の変へん遷せんと共に洗練され、最終的には《女め神がみ》や《勇者》などといった極きわめて端たん的てきでしかし耳触りの良い言葉で人々や《審判者》を啓けい蒙もうする宗教に落ち着きました〉

「ふざけないでよ！」

　ぼくは激げつ昂こうし、思わず宙を睨にらみつける。

「なにそれ！　そんな……そんなことの片棒担かつがされるために、ぼくは呼ばれたの!?」

〈そうです《審判者》よ。しかし虚きよ飾しよくにまみれていたとはいえ、貴方あなたの知る旅の目的や本質そのものは、以前も今も殆ほとんど変わらないはずです。魔物を弱体化させ、魔法を強めるべく、女神様を起こす……。限り無く人類側に寄った視点ですが、本質は捉とらえている」

「それは……！　だ、だけど、歴史を知った今となってはその意味合いが全然──」

〈では《再起動》の権利を放ほう棄きし、旅を終え、元世界に帰き還かん致いたしますか《審判者》よ。簡単です。既すでに勘づいていることと思いますが、最も簡単な帰き還かん方法は、その体で死を迎むかえることです。実体化から解放された魂たましいは即そく座ざに元の体へと回帰する〉

「そ、それは……」

　ぼくは思わず返答に詰つまる。……今すぐにでも、ぼくはこの旅を放棄できる。実際、こんな酷ひどいシステムの片棒なんて、担ぎたくない。

　だけど……だけど……それじゃあ兄さんを助けることが……それに……。

「…………」

　仲間達を見み渡わたす。サクヤ・ファルディオ・師し匠しよう。ルウはまた少し別としても……この世界に暮らす大事な人達は、ぼくが《再起動》を成功させないと、少なくとも次の《審判者》が呼ばれるまでの間はとても困ることになる。平和な暮らしが維い持じ出来ない。魔物が力を増し、魔ま法ほうが失われ……恐おそらく、罪のない人達に被ひ害がいが出る。

「（でも……本当に皆みんな、罪がないの？　そりゃ昔の人達が勝手にしたことだけど……それでも……それでも、この世界の人類は、そもそも……）」

　……頭が痛い。割れそうだ。ぼくに答えが出せる領域を、大おお幅はばに超こえている。

　今更ながらに《審判者》っていうシステムがいかに無責任なものか、思い知らされた。

　なんだよこれ……どうしてぼくが……こんな大それたことの決断を任され、代だい償しようを払はらい、裁量を吟ぎん味みしないといけないんだ。

　俯うつむき黙だまるぼくに代わり……師匠が、アウルに「一ついいか」と質問を投げかける。

「これまでは《審判者》にさえも何やら情報を口止めしてきたようなキミが、今回の試練では一転してここまで露骨に歴史の真相を語ったのはなぜだ？　これまでの歴代の勇者……《審判者》達の冒ぼう険けん記録を繙ひもといても、このような事態は無かったはずだ」

　確かに……明かされた事実のあまりの衝しよう撃げきに忘れていたけれど、それは、大きな疑問点だ。ぼくが頭を上げると、アウルは……少し躊躇ためらうような間の後、語り出した。

〈それは、少し前に、第二の権利者によって情報公開制限が解除されたためです〉

「第二の権利者？」

〈私のプログラムの全すべてにアクセス権限を持つのは例の女性科学者と、そして再起動の可否決定を下す際の《審判者》のみです。しかし、実は女性科学者は、もう一名だけに……最大とは言わないまでも、特別なアクセス権限を与あたえていました〉

「……誰のことだ？」

〈それを私が直接明かすことは不可能です。禁じられておりますので〉

「ふむ、まあいい。ではその謎なぞの権利者とやらが……私達が《代償の迷宮》を出てからこの《裁きの楼ろう閣かく》を来訪するまでの間に、その権限を行使して、情報公開制限を解除したということか」

〈そういうことです〉

　これで、今まで散々ぼくからの情報流出を禁じてきたはずのアウルが、一転して数々の真相を語ってくれたことに説明はついた。が……。

「それにしたってよ」

　突とつ然ぜんファルディオが不ふ審しんげな声を上げる。彼は情報を整理するように頭をぼりぼり搔かきながら訊ねた。

「情報公開制限が解除されたからって、実際に情報公開しなきゃいけねぇ道理もねぇだろ。しかしアンタはこうして俺達に……決してこっちから求めたわけでもねぇのに、人類の裏の歴史とでも呼ぶべき真相を、全部説明してくれた。……あんな独特なセンスの紙芝居までわざわざ用意して、だ」

〈それが何か？〉

　皆が彼の発言の意図をはかりかねる中、ファルディオは……ニヤリといやらしく笑えむ。




「もうてめーが『無機質な中立存在』だなんていう主張は、通らないだろって話さ」




　ファルディオの指し摘てきを受け、アウルはしばしの沈黙の後、なにやらやたらと人間らしい嘆たん息そくで応じてきた。

〈……はぁ、まったく。これだから、貴方のような人間は苦手です〉

「頭が回る人間ってことか？」

〈いえ、キサラギみたいな人間、ということです〉

「あれ、なんだろう、俺キサラギさんにまったく会ったことないのに、なんとなく褒ほめられてはいないのであろうニュアンスだけはビシビシ伝わってきた！」

　ファルディオが一人で何やら喚わめく中、突然室内に一人の女性の立体映像が──よく見るとアウルの紙かみ芝しば居いに出て来た女性科学者そっくりの美人さんが出現する。

　彼女のどこか人ひと懐なつっこい笑顔に全員が妙みような安心感を覚える中……アウルが、語りかけてきた。




〈……彼女の本名ですが──アウル・ゲルミルと言います〉




『！』

〈《女神の試練》や《加護装置》を始めとした機構を開発した天才科学者にして、管理者の人工知能のベースとなった人物。それが彼女、アウルです〉

「じゃあ、キミは……」

　ぼくが女性科学者の立体映像を見つめながらも呆ほうけたように訊ねかけると、アウルは〈いえ〉と否定で応じてきた。

〈本人では勿もち論ろんありません。私はあくまで彼女の人格を元にした人工知能。……時に、女神などとも呼ばれる、ただの美び貌ぼうの才女でしかないのです〉

「なんで急に若じやつ干かんのドヤ感を差し込んできたの？」

〈ですから私の画力が低いのは、私のせいではなく、あくまで彼女のせいなのです〉

「あ、画力が低いことは自覚してたんだ」

〈システムとしての機能や知識をアウルの感性を元に運用する、それが私です〉

　──と、そこで何か思いついた様子のルウがくるりと割り入って来た。

「つまり、アウルはルウのお仲間みたいなものなのですな！」

〈違ちがいます〉

　バッサリ。

「で、ですから、ご主人を導くため、魔物の体に異世界の知識を蓄たくわえたルウと……」

〈違います〉

「わーん！　ごしゅじーん！」

　なぜかアウルに冷たくあしらわれたルウが泣きながらぼくの肩に縋すがってくる。

　ぼくは彼を「よしよし」とあやしながら、アウルに抗こう議ぎした。

「アウル、そんな、全否定しなくても……」

〈実際私と彼ではまるで成り立ちや思想が違いますので、違うと答えたまでですが〉

「なんか機械っぽい頑がん固こさと、人間っぽい振ふる舞まいが、絶ぜつ妙みような嫌いやさでハイブリッドされてるね、アウルは……」

〈こういう振る舞いに、そちらの世界の男性は弱いと聞いております。キサラギから〉

「キサラギさん、こっちの人達にロクなこと教えないな！」

　レイアおねーさんの魔法少女に対する勘かん違ちがいといい……ホント、厄やつ介かいな先代だ。

　──と、ふと、師匠がぼくの肩に手をのせてきた。振り返ってみると、そこには……。

「ピ、ピー、ガガガ、トオル。メーレイヲ、クダサイ。ガタガタ、ガッコンガッコン」

　両りよう肘ひじを無む駄だに直角に折り曲げ、カックカクと動く師匠が居た。

「……なんでロボ化してるの、師匠」

「トオルガ……コウイウノヲ……スキダトキイテ。ドオダ。ココロ、フルエルカ？　ウィーン、ガッシャン、ギーコギーコ」

「うん、ある意味震ふるえが止まらないよ。特に師匠の貧ひん弱じやくな機械人間イメージと雑すぎるキャラ作りには、ぼく、正直動どう揺ようを隠かくし切れない」

「ヨシ……デハ、コンゴノセントウモ、コノ、カクカクシタウゴキデ──」

「しないで！　ぼ、ぼくは元の師匠の方がずっと好きだなぁ！　うん！」

「え？……あ、ああ、そうか、うむ。………………。よし、もう機械、絶対しない」

　なぜか師匠が顔を真っ赤にしてこちらに背を向け、遠ざかっていく。彼女の背中を見つめて、サクヤがぽつりと、「恋こいって怖こわい……」などと呟つぶやいていた。……故意？

　ファルディオが咳せき払ばらいをして話を仕切り直す。

「まあ例の科学者──アウルが元になってんだってんなら、その微び妙みようなスタンスも理解できなくはないな。そもそも《来訪者達》ではありつつも、必ずしも人類だけの味方っつーわけでもねぇってことか」

「ワンコさんとの経けい緯いを知ると、それも無理からぬことだと思いますが……」

　サクヤが神しん妙みような面おも持もちで呟く中、アウルは少し訂てい正せいするように答えた。

〈私の立場が中立であること自体はプログラム上の必然です。ただし、権限の限りを用いて、貴方達に歴史の真実を伝えたことは……アウルの感性に従っての行動です〉
















「そっか……」

　彼女の──女性科学者・アウルの気持ちを想像して、複雑な想おもいにぼくらは囚とらわれる。

「（親友であったワンコを人が裏切って……あまつさえ自分が開発した技術達まで不本意なカタチで使われ続けていることを、彼女はどう思っているんだろう……）」

　……もしアウルが独断で今突然この世界から魔法を消し去ったとしても、誰だれにもそれを責める権利はない気がした。……まあ、現在ただの管理者たる彼女に、その権けん限げんはないのだけれど。

　皆がそれぞれにこの試練で得た情報を反はん芻すうする中、一いつ瞬しゆん、少しだけ体に負ふ荷かを覚えた。

　不思議に思っていると、アウルがアナウンスする。

〈自動昇しよう降こう装置が地下楼閣の最下層に到とう着ちやく致いたしました。お疲つかれ様です。これにて今回の試練は、終しゆう了りようです〉

　その言葉に、なんだか気が抜ぬけたように皆が一いつ斉せいに息を吐はく。

「……本当に、長々と話を聞いただけで終わりなんだね、今回の試練」

　肩かたを揉もみながら呟くと、アウルが少し申し訳なさそうに告げてくる。

〈本来ならば戦せん闘とう行こう為い等もある試練だったのですが……物足りなかったでしょうか？〉

「……いや」

　ぼくは、神妙な顔でそれに応じる。

「これまでで、一番辛つらい試練だよ。なにせ……まるで答えが見えないもの」

〈……そうですね。……申し訳ありません、トオル・ミカミ。今代の《審しん判ぱん者》たる貴方あなたにはやはり必要以上の負担を──〉

「でも」

〈？〉

　ぼくはアウルの言葉を遮さえぎると──正直空元気だったけど、それでも笑顔で答えた。

「話して貰もらって良かったよ。面めん倒どうでも、辛くてもさ……何も知らないで誰かを不幸にしちゃうよりかは、ずっとずっといいもんね！　ぼく、頑がん張ばって悩なやんでみるよ！」

　ぼくのその決意に、仲間の皆みんなが微笑ほほえみ……そして、アウルが優やさしく告げる。

〈やはり、貴方は素す晴ばらしい《審判者》です。その『悩み』に、心から感謝致いたします〉

「や、やめてよ、まだなにもしてないのにさ。くすぐったいよ」

　ぼくが照れて頭を搔くと、皆が笑った。

　重かった空気が少しだけ晴れる中、アウルが告げる。

〈ではいつもの如ごとく《審判者》以外には先に試練から退出して頂きます〉

「？　情報制限が解除されているのに、まだトオルだけへの話があるのか？」

　師し匠しようがもっともな疑問の声を上げる。アウルは確信を持って〈はい〉と応じた。

〈私の中のアウルが、《審判者》だけに伝えておくべきと判断した情報があります〉

「？　よく分からないが……まあそういうことならば、仕方あるまい」

〈ご理解感謝致します。ではトオル・ミカミのみを中ちゆう枢すう空間へ転送致します。他の皆みな様さまはこのまま昇降装置にお乗り頂き、数分お待ちください。元の階層まで上昇致します〉

　アウルがそう告げると同時に、例の如くぼくの体を光が包み込む。皆慣れたものだったものの、初めて見るサクヤだけがなにやらビックリした表情をしている。その光景にぼくがくすっと笑んだ次の瞬間──ぼくは、別の場所で浮ふ遊ゆうしていた。

　淡あわい青に満たされた、球体状の空間。

　すっかり慣れたその空間でぼんやりと待っていると、アウルの声が響ひびき出す。

〈お疲れ様でした、トオル・ミカミ。これにて全すべての試練は完かん了りようとなります〉

「あ、うん、どうも。…………えーと、で、話って？　ここって今までだとその……さっき語ってくれたみたいな情報を、ちょっとだけ教えてくれる場所だったよね？」

〈その通りです。この《審判者》だけが立ち入りを許可された中枢空間だけは、元々情報公開制限が幾いく分ぶん緩ゆるかったため、あのような手法をとらさせて頂きました〉

「ああ、そうだったんだ。……ん？　でも情報制限って、もう解除されたんだよね？　だったら今いま更さら、どうしてぼくだけここに……」

　不思議に思って首を傾かしげているぼくに、アウルが……震える声で語りかけてくる。

〈全ては、私が蒔まいてしまった種だったのです。これは、本来《審判者》の旅に、あってはならない危難。考え得る限り最低の配役〉

「？」

〈最初は小さな……ほんの小さな禍か根こんでした。しかしそれは今や最大最悪の脅きよう威いにまで育ち──遂ついには貴方の喉のど元もとにまで迫せまろうとしている〉

「あ、アウル？　い、一体何の話をしているのさ？　なに、脅威って……」

　彼女のただならぬ様子に、ぼくまで緊きん張ちようで額に脂あぶら汗あせが滲しみだす。

　そうして、静せい寂じやくの青の空間にぼくの鼓こ動どうの音だけが響く中。

　アウルは──どこか意を決した様子で。

　まるで病の告知でもするかのように、重々しく切り出してきたのだった。




〈貴方の兄──ヒロキ・ミカミについてです〉








間章　ミカミヒロキ３









「兄さんは、神様にはなれないね」

　スカイツリーの窓まど際ぎわからトオルが僕に意地の悪い笑みを向けてくる。

　僕は出来るだけ窓の外に視線をやらぬよう留意しながらも、出来るだけ平常心を装よそおって返した。

「神様が常に空から見守っているものだなんて、随ずい分ぶんと古い発想じゃないか、トオル」

「だってほら、こんなにもすごーく遠くまで見み渡わたせるんだよ？」

「らしいね」

「らしいね、じゃなくて。……兄さん、こっちおいでよ。一いつ緒しよに見ようよ、景色」

　トオルがぷっくりと頰ほおを膨ふくらませて抗議してくるも、僕はゆっくりと首を振った。

「大だい丈じよう夫ぶ。ほら、僕は人の心を読むのに長たけているからさ。景色を見る人達を観察していれば、それだけで自おのずと、直接見ずとも──」

「ごちゃごちゃ言ってないで、おいでよ」

　トオルが小走りで駆かけ寄って来て僕の腕うでを引く。その不意打ちで僕はよろめくように通路側から窓際へと近づき、そして思いがけず下界の景色を目にして──

「ひゃぅ」

　──小さく女の子のような悲鳴を上げると、細い腕をしゅるっとトオルの拘こう束そくから抜き、転がるように通路側へ戻もどってぜぇぜぇと息を切らせた。

　いつも僕への憧どう憬けいばかり口にするトオルが、珍めずらしくどこか呆あきれた様子で声をかけてくる。

「兄さん……スカイツリー上っておいて景色見ないって、なんなのさ？　そもそも、兄さんが来たいって言ったんでしょー、スカイツリー」

「うん……まあ、そうなんだけどね」

　僕はこほんと咳払いし、トオルから視線を逸そらして答える。

「一時退院のこの機会に折角だから近場の観光でもしようかって、あの仕事詰づめのリョウさ──父さんがあまりに気を遣つかった様子で提案してくれるものだから、僕としても乗らないわけにはいかず、咄とつ嗟さに口からぽろっと出た観光スポットが……」

「スカイツリーだったんだね。……こーしょきょーふしょーのくせに」

「は、はは、お、おかしなことを言うねトオル。僕が窓際に行かないというだけの理由で高所恐きよう怖ふ症しようだと結論づけるのは、いささか早計と言わざるを得な──」

「えい」

「ひゃぁ！」

　トオルにちょいと押された瞬間、僕はまた小さく悲鳴を上げ、へっぴり腰ごしで元の場所に戻って壁かべに手をついた。……そうしてトオルに表情が悟さとられないよう俯うつむきながら……仕方なく、認める。

「……はい、怖いです、高い所」

「はぁ……いざスカイツリー上るって段階で急にぼくらだけで行くとか言いだしたから、何かありそうだとは思ってたけどさ……」

「……面めん目ぼくない」

　僕は壁に背を預け、力なくトオルに微笑み返した。トオルは呆れた様な──だけど今度はどこか優やさしい表情で笑い、僕と同様に壁に背を預けてくる。

　僕らは通路を挟はさんだ窓から、観光客越ごしに曇どん天てんの空を眺ながめた。

「自分でも不思議だよ。恐怖なんて、とっくに克こく服ふく出来ていると思っていたのに……」

「あ、りんごあめのあれ？　心をこーてぃんぐするやつ？」

　トオルがこの間僕が教えた理論を口にする。僕は苦笑いで首を横に振ふった。

「それのもっと手前、最も早はやコーティングの必要さえないレベルだと自負していたんだけどね。……まさか自分が、こんなにも高い所が駄だ目めだったとは」

「あれ？　でも、病室は四階だけど大だい丈じよう夫ぶなの？」

「あー、今考えれば、無意識に下を見ないようにはしていたかもね。ここみたいに、絶対駄目、みたいなレベルじゃないけどさ」

　思わず溜ため息いきをつく。我ながら情けないというか……不可解というか。

　死など、僕はとうに受け容いれていたはずじゃないか。

　なのに今更体がこうまで高所を恐おそれるというのは、一体なんの冗じよう談だんなのだろう。

　僕が落ち込んでいると見たのか、トオルがフォローするように告げて来た。

「まあ高いところ怖いのは、理り屈くつじゃないかもだよね。ぼくは大好きだけど」

　それを聞いた途と端たん「馬ば鹿かと煙けむりは……」という言葉が思い浮うかんだものの、流石さすがにそっと胸にしまっておくことにした。

「実際トオルは、足あし下もとがガラスの床ゆかになっているとこでも、平気で跳とびはねてたものね」

　あんなのホント正気の沙さ汰たじゃない。意味が分からない。リスクしかない行こう為いだ。

　しかしトオルは笑顔でそれにも応じる。

「うん。なんか落ちそうな感じで、お腹なかがひゅっとして、楽しいもの」

「……意味が分からない」

　僕は思わず首を竦すくめる。トオルが「その分だと、兄さんはジェットコースターとかも駄目そうだねー」なんて何処どこか嬉うれしそうに言っていた。……なにやら、僕の人間らしい弱点を見つけたことがやたらと嬉しいらしい。

　僕は窓の外の空を見上げながら、少し自分を擁よう護ごしてみる。

「実際、テレビやパソコンで高所からの景色を見るのはなんでもないんだよ」

「うん、むしろ兄さん大好きだもんね、そういうの」

「ああ。だから今日も大丈夫だと思っていたんだけど……甘かった」

　窓を高画質の大型テレビモニターだと思い込んでみよう、なんて小こ賢ざかしい自己催さい眠みんさえ通用しない。どうしようもなく、そこが高所であることを意識してしまう。

「兄さんは、神様にはなれないね」

　トオルが先さき程ほどの言葉をもう一度繰くり返してきた。しかし僕はそれに反論する。

「いや、そうとも言えないさ。神様の人間管理方法がパソコンのようなインターフェースを通して行われるならば、僕でも充じゆう分ぶんに務まるんじゃないかな」

「むー、またそうやって、ぼくに分からない小難しい屁へ理り屈くつみたいなことを……」

「屁理屈なものか。実際トオルの思い描えがくような神様という存在が……人を見守る者がいたとして、その存在と人間達との間には、ガラス以上の隔へだたりがあって然しかるべきさ」

「どうして？」

「そうじゃないと、客観的な仕事が出来ないだろう？　マクロな目で物事を見て、感情に流されず、全てに粛しゆく々しゆくと対処する。そのためには、距きよ離りが必要だ」

「んー……？」

　トオルがなんだか納なつ得とくいかない様子で腕を組んで唸うなっている。彼はしばらく悩なやむ素そ振ぶりを見せた後、僕を見上げて反論してきた。

「言葉の意味はよくわかんないけど……ぼくは、逆だと思うな」

「逆？」

「うん。神様はきっと……皆の傍そばにいてくれて、誰だれよりも親身になってくれる人だよ」

「ははっ、なるほど、それはまたトオルらしい優しい世界観──」




「だけど、結局は何も出来ずにすごーく心を痛めるしかないのが、神様なんだと思う」




「…………」

　僕は思わず押し黙だまる。……海難事故で「良き人」の犠ぎ牲せいの上に生き残った経験や、最初から僕やフウトのような体に生まれてしまう人間の存在を知っているトオルの宗教観は……泣きたくなるほどの優しさと諦てい観かんで塗ぬりつぶされていた。

　しかし彼は、それでも屈くつ託たくなく笑う。

「あ、そういう意味じゃ、兄さんはやっぱり神様に向いているかも！」

「……どうして？」

　僕の問い掛かけに、トオルは壁から背を離はなして僕の正面に回り込むと、無む邪じや気きな笑顔ではにかんだ。

「兄さんは皆みなの気持ちが良く分かって、優しくて、その上……力にもなってくれるからさ！　今の神様なんかよりも、ずっと神様に向いているんだよ、きっと！」

　トオルはそう告げると、「兄さんの分も景色見てくるー！」と元気に窓際へと走り出した。

　彼の僕に対する憧憬は、いつだってくすぐったくて……いつだって、ちくりと痛い。

　死への恐怖どころか、まるで今にも外に飛び出してしまうのではないかという勢いで、窓の外を一心不乱に眺めるトオル。

　彼の背を見つめながら……僕は、ぽつりとひとりごちた。

「……トオル。僕は『皆』なんて、ホントはどうでもいいんだ。目的のためなら、他者を犠牲にすることも厭いとわない。……そんな僕はさ、神様どころか、むしろ──」

　諦観と皮肉がないまぜになった歪いびつな笑みが、僕の顔へと浮かぶ。




「──魔ま王おうの方が、よっぽど向いているんじゃないかな」








第三章　魔ま王おう









「おいおい、トオルの兄貴がこっちに来てるって言うのかよ!?」

　ファルディオの大きなリアクションに、ぼくは神しん妙みように頷うなずいて返す。

《裁きの楼ろう閣かく》を出てルーンヘイムへの帰き途とについて約一時間。砂さ丘きゆうエリアを抜ぬけ、まばらに草木の茂しげる穏おだやかな平原に差し掛かかった所で。おずおずとぼくが切り出したその話に、ファルディオのみならず皆は驚おどろきの表情を返してきた。

　ぼくは一度大きく深呼吸してから続ける。

「ぼくみたいに特とく殊しゆな実体を持ってじゃなくて、あくまで魂たましいだけらしいけど。こっちの……とある存在の体に宿って、意識や知識を共有しているんだって」

「とある存在？」

　不ふ審しんそうに首を傾かしげる師し匠しよう。ぼくは「うん」と頷いて続けた。

「なぜかアウル、そこだけは少しぼかした表現するんだ」

「情報公開制限が解かれており、なおかつ《審しん判ぱん者》たるトオルと二人きりという状じよう況きようにもかかわらずか？」

「うん。なんか『私の蒔まいた種だからこそ、私に深く介かい入にゆうする権利はない』って」

「……それはまた、微び妙みような表現をしたものだな」

　師匠が腕うでを組んで考え込む。ファルディオの頭の上で跳はねたルウが「つまり」と話を纏まとめるように切り出してきた。

「今回の試練で聞いた人類と魔物の関係性と似たことではありませんかな。アウルはこの世界を取り巻く事情の殆ほとんど全すべてを知る者なのでしょうが、だからこそ、全てに対して中立の立場を貫つらぬかざるを得ないと──」

「…………」

「ご主人？」

　黙り込んでしまっていたぼくを、こちらまで飛んできたルウが心配げに覗のぞき込む。

　ぼくは「あ、ご、ごめん」と態度を取り繕つくろって返し、話を再開させた。

「確かにアウルの口くち振ぶりはそんな感じだった。管理者としてぼくに忠告や警告はするけれども、『協力』まではしない、っていうのかな」

「つまり、トオルに知らされた情報は、あくまで『兄の魂がこちらの誰かに宿っている』ということでしかない、ということか」

「そう……。……それに……」

「？　それに？　なんです？」

　これまで黙って話を聞いていたサクヤが、瞳ひとみに無邪気な好こう奇き心しんを宿らせて訊たずねて来る。ぼくが再三憧あこがれを語ってきた兄さんに、単純な興味があるのかもしれない。他の皆もまた、どちらかというと、「よかったじゃないか」という雰ふん囲い気きだ。

　だけどぼくは……おもわず表情を曇くもらせる。

『？』

　皆が不思議そうに見守る中。

　ぼくは……しばらく沈ちん黙もくして、気持ちを静めた後。

　意を決して、その残ざん酷こくな追加情報を、告げた。




「どうも、兄さんは、ぼくと……ぼくらと敵対するような立場らしいんだ」




『！』

　皆が驚きに息を吞み、思わず足を止める。……皆知っていたからだ。ぼくがいかに、兄さんを大事に思っているのか。

　穏やかな晴天の中、流れてきた小さな雲が太陽を隠かくし、一時的に場が酷ひどく陰かげる。

　重苦しい沈黙の中……ファルディオが、ごくりと唾つばを吞んで切り出してきた。

「トオルと……勇者と敵対する立場で、なおかつ、アウルが『中立』を保とうとする相手っつーことは……それってつまりは──」

　ファルディオが核かく心しんに迫せまろうとした、その刹せつ那な。




「あれ？　もしかして、凄すごくいいタイミングだったかな？」




『!?』

　突とつ如じよ割り込んできた第三者の声に、ぼくらは心臓を跳ね上がらせながらも咄とつ嗟さに臨戦態勢の構えを取った。

　──いつの間にか、目の前に、誰かが、居た。

「いやぁ、ボクって昔っから、ここぞという場面にこそ出くわすんだよね。あ、別に狙ねらってやってるわけでもないんだよ？　ホントに」

　やたらと気安く話しかけながら、こちらに向かって来る小さな人ひと影かげ。丁度雲で陽ひが陰った瞬しゆん間かんのことだったため、まだ目が暗順応しきらず、ぼんやりとしか確かく認にん出来ない。

「（……子供？　ぼくと同じくらいの体格で……それに……凄く軽装で……）」

　徐じよ々じよにその姿をハッキリ認識するにつれ──しかしぼくらは、余計に混乱した。

　──明らかに、異様だ。

　息を吞のむ程美しい銀ぎん髪ぱつに、景色が透すけて見えそうな程に白い肌はだと華きや奢しやな体たい軀く。

　なによりその足あし下もとは、なぜか裸足はだしだ。

　こんな人里離はなれた場所に、軽装が過ぎる子供一人。明らかに異常事態だけど、かといって何か事件に巻き込まれた風でもない。

　そして、なによりもぼくらを警けい戒かいさせたのは──

「（ぼくも師匠も──彼が声をかけてきたまさにその瞬間まで、一いつ切さいその気配を察知していなかった！……ぼく達の、まさに進行方向から来たのに、だよ!?）」

　──まるで空気中から突とつ然ぜん生まれてきたかのような唐とう突とつさ。

　師匠が剣けんの柄つかに手をかけ、ぼくがミョルニルロッドを構える中、しかし少年はそれさえまるで意に介かいさない様子で親しげに距離を詰つめてくる。

「……ごめん、正直言うと少しタイミングは測った。ほら、第一印象って大事でしょ？」

　鈴すずを転がすような中性的な声で、妙みように親しげに話しかけてくる少年。

　……その何処どこか「儚はかなげ」な印象に、ぼくは一瞬ある人物を連想し、だけど慌あわててそのイメージを振ふり払はらった。……そんなはずない。

　ぼくらがそれぞれの動どう揺ように動きを止める中、少年はいつの間にやらぼくのすぐ正面まで来ると。

　ニッコリと微笑ほほえみ、握あく手しゆを求めるように白い手を差し出してきた。

「というわけで、初めましてだね、《勇者》トオル・ミカミ君。……ああ、いや、やっぱりここは正式に《審判者》と呼ぶべきかな？」

「……キミは……」

　ぼくは握手に応じるべきか迷いながらも、とにかく呆ほうけたように訊ねる。

　すると彼は笑顔のままで返してきた。

「ボクはヨル。よろしくね」

「ヨル……」

　ぼくがぽつりとその名前を呼ぶ中、師匠が更さらに警戒を強め、今にも差し出されたヨルの手首を撥はね飛ばしそうな殺気を[image: 迸]ほとばしらせる。……味方であるぼくたちでさえ、肌がひりつくような威い圧あつ感。

　しかしそんな殺気をぶつけられた当の本人は、ケロリとしたものだった。

「あ、なんかごめんね？」

　師匠に向かって軽く謝罪するヨル。まるで軽く肩かたがぶつかったかのような対応に、流石さすがの師匠も少し毒気を抜かれた様子で戸と惑まどいの視線を返す。

　ヨルは微び苦く笑しようしながら続けてきた。

「まずはボクが『何者か』ってことを言った方が良かったんだね？　別に焦じらすつもりはこれっぽちもなかったんだよ。でもほら実際ボク、決まった肩かた書がきがなくてね。かといって『無職のヨルです』って名乗るのも抵てい抗こうあるわけで……」

　彼がそこまで親しげに喋しやべったところで──その言葉を遮さえぎるように師匠が突とつ然ぜん怒ど鳴なる。

「いいからさっさと本題に入れ！　貴様は何者だ！」

　師匠の表情に珍めずらしく焦あせりの色が滲にじむ。実力が測れず、ペースも摑つかめない正体不明の存在と相対するというのは、酷く精神を摩ま耗もうさせるらしい。

　ぼくらが固かた唾ずを吞んで見守る中、ヨルは困った様子で眉まゆを顰ひそめた。

「いや、だからさぁ……」

「……新手の《魔人》、なのだろう？」

　師匠が核心を突つく。それはもう、恐おそらくサクヤ以外の全員が予感していたことだった。

　しかしヨルはと言えば……ぼくらの予想に反して、酷く微妙な表情を返してきた。

「あー……まー……そう思って貰もらって構わないといえば構わないんだけど……んー……でもなぁ……実際少し違ちがうわけだし……けど正確にはどう表現したらいいものか……」
















　なにやら酷く面めん倒どう臭くさげに頭をぽりぽりと搔かくヨル。彼は師匠の鋭するどい視線をもう一度確認すると……なにやら諦あきらめた様子で一つ溜ため息いきをついてから、切り出してきた。

「そうだなぁ。その……正直自分で言うのは恥はずかしいにも程ほどがあるけど……まあ、でも魔人達の言葉を借りて、キミ達に一番分かりやすいであろう表現で言うと、その……」

　ヨルはなにやら酷くもじもじとしながらも……その、衝しよう撃げき的な台詞せりふをぽつりと呟つぶやく。




「《魔王》……ってことに、なるのかなぁ……」




『!?』

　ぼくらは思わず言葉を失い、師匠までもが警戒を緩ゆるめるほどに啞あ然ぜんとする。

　ヨルはしばらく恥ずかしそうにもじもじとするも、しかしすぐに「あ！」と何か重大なことにでも思い当たったかのような声を上げる。

「そうだ！　もうキミ達、《裁きの楼閣》でボクが許可を出した歴史情報──紙かみ芝しば居いを見ているんだものね！　だったら他の表現全然あったじゃん！　あー、もう、失敗した！　なんだよー！　だったら《魔王》とかって恥ずかしい呼び名、名乗る必要なかったんだなぁー。……ああっ、もう！」

　なにやら酷く子供っぽく悔くやしがり、地じ団だん駄だを踏ふむヨル。

　彼は一つ咳せき払ばらいをすると、改めてぼくらに対たい峙じしてきた。

「やっぱり少し訂てい正せいさせて。もっと的確な自己紹しよう介かいが見つかったからさ」

　ぼくらに有う無むを言わせない様子で勝手に話を進めていくヨル。

　……ぼくらの頭上を、ゆっくりと雲が流れていく。呆れる程に平和な昼下がり。

　再び太陽が顔を覗かせ──景色の全てが鮮あざやかに色付き始める中。

　ヨルは、思わず見とれてしまうような綺き麗れいな笑顔で、実に爽さわやかに──

　──そのいきなり核心に迫るような自己紹介を、こともなげに告げて来た。




「どうも《ワンコ》こと、ヨルです」




『────』

「あ、《家主》とか《星の代弁者》とかって表現の方が分かりやすかったかな？」

　……そう言ってはにかむ彼の首もとでは。

　陽ひの光を反射した綺麗な水色の鈴が、チリンと小さく鳴っていた。




　　　　＊




「待て……な、なにを言っている？　あれはあくまで、昔話では……」

　師し匠しようが困こん惑わくした様子で訊ねる。ヨルは「うん」と素す直なおに首しゆ肯こうした。

「昔話だよ。ボクの……いや、ボクらの、昔話」

「しかし、それでは年ねん齢れいが……」

「今いま更さらボクみたいな存在を、人の寿じゆ命みようの概がい念ねんで図はかるわけ？」

「……いや、しかし、だとしても、人類の裏切りで《家主》は封ふう印いんされたのでは……」

「解けた」

「解けたって……」

　常にあっさりとした物言いをするヨルに、師匠はすっかりペースを乱され気味だ。

　流石に分ぶが悪いと見てとったファルディオが、彼女に代わるように切り出す。

「さっきから勝手にべらべらと自己紹介してくれちゃっているがよ。その随ずい分ぶんとご大層なてめぇの正体とやらが、真実である証しよう拠こでもあんのかよ、ええ？」

「証拠？　証拠ねぇ……うーん……」

　また無茶な話の振り方をするものだと、ぼくらは思わずファルディオを軽けい蔑べつの視線で見やる。実際彼が《魔王》と呼ばれるような存在だとして、まさか身分証があるわけでもなし、やはり答えようがないじゃないか。

　ぼくらが彼の要求を一いつ旦たん撤てつ回かいしようかと考えていると。

　ヨルは突然パッと表情を輝かがやかせたかと思うと、無む邪じや気きに提案してきた。

「あ、じゃあ、こんなのはどうかな？」

　そう告げるや否いなや、彼は上じよう機き嫌げんに指をパチンと弾はじく。そのあまりに不可解な行こう為いに、最も早はや警戒も忘れて首を傾かしげるぼくら。

　そうして、全員が彼の意図を図りかね、戸惑い続けること数秒。

　ガクンという、足が地面から一瞬離はなれるかのような縦たて揺ゆれを合図に──




　──突如、巨きよ大だいな地じ震しんがぼくらを襲おそった。




「わぁぁぁ!?」

　師匠さえも立っていられない程の滅め茶ちや苦く茶ちやな揺れがぼくらを襲う。その場の全員が、慌ててしゃがみ込んで地面に手をつくも、だけどなぜかヨルだけは揺れをものともせず、その場に確しつかりと立っていた。

　ぼくと師匠はヨルを警戒しつつ戦せん闘とうの構えを取ろうとするも、とてもじゃないがまともに立っていられない。

　仕方なく膝ひざをつきながらヨルを一心に睨にらんだままで、地震が収まるのを待つ。

　その状態が、一分弱続いた頃ころ。

　徐々に揺れが収まり始め……更にその数秒後には、完全にぴたりと止まった。

　ヨルは依い然ぜんとしてニコニコしたままで、特に何か攻こう撃げきを仕し掛かけてくる様子もない。

　ぼくと師匠が顔を見合わせる中……背後からサクヤの驚おどろくような声が聞こえてきた。何事かと振り返ると、彼女はその場に立ちすくみ、そして……なにやらぼくらの前方を指差している。

　全員で彼女の指し示す方向を見やると、そこには……。

『な……!?』




　丘おかがあった。




　──先程までは、見み渡わたす限かぎりになだらかな地面の続く平原だった、その場所に。

　今は。

　ぼくらの前方数百メートル先に……まるで最初からそこにあったとでも言わんばかりに、大きく地面が隆りゆう起きして丘が形成されていた。

　一体何が起こったのか分からず啞然とするぼくらに、ヨルが笑顔で語りかけてくる。

「えっと、こういうことが出来るのって……証拠にならないかな？」

「……こ……こういうことって……？」

　擦かすれる喉のどから必死に発したぼくの質問に、ヨルはうーんと首を傾げて……それから、突とつ然ぜん宙にふわりと浮ういた。

『────』

　最早警けい戒かいする気にさえなれないぼくらが呆然と見守る中、彼は数メートル浮き上がると、今度は天に向けて人差し指を立てた。途と端たん、これまで快晴だった空にどこからかとてつもない速度で雲が湧わき、たったの数秒で巨大入道雲にまで成長し、ぼくらに影かげを落としたかと思うと、次の瞬しゆん間かんには辺り一面に雨を降らせる。

「……よし、次は……」

　ヨルは降雨状じよう況きように満足したかのような様子を見せると、今度はふいっと上空の雲を煽あおぐかのように手を振る。途端、噓うそのように巨大入道雲が霧む散さんし、快晴の空へと変わった。

　そのまま彼は更に上じよう昇しようしつつ、今度はぼくらの目の前の地面を指差す。

　何かと思って彼の指し示す地点を眺ながめると……突然、地面から植物の芽が顔を出した──と思ったのも束つかの間、それはぐんぐんと恐るべき速度で生長を始め、そのままあれよあれよという間に──樹じゆ齢れい数百年を思わせる巨大樹へとまで変へん貌ぼうを果たした。

『…………』

　最早口をあんぐりと開けるばかりで、声の一つさえも上げられないぼくらに……。

　ヨルは、上空からゆっくりと目の前に降りてくると、はにかんだ笑え顔がおで説明を続けた。




「つまり、この星の全すべては、大たい概がいボクの意のままってことなんだけど……」




『…………』

「……納なつ得とくしてもらえたと見て、いいのかな？　いいよね？」

『…………』

　そのあまりに規格外な自己紹介に、ただただ呆ほうけ続けるしかないぼくら。

　最早ぼくらに彼の《魔王》だとか《星の代弁者》だとかっていう自己紹介を疑う気持ちは、微み塵じんもない。

　しかし代わりに、現在ぼくらの心を支配しているのは、もっと別のものだった。

　それは──

「さて……」

　ヨルは自己紹介が通ったことに胸むねを撫なで下ろすと、どこかスッキリした様子で切り出してくる。

「ボクは当然、キミ達の敵なわけだけれど……そろそろ仕掛けていいかな？」

　──こんな存在が、今まさに敵として立ちはだかっているということの絶望感に……ぼくらの心は、真っ黒く塗ぬりつぶされてしまっていたのだった。




　　　　＊




「過去の経験から、ボク、『不意打ち』ってのだけは反吐へどが出る程嫌きらいでね。だからこうして、心底憎ぞう悪おする《審しん判ぱん者》にさえも、長々と自己紹介してきたわけなんだけどさ」

『…………！』

　ヨルからジワジワと[image: 迸]ほとばしり始めた殺気に、ぼくらは慌あわてて臨戦態勢に移る。師匠は剣けんを、ぼくはミョルニルロッドを、ファルディオは杖つえを構え、ルウとサクヤは二人で寄り添そいつつ一歩後退する。

　対するヨルは、表情こそ穏おだやかながらも怖おぞ気けがする程の暴力的な空気を身に纏まといつつ、再び宙にふわりと浮いていく。

「敵対理由と大まかな能力説明が終わった今、これ以上話すこともないよね？」

　ニコニコと語るヨルに、ファルディオがガタガタと怯おびえながら切り出す。

「ち、ちなみに、その……交こう渉しようの余地とかは？」

「あると思うのかい？」

「う……で、でも、互たがいに、戦わないにこしたことはないだろう？」

「ふむ……」

　意外にもヨルはそこで顎あごに手をやって、少し考える素そ振ぶりを見せた。

　ぼくらが固かた唾ずを吞のんで見守る中、ヨルは何か思い出した様子でピンと指を立てる。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶ、《審判者》以外は殺さない約束だから、キミらは安心していいよ？」

『!?』

　その謎なぞに満ちた言葉にぼくらは動どう揺ようし、ファルディオが訊たずね返す。

「や、約束って……誰だれとの約束だよそりゃあ！」

「？　今更何言ってるのさ。大体想像つくでしょ？」

「ああ!?　勿もつ体たいぶってねぇでさっさと──」




「ヒロキ・ミカミ──トオル君の、お兄さんだよ」




『な────』

　ヨルの言葉に衝しよう撃げきを受けるぼくら。……確かに彼の言うとおり、既すでにある程度予期はしていた状況だった。だけどまさか……それを、こんなにもあっさりと……。

　ぼくが息を吞んで立ちすくみ、皆みなが心配げにぼくを見守る中……ヨルは、困ったように頭を搔かいて、しかしすぐに、意を決した様子で、掌てのひらをぼくの方へと向けて来た。

「ごめん、流石さすがにそろそろいくよ？」

　その言葉と同時に、彼の背後にそびえ立っていた巨きよ木ぼくから無数の枝が触しよく手しゆのように伸のびてぼくへと迫せまって来た！

「トオル！」

　触手群の第だい一いち陣じんを師匠が目にも留まらぬ剣捌さばきで斬り払はらう。ぼくはすぐに意識を切り替かえると、事前の宣告通り枝があくまで自分だけに狙ねらいを定めているのを確かく認にんし、大きく跳ちよう躍やくしてその場を脱だつする。

　案の定、上空まで追って来る枝の群。その先せん端たんは通常の自然界ではありえない程に鋭するどく尖とがり、植物としてはあるまじき、明確な殺意を滾たぎらせている。

　ぼくはファルディオやルウ、そしてサクヤに危険が迫っていないことを確認すると、制限解除したミョルニルロッドで大きな枝を打ち払い、また[image: 迸]る電でん撃げきで細かな枝を焼き切ることで、なんとか攻撃を凌しのぎきって着地を果たす。

　そんなぼくを、ヨルは一いつ旦たん植物攻撃の手を休めて、上空から感心した様子で見守っていた。

「驚いたな。ゲインから聞いてはいたけど、本当に規格外の膂りよ力りよくを授さずかった《審判者》だ」

「……っぅ！　ヨル！」

　首を傾げるヨルに、ぼくは大声で叫さけびかけて訊ねる。

「兄さんとキミはどういう関係なんだよ！」

「どういう？　うーん、案外難しい質問だね。まあ……」

　ヨルはなぜかそこで、悪戯いたずらな笑みを浮かべた。

「少なくとも血の繫つながらない兄弟なんかよりはずっと密接な運命共同体……かな？」

「く……！」

　カァッと頭に血が上る。感情がぐっちゃぐちゃで、自分でも何が何やらわからない。

　この世界の成り立ち、魔ま王おうヨルの力と挑ちよう発はつ……兄さんの裏切り。

　とにかく気付いた時には、ぼくは──全力で地を蹴けって、巨大樹の前に浮ふ遊ゆうするヨルへと迫っていた。

「うわぁあああああああああああああああああああああああ！」

「トオル！」

　あまりに無策な猛もう進しんを咎とがめるような師し匠しようの声が飛ぶ。が、ぼくは構わずミョルニルロッドを両手で振ふりかぶると、ヨルへと向かってそれを全力で振り下ろし──

「ありがとう、すまない」

「え──」

　彼がなにやら不可解な礼を告げた、その直後──

〈キィイイイイイイイイ！〉

「な!?」

　──ヨルとぼくの間に高速で滑すべり込んできた鳥型の魔物が、彼をかばうようにぼくの一撃を受けていた。

　その隙すきにヨルが浮遊移動でぼくの攻撃範はん囲いを離り脱だつする中、ぼくの渾こん身しんの一撃をまともに受けた鳥型魔物がキラキラとした光こう粒りゆうとなって消えて行く。

「っぅ」

　ぼくはなんとも言えない気持ちを抱かかえたままで落下し、着地。傍そばまで駆かけ寄ってきてくれていた師匠と合流し、上空のヨルを睨にらんだ。

　彼は鳥の残した光粒群が落下していく様を見つめたままで、こちらに攻こう撃げきしてくる素振りを見せない。

「（……なんだよこれ……。……これじゃあまるで、ぼくの方が……）」

「それは今じゃない、トオル」

「え」

　ぼくの肩かたに手を置いた師匠が、ヨルに視線をやったままで告げる。

「後こう悔かいも検証も思想の転向も、全すべてはまず生き残ってからだ」

「……うん、ごめん」

　ぼくは自分の未熟さを恥はじて気を引き締しめ直すと、師匠と同様、今度は無む闇やみに飛び込むことなく上空のヨルの動向を見守る。

　彼は悲しげに光粒の最後の一ひと粒つぶまで消失するのを見守ってから、苦い笑みをこちらに向けて来た。

「まったく、困ったものだよ。ボクは一度も頼たのんでないのにね。……いつだって、こうさ。こんなボクのために自らの命を投げ出すなんて……まったく馬ば鹿かげてる。無む駄だ死じにも程ほどがある。ただ『本能』に身を任せる存在だなんて、低てい俗ぞくな星の奴ど隷れいもいいとこだ」

『…………』

　胸がズキンとする。……ヨルの言葉と、何か大事なことが、ぼくの中で重なりかける。

「でもだからこそ──」

　瞳ひとみに強い意志を宿らせて、ぼくらに再び掌を向けるヨル。

「──ボクは彼らに、報むくいなければいけない」

　その言葉と同時に、ぼくらの足あし下もとが突とつ然ぜんの地割れを起こした。

「トオル！　セシリア！」「ご主人！」「危ない！」

　少し離はなれた場所から仲間達の悲鳴が響ひびく中、対処する間もなく足場を失ったぼくと師匠は、まるで為なす術すべなく奈な落らくの底へと落下していく。

　とはいえ勇者の膂力があれば、ちょっとした高所からの着地ぐらいなら充じゆう分ぶん耐たえられる。

「（あとは師匠をどう助けるかだけど──）」

　瞬しゆん時じに対策を練りつつ、ちらりと谷底までの距きよ離りを確認する。が、そんな余よ裕ゆうぶったぼくの視界に飛び込んで来た光景は──

「（噓うそでしょ……!?）」

　──底なしの闇だった。

　勇者の強化された視力を以もつてしてもまるで終着点の見えない、黄泉よみまで続くかの如ごとき谷に、ぼくと師匠は延々と落下していく。

「（まさか……底が、ない!?）」

　いかに勇者と言えど、宙に投げ出されたまま何にも触ふれられないのでは、力の発揮をしようもない。規格外の膂力を持つ人間に対し、あまりに絶ぜつ妙みような一手。

「（星の奥深くまで落ちたら……どうなるんだっけ？　なんか……熱いんだっけ？）」

　正直理科や社会の授業はよく聞いて無かったから全然わからない。けど、精神衛生上という意味では、よく分からなくて良かった気もする。

　とにかく不味まずいことは確かだ。このままでは完全に「詰つみ」。笑えるほどにどうしようもない。

　──落下したのが、一人きりで、だったなら。

「師匠！」

　ミョルニルロッドの電撃機能を切りながら叫ぶぼく。

「ああ！」

　師匠は細い剣を頑がん丈じような鞘さやに収めつつ、手早くベルトから取り外す。

　そうしてぼくと師匠は、落下しながらも寄り添い、目を見合わせると──

　──直後、互いの武器を全力でぶつけ合い、その反動でそれぞれをクレバスの壁へき面めんへと飛ばし合った。

「おお？」

　上空のヨルがどこか感心した様子を見せる中、ぼくと師匠は壁面をつかって跳躍し、互いの軌き跡せきがクロスを描えがくようにして上じよう昇しようしていく。

　ヨルは呆あきれたような、驚おどろいたような顔をしていた。

「こうなってくると、最も早はや『人類』とは呼びたくないレベルだね、キミ達……」

　そう言いながらもこちらに掌を向け、あろうことか今度はクレバス間の距離を広げてくるヨル。その本当に「神様まがい」の能力に畏い怖ふしながらも、ぼくらは素す早ばやい状じよう況きよう判断の下もとそれぞれ片側の壁面に、師匠は剣けんを刺さし、ぼくは出っ張りに手を掛かけることで一旦張り付いた。

　このぼくらの対応力には、ヨルも辟へき易えきした様子を見せる。

「しつこいなぁ、もう。全盛期なら、まだやりようもあったけど……」

　なにやらブツブツ呟つぶやくヨル。──と、そんな彼の顔に向けて突然どこからか石いし礫つぶてが飛来する。が、ヨルがふいっと手を振ると共に巻き起こった風に簡単に阻はばまれてしまった。

　そうかと思えば更さらに今度はファルディオのハイクオリアと思おぼしき光こう弾だんが飛来するも、これまた突然空気中に出現した水の壁かべに阻まれて散ってしまう。

　……どうやら地上ではルウ達が頑がん張ばってくれているらしい。

　その甲か斐いあってか、ヨルは少し苛いら立だった様子で「あー面めん倒どう臭くさい！」と叫ぶと、なにやら少しヤケクソ気味に両手を広げ、そして──パァンと乾かわいた拍ひよう子しを打った。

　刹せつ那な──。

『!?』

　──それまで拡大を続けていたクレバスの両壁が、一転、今度は高速で閉じていく。

　このままでは二人とも土壁に潰つぶされる。

　ぼくらは即そく座ざに覚かく悟ごを決めると、それぞれ思い切って壁に張り付くのをやめ、狭せばまる壁を用いた跳躍を再開し、そして……。

「ま、そうなっちゃうよね」

　間かん一いつ髪ぱつのところで、地上に飛び出たぼくと師匠を見て、ヨルが残念そうに嘆たん息そくした。

　ぼくと師匠はと言えば──

「げほっ、げほっ……」「……はぁ……はぁ……」

　──巨大な自然の力の脅きよう威いに晒さらされ続けたことによって、異常なまでの精神疲ひ労ろうを覚え……ただただ、荒あら々あらしい呼吸を繰くり返すしかなかった。

　戦意が、じわじわと挫くじかれていく。

　ある意味においてゲインに襲おそわれた時以上の絶望感。

　逃にげに徹てつすればなんとかなるとか、死力を尽つくせば倒たおせる可能性があるとか……そういう些さ細さいな希望さえも抱いだかせて貰もらえない、圧あつ倒とう的な力の差。

　立ち向かうとか、策を練るとか……最早そういった段階にない脅威。

　ぼくと師匠が荒あらく息をし、ヨルが上空で次の攻撃を検討するかのように手を止める中……ルウやファルディオ、サクヤ達が、危険を顧かえりみない様子でぼくらに駆け寄ってくる。

「トオル、セシリア！　ヤバすぎるぞこりゃあ！」

「知ってるよ」

　ファルディオらしい、どこか緊きん張ちよう感の欠けた物言いに思わず脱だつ力りよくさせられる。……まあでも、彼のことだから、戦意を失いつつあったぼくと師匠の気力を多少なりとも回復させようとしてのことなんだろう。ありがたいけど、なんだか悔くやしい。

　師匠はヨルに警けい戒かいしつつもファルディオ達をちらりと見て、厳しく応じた。

「なぜ駆け寄って来た。正直足手まとい以外の何物でもない」

「お前、事実とはいえ救きゆう援えんに来た仲間によくそういう辛しん辣らつなこと言えるな。……それに実際、戦力にならなくても『足手まとい』とも言い切れないと思うぜ」

「？　どういう意味だ？」

「見てみろよ」

　師匠の疑問を受けたファルディオが、上空のヨルを顎あごで指す。

　ぼくらが確かく認にんしてみると、そこには……どこか、困った風な顔をするヨルが居た。

　ニヤリと性格悪い笑えみを浮うかべたファルディオが、無む駄だに堂々とヨルに声をかける。

「やり辛づらそうだなぁ、魔ま王おうさんよぉ、ええ？」

「……キミ、聞いていた以上にイヤなヤツだなぁ」

「お褒ほめの言葉ありがとよ。どうだい？　トオル以外殺さない約束があるんだよなぁ？　だったら、俺達がまとまっているこの状況じゃ、規模のでけぇこと出来ねぇだろ？」

　ファルディオの言葉に、ぼくと師匠は『あ』と目から鱗うろこが落ちる思いだった。

　しかしすぐに、師匠が「いや待て」と疑問を呈ていす。

「その割には先程、完全に私ごとトオルを殺しにかかっていなかったか、貴様」

　睨みつける師匠に、彼は笑顔で応じる。

「《審しん判ぱん者》ならいざ知らず、《シヴィル》があの程度で死ぬとは思っていないさ」

「……私の家いえ柄がらのことを知っているのか」

「知っているもなにも」

　ヨルはなにやら酷ひどく心外そうに振ふる舞まった。

「キミがどう説明されているかは知らないけれど、そもそも、人類がこのボクに『魔法抜ぬきで』対たい抗こう出来る武力を育てるべく作られた一族が《シヴィル》じゃないか」

「な……に？」

　師し匠しようが驚いた様子で目を見開く中、しかしヨルは特に気にした様子もなく淡たん々たんと続ける。

「そんな《シヴィル》相手に必要以上の手加減も出来ないさ。ただでさえ長年の封ふう印いんでボクは弱体化しているんだ」

「弱体化って……」

　ぼくは思わずげんなりと呟く。……あれで、弱体化？　じゃあ元々は、一体何が出来たっていうんだよ。そんなのもう……ホントに神様じゃないか。

「（……神様……か）」

　ぼくは以前、自分が「神様に向いている」と評した人物のことを思い出して、なんだか酷く苦い気持ちになる。

　ファルディオがどこか呆れた様子で、ヨルに声をかけた。

「おいおい、なんでもありかよ、てめぇ……」

「いやいや、なんでもではないよ。ボクにだって出来ないことはあるさ」

「……たとえば、なんだよ？」

　ファルディオがヨルに質問する。……もしかして、ぼくらの体力が回復するまでの時じ間かん稼かせぎでもしてくれようとしているのだろうか。

　ヨルはそれに気付いているのかいないのか、どこか楽しそうに「そうだねぇ」と応じると、少し考えて、ニコッとファルディオに笑顔を向けた。

「ああ、キミのそれだよ、それ。それはボクにも、出来ない」

「ああ？　それってなんのこと──」

「禁きん忌き魔法、だっけ？」

『!?』

　ぼくらが困こん惑わくする中、ヨルは更に続ける。

「それはまさしく『人類の力』だ。そういう意味ではキミにとても期待もしているし、それに……ああ、そうそう、ずっと言い忘れてたけど、キミには感謝もしているんだよ」

「は、はあ？　感謝だぁ？　俺がお前に何を感謝されるって──」

「だって、ボクの封印、解いてくれたのはキミだろう？」

『!?!?!?』

　最も早はやぼくらが混乱の極きわみに達し、ファルディオがごくりと息を吞む中。

　ヨルが本当に嬉うれしそうに笑う。

「まあ元々経年劣れつ化かで装置に歪ゆがみは出てきていたんだけどね」

「……そう……ち？」

　ファルディオが、これまで見たことない程、感情の失われた虚うつろな目で訊たずねる。

　対するヨルは、どこか不思議そうに首を傾かしげていた。

「あれ？　遺い跡せきでボクの過去話聞いたんだよね？　だったら、賢けん明めいなキミなら、もうすっかり理解しているものとばかり思っていたけれど……。……あ、もしかして、あえて考えないようにでもしてたのかな？　だったら悪いことした？」

「なんの……なんの話してんだよ、てめぇ……」

「いや、だからさ、ボクを封ふうじてた装置の話。つまり──」

　ヨルはそこで一いつ拍ぱくおいて、忌いま々いましそうにその名を口にした。

「──《魔法封ふう印いん装置》のことだよ」

『────』

　──その単語自体を聞くのは、既すでに二度目だったというのに。

　なぜだろう。

　ぼくらは、ガツンと頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けていた。

　──どうして今の今まで、気付かなかったんだ。




　魔法を封印する装置と。

　魔法が使えなくなった天才魔導師。




　ぼくらの中で、全すべての疑問が一気に氷ひよう解かいしていく。

　幼い頃ころにファルディオが足を踏ふみ入れた《女め神がみの試練》にも似た遺跡。

　神童と呼ばれた程の使い手だった彼が、その日から魔法を失ったこと。

　そして──従来の魔法とは異なる新たな力《禁忌魔法》だけは、使える理由。

　ぼくらが言葉を失う中、ヨルはファルディオに笑顔を向ける。

「そういう意味じゃ、ボクとキミは同類さ。《魔法封印装置》の被ひ害がい者しや、という意味で」

「…………」

「もうお察しのことと思うけど、ボクの使う力も人類の使う魔法も、基本原理は同じだ。星のエネルギーを用いて現象を起こす。《魔法封印装置》は、そのエネルギーを現象に変える過程に水を差す装置なんだ。だからボクの解放時にその煽あおりを受けたキミは、魔法が使えなくなった」

　その説明に、これまで青ざめた顔をしていたファルディオが、何かに必死に縋すがり付くかの如ごとくヨルへと訊ねる。

「……で、でも、お前は結局力、使えてんじゃねえか。だったら、俺だって──」

　彼が最後まで言う前に、ヨルは悲しげに首を横に振った。

「……ごめんね。アウルが作ったあの装置の凄すさまじさは、ボクが一番良く知ってる。ボクみたいな特とく殊しゆ存在以外に……抗あらがう術すべは、ないよ」

「────」

　打ちひしがれたように俯うつむくファルディオ。……普ふ段だんは禁忌魔法に絶大な自信と誇ほこりを抱いているように見えた彼だけど。本当は、やっぱり……レイアおねーさんみたく、普ふ通つうの魔法も存分に使いたかったのだろう。

　そんな彼を見てヨルは……何を思ったのか、フォローじみたものを入れてくる。

「しかしだからこそキミは、真の意味で人類の力たる《禁忌魔法》を手に出来たわけだ。魔法の才を持つものが、魔法とは似て非なる力を求めた時にこそ現れる希け有うな力。人類がようやく手にした人類独自の力。そういった意味では、その力はボクらにとっても非常に歓かん迎げい出来る要素であり、そしてまた──」

「このまま通常魔法による恒こう久きゆうの平和と繁はん栄えいを願う女神教会に、疎うとまれる、か」

「その通り。……本当に、キミには悪いことをしたね」

　本気で申し訳無さそうにヨルがぺこりと頭を下げる。

　それを受けて、ファルディオはと言えば……落ち込んでいるかと思いきや、いつの間にやらすっかりといつもの小こ憎にくたらしい笑みを浮かべていた。

　ぼくらが見守る中、彼は「ハッ」と乾かわいた笑い声を上げる。

「上等だぜ。っつーか、よく考えたら俺、もし事故で魔法を失ってなくても、どうせ遅おそかれ早かれ自分から禁忌魔法に手ぇ出したろうぜ。そういう意味じゃ、さっさとくだらねぇ魔法を封じて貰って感謝だぜ、ヨルさんよ」

　彼のそんな態度に、ヨルはきょとんと目を丸くした。

「……キミは、本当に面おも白しろい人だね。ミュートが執しゆう心しんするわけだ」

「あん？　ミュートだ？」

「いや、こっちの話」

　ヨルはそこで話を切ると、ニコリと笑ってぼくらを見み渡わたす。

　……どうにも、妙みような空気だった。変に話が通じるせいで、戦せん闘とう中の切せつ迫ぱく感が薄うすれる。下手をすると、ファルディオと友達にさえなりそうな勢いだ。

　だけど、彼がぼくを殺したがっているのは、依い然ぜんとして変わらないわけで……。

「さて、それはそれとして、どうしたものだろうね。ボクは長年封印装置の影えい響きようを受けていた煽りで、力の調整機能が馬ば鹿かになっている。だから、単純にキミ達全員を殺すだけなら簡単なんだけど……そうかたまられるとね……恩人もいるわけだし……」

　独り言のように物ぶつ騒そうなことを呟つぶやき、なにやら考え込むヨル。

　そうして、状じよう況きようが妙な膠こう着ちやくを見せる中。

　しかし一人……常に冷静に戦せん況きようを分ぶん析せきし、反撃の機を窺うかがっていた師匠が、突とつ然ぜん「ふむ、つまり──」と頷うなずいたかと思うと。

　次の瞬しゆん間かん──その場の全員の虚きよを突つくカタチで上空に飛び上がり、周辺の魔物が参戦してくる隙すきもない神速でヨルの目前へと迫せまった。

「私の不意打ちに、貴様は咄とつ嗟さの上手うまい対処を持たないわけだ」

「────」

　ヨルが驚おどろきに目を見開き、ぼくらも啞あ然ぜんとする中、師匠は恐おそるべき冷れい徹てつさで──。




　彼の胸を、その剣けんで貫つらぬいた。




　まるで時が止まったかのような静せい寂じやく。

　誰だれもがその光景に息を吞み、手て応ごたえを確かめた師匠が勝利を確信したその瞬間──

　──ヨルが、申し訳無さそうに笑った。




「あ、ごめんね、ボクが『不死』だって説明するの、忘れてたよ」




「な──」

　師匠の表情が絶望に染まりかけた次の瞬間、彼女はどこからか飛んできた『何者か』にその脇わき腹ばらを思い切り蹴け飛とばされ、背中から激しく地面に落下する。

「かはっ──!?」

「師匠！」

　場に土つち煙けむりが舞い、師匠が痛みに悶もだえる中、ぼくは彼女に駆かけ寄るのをぐっと我が慢まんし、新たな脅きよう威いを見定めるべく、師匠を攻こう撃げきした後にそのままぼくらの目前に着地した『何者か』を見やった。

　──と、そこに居たのは──
















「……久しいな、トオル・ミカミ」

「……ゲイン！」

　──狼おおかみの毛並みに人間の骨格を持つ老ろう獪かいな魔人・ゲインだった。

　ぼくらがその並々ならぬ威い圧あつ感に気け圧おされる中、ゲインはどこか呆あきれた風に、自らの背後へとゆっくりと降りてきたヨルを振ふり返る。

「……ヨルよ。どうしてお前は毎度そう、我らを待たずに行動してしまうのだ」

「あ、あはは、えと……ご、ごめんね、ゲイン」

「まったく……」

　やれやれと首を振る、人間味溢あふれる魔人。ぼくらが呆ぼう然ぜんと見守る中、彼は更さらに、ヨルの左後方、先さき程ほど隆りゆう起きして出来たばかりの丘おかの方へと視線をやり、何か合図でもするかのように手を上げた。

　イヤな予感を抱いだきつつも、ぼくらもまたゲインの視線の先を確かく認にんすると……丘の上、その最も高い最さい先せん端たんに、初めて見る人物が立っていた。

　年の頃は二十代前半ぐらいだろうか？　どこかの王子様を思わせる華か美びな衣い装しように身を包んだ青あお髪がみの青年が、ナルシシズムを感じさせる程の爽さわやかな笑顔で風を受けている。

　彼は焦じらすようなゆったりとした動作でこちらを振り向くと、無む駄だに華か麗れいな動作で跳ちよう躍やくした。更に空中で捻ひねり三回転までした末に綺き麗れいにゲインの前へと降り立つと、左手でふぁさっと前髪を搔かき上げ、輝かがやく笑え顔がおをぼくらに見せてくる。

「初めまして、僕は魔人のスーリムです！　いやぁ、かの有名な最年少《審しん判ぱん者》のトオル君にこうして直接会える日が来るなんて、実に光栄だなぁ！　よろしく！」

　そう言いながら握あく手しゆを申し出てくる彼。……当然ながら、いくら単純なぼくといえど、この状況でそれに応じられるわけがない。

　ゲインが諫いさめるような咳せき払ばらいをし、スーリムが残念そうに引き下がる。

　そうして、ぼくらの前には……。

　ヨルを中心に、ゲイン、スーリムという魔人二人を加えた最悪の敵三人が、並んだ。

『…………』

　ぼくらが、額に脂あぶら汗あせを滲にじませる中。

　ヨルは既にすっかりふさがった胸の刺さし傷部分を馴な染じませるようにぽんぽん叩たたくと、にこりと笑ってファルディオを見つめてきた。

「よし、これでそこの女の子を除いて、戦闘要員比は四対三だね。うんうん、いい感じ。とはいえ、まだまだ人数的にはこっちが不利な気もするけど……あ、ファルディオ君はこの戦況、どう見るかな？」

「……あー……」

　ファルディオはジリジリと後ずさりながら、青ざめた顔で笑う。

　──能力不明の新魔人に、一度完全敗北を喫きつした魔人、そして神の如き魔ま王おう。

　そんな三人組を前にして、ファルディオは……まるでぼくらの気持ちを代表するように、その誰の目にも明らかな分析を、驚く程にか細い声で呟いたのだった。




「……………………俺らが、詰つんでいると思います……」




　　　　＊




「とりあえず邪じや魔まな雑魚ざこの皆みなさんを、僕が殺せばよろしいんでしたっけ？」

　スーリムがニコニコと笑いながら、その右手に鞭むち状の武器を顕けん現げんさせつつ一歩前に進み出てくる。警けい戒かいして構えを取るぼくら。

　よく見ればその武器は、一種のエネルギー体のようだった。紫むらさきがかった半はん透とう明めいの鞭は、異様な禍まが々まがしさを放っている。

　彼の得体の知れなさにぼくらが臨戦態勢の構えをとって息を吞のむ中、ヨルが呆れた様子でスーリムを睨にらみつける。

「だから違ちがうって。約束したでしょ、今回《審判者》以外の殺せつ生しようはなしって」

「ああ、そうでしたね」

　なぜか輝くような笑顔を見せるスーリム。ゲインが不快そうに顔を顰しかめる中、彼はなにか得心した様子で、ぼくらに向き直った。

「では、みだりに殺さず敵戦力を削そぐよう、最大限努力はしましょう。努力は、ね」

　その笑顔に、ぼくらの背筋をぞぞぞと怖おぞ気けが這はい回る。

　胡う散さん臭くさい政治家が、綺麗事ばかりを並べ立てた街頭演説をしている時のような、まるで信用の出来ない……でもだからこそ、不気味な程に曇くもりのない笑顔。

　その彼がいよいよ鞭を振るおうと腕うでに力を込こめたその瞬間、ヨルの険しい声が飛んだ。

「スーリム！」

　これまで敵対するぼくらにさえかけなかった程に、怒いかりを孕はらんだ声。

　それを受けてスーリムは……相変わらずの胡散臭い笑みをヨルに向けた。

「冗じよう談だんですよぉ、ヨル。やだなぁ、本気になっちゃって。そういう顔、ちょっと威い厳げんがなくなるからあんまり見せない方がいいと思うなぁ。仮にも『魔王様』なわけだし」

「貴様……！」

　ヨルの脇わきに控ひかえていたゲインが怒りを見せる中、ヨルはもうすっかり落ち着き払はらった様子で「いいよ、ゲイン」とそれを抑えると、スーリムに笑顔を返す。

「分かってくれればいいんだよ、スーリム。ぼくも、同どう胞ほうとケンカなんか絶対したくないもの。ボクらは、仲間でしょ？」

「ですよねー」

「うん。でもさ……」

　そこで、ヨルは声のトーンを一段落とした。




「大事な約束を平気で違たがえるような者には、たとえ同胞といえど、罰ばつを与あたえるよ？」




　ヨルから尋じん常じようならざる殺気が[image: 迸]ほとばしる。……直接関係ないぼくらまで、心臓を握にぎり潰つぶそうとされるような圧あつ迫ぱく感を覚える中。

　しかしスーリムは、まるで気にした様子も無く、軽く応じた。

「ええ、よく肝きもに銘めいじておきますよ、我らが魔王ヨル様」

「うん。ならいいんだけどさ」

　ニコニコと笑い合う、ヨルとスーリム。その間で、妙に忌いま々いましげにスーリムを睨みつけるゲイン。

　そんな彼らの構図に、ぼくらはただただ戸と惑まどうしかない。

「…………魔ま人じん達は、一枚岩じゃ、ねぇのか？」

　背後でファルディオがぼそりと呟く。確かにそう見えるけど……でも、ヨルの「同胞」を想おもう気持ちは本物のようでもあり……イマイチその関係性が見極められない。

　スーリムはヨルとのやりとりを終えると、再びぼくらと向き合ってきた。

「ああ、お待たせして申し訳ありません、皆さん。今回の作戦、頭の悪い僕は、すっかり勘かん違ちがいしてしまっていたようで」

　なんて噓うそ臭くさい言葉を、次から次にぺらぺらと吐はく魔人なのだろう。ぼくらどころかゲインまでもが辟へき易えきした様子を見せる中、スーリムは笑顔で──突とつ然ぜん鞭むちを振り上げた。




「お詫わびに、僕の能力を見せて差し上げましょう」




　その言葉と同時に、スーリムがぼくらへと対して奇き襲しゆうめいた攻撃を放って来る。

「《呪じゆ鞭べんグレイプニル》」

『!?』

　ぼくと師し匠しようは虚を突かれながらも、咄嗟に背後の仲間達をかばうべく、それぞれの武器を正面に構えて防ぼう御ぎよ態勢をとった。

　が──

『な──!?』

　半透明の鞭はぼくらの武器を透とう過かすると──そのまま、仲間達全員の体を腰こしから真っ二つに両断するかの如ごとく、横よこ薙なぎにしていった。

『────』

　体の中を『何か』が通過していく。

　そのあまりの不気味な感かん触しよくに、ぼくらは瞬しゆん時じに「死」を連想せざるをえなかった。

　そうして鞭が完全に全員の体を通過しきった後……。

　ぼくらが自分達の体が腹から真っ二つに裂さかれてはいないことを確認していると、スーリムがニコニコと笑みを浮うかべながら告げて来た。

「僕の能力は実体無き『呪のろい』です。鞭、球、光線……等と形状によって様々に効果を使い分けていますけど、基本的にその全すべてに言えるのは……」

　そこでスーリムは一いつ拍ぱく置いて、ぼくらの様子を窺うかがうようにして告げる。




「敵の生命力を、刮こそぎ取るってことですかね」




『────っ』

　言われた途と端たん、ぼくらは世界が回るような目眩めまいを覚えて、全員が一いつ斉せいにがくりとその場に膝ひざをつく。

「スーリム！」

　汚きたない不意打ちのような所業にゲインが怒りの声を上げ、ヨルもその体から殺気を[image: 迸]らせ始める中、スーリムはどこかわざとらしく慌あわてた様子を見せて弁明を図はかった。

「待って下さい！　実際今のは大分手加減したんですよ？　その証しよう拠こに、効果はせいぜい一いつ瞬しゆんの立ち眩くらみ程度。三秒もしたら、もう体調は全快といっていいはずです」

　……確かに彼の言う通りだった。激しい目眩に膝をつきはしたものの……気付けばもう気分は一切悪くない。

　ぼくらは各おの々おの立ち上がりながらも、彼を激しく睨みつけた。スーリムが「わぁ、怖こわいですねぇ」とおどける。

「百聞は一見に如しかずと言いますし、僕なりに最大限配はい慮りよした能力紹しよう介かいだったと思いますが……皆さん、なにやらご不満な様子ですね？」

「……ふざけんのも大たい概がいにしとけよ、てめぇ……」

　ファルディオが苛いら立だたしげに呟つぶやく。強敵相手には基本卑ひ屈くつな彼と言えど、流石さすがにスーリムのやり口には耐たえきれないものがあったらしい。

　ぼくらが立ち上がるのを確かく認にんして、ヨルが嘆たん息そく混じりに呟く。

「まったく……相変わらずだね、キミは。ボクが知る誰だれよりも、油断ならない」

「ええ、心外だなぁ。僕ほどリベラルな穏おん健けん派の魔人も、なかなかいないですよ？」

　胡散臭い笑顔で応じるスーリム。

　その言い訳はどうあれ、こちらの油断が彼の奇襲攻こう撃げきを許してしまったのは事実。

　ぼくらはもうこれ以上交こう渉しようの余地などないと判断すると、師匠と二人、一瞬の目配せの後に、まずスーリムを討うち取らんと速そつ攻こうを仕し掛かけた。

　が──

「おっと、貴様の相手はワタシであろう、セシリア・シヴィル」

「ゲイン！」

　ぼくより先行していた師匠とスーリムの間にゲインが割り入り、激しい金属衝しよう突とつ音の後に鍔つば迫ぜり合いが始まる。

　ぼくは一瞬迷ったものの、しかしすぐに気をとり直すと、自分一人でもスーリムを討つべくミョルニルロッドを振ふりかぶって彼に迫せまる。が──。

「不死のボクを後回しにする判断は評価するけどね」

「っぅ！」

　気付けば、地面から触しよく手しゆのように伸のびてきた植物の蔦つたが、ぼくのミョルニルロッドに巻き付いて攻撃を押しとどめていた。

　勇者の腕わん力りよくに任せて無理矢理植物を引きちぎるも、しかし時既すでに遅おそし。気付けばスーリムは跳ちよう躍やくしてぼくや師匠から距きよ離りを取り、そして──

「では僕は、弱者の皆さんをお相手致いたしましょうかね」

『！』

　ルウ、ファルディオ、サクヤの三人の前に立ちはだかっていた。ぼくも師匠もすぐに救きゆう援えんへと向かおうとするも、師匠はゲイン、ぼくはヨルというただでさえ一人じゃ手に余る相手への対処に手て一いつ杯ぱいで、仲間の救援どころか自分の命さえ危あやうい有り様。

「力が使いづらいし、ここは少し離はなれて貰もらおうかな」

「っ！」

　ヨルがこちらに掌てのひらを向けた途端、凄すさまじい突とつ風ぷう──最も早はや衝しよう撃げき波はとも呼ぶべき暴力的な空気の塊かたまりがぼくを弾はじき、そのまま背後に冗談みたいな勢いで吹ふき飛ばされた。

　着地と同時に、地面に足を擦こすらせ勢いを殺しつつ現在の状じよう況きようを確認する。

　見れば、ゲインもまた腕力で師匠を後退させ、ぼくらを完全に分断させにかかっていた。

　つまりは……。

「（やばい……！）」

　ぼくも師匠もそれぞれ格上相手で絶体絶命ではあるものの、それよりなにより──殆ほとんど武力を持たないルウ達三人で魔人一人を相手するという状況がまずすぎる。

　僕は即そく座ざに全力で地を蹴けり、地面を滑すべるようにしてヨルの脇をすり抜ぬけ、彼らの救援に向かおうとするも──

「あ、ごめん、もう一つ言い忘れたけど、ボク、見た目に反して腕力も結構あるんだ」

「がっ!?」

　──気付けば脇わき腹ばらにヨルの左拳こぶしがめり込んでいた。バキバキと嫌いやな音が体の内側から鼓こ膜まくを震ふるわせる。

　ぼくはそのまま思い切り殴なぐり飛ばされ、地面を何度もバウンドするも、すぐに体勢を整えて、自らの負傷にもヨルへの警けい戒かいも構わず、ルウ達の戦せん況きようを見やった。

　──と、そこでは……仰ぎよう々ぎようしく両手を広げたスーリムが、自らの周りに大量の──小さく細長いダイヤ形をした鋭えい利りなエネルギー体を出現させていた。

　勇者の聴ちよう力りよくが、彼の言葉を捉とらえる。

「《呪じゆ針しんミストルティン》。見ての通り、これは刺ささったものに変異をもたらす実体無き呪いの針だよ。鞭むちと違って威い力りよくには欠けるし貫かん通つう性能もないのだけれど、、代わりに精神への作用が大きい。つまり……」

　そこでスーリムは、遠目にも分かるほどの輝かがやく笑えみを浮かべた。




「キミ達を殺さずに、優やさしく、廃はい人じんにしてあげることが可能ってことなんだ」




『！』

　ルウ達の状況の悪さを察知したぼくと師匠は多少の負傷は覚かく悟ごでそれぞれの敵を差し置いて助けに駆かけつけようと尽じん力りよくするも、しかしヨルもゲインもそう甘くない。

　素す早ばやくゲインに先回りされた師匠が彼と嵐あらしのような剣けん戟げきを交かわし、ヨルがぼくを自然の力で襲おそう中……遂ついに、ファルディオ達とスーリムの戦せん闘とうが始まってしまう。

「ハイクオリア！」

　ファルディオが光球をスーリムに飛ばすも、呪針の一つが球を貫つらぬき相そう殺さいされる。

　ルウの《鮮烈なる太陽の恵みビビツド・サン》もまたそれと殆ど同様の結果を辿たどる中、スーリムはスッと人差し指を三人へと向けると。

　呪針の鋭利な先せん端たんの全てが、彼の動きに倣ならうようにして、三人へと狙ねらいを定さだめた。

「（まずいまずいまずいまずいまずいまずいまずい！）」

　圧あつ倒とう的な焦しよう燥そうが僕の胸を満たす。が、焦あせれば焦る程、ヨルの攻撃への対処が上手うまくいかず、余計なダメージを追わされる。

　木の枝が二にの腕うでを貫き、砂じや利り混じりの竜たつ巻まきが皮ひ膚ふを切り裂き、ヨルの直接攻撃であばらが粉ふん砕さいされても──しかし、ぼくの意識は、ルウ達にしか向かなかった。

　──まるでヴェリール村で《シュ・ロッカ》とやりあった時のような無力感。

　圧倒的な力を手にしてなお、守るべきものが、守れない。大事な場面で力が足りない。

　視界の端はしでは師匠もまたゲインの剣が肉を裂くのも構わず三人のもとへ向かおうとしているものの、僕同様まるで前に進めていなかった。

　そうして、遂に、ぼくがヨルに組み伏ふされ、師匠がふとももを刺されて激しく転てん倒とうする中。

　スーリムはなんとも悲しげな──芝しば居いがかった表情で。

「非力な弱者をいたぶる行こう為いは、何度経験しても、心苦しいなぁ」

　等と呟きつつも。

　しかし実際の動作には一切の躊躇ためらいもなく、呪針ミストルティンを──撃うち放った。

　禍まが々まがしい淡たん紫しの針群が、ファルディオ達を刺し貫つらぬくべく一斉に飛ひ翔しようする。

「っぅ！　クソが！」

　刹せつ那な、これまでの怯おびえた態度を一転──覚悟を決めた様子のファルディオがルウとサクヤの前で手足を大きく広げ、仁に王おう立ちで立ちふさがる。

　ファルディオは……せめて自分だけでその全てを被ひ弾だんしようとしているらしい。

　そのあまりに悲劇的な光景に、ぼくと師し匠しようは為なす術すべないまま言葉にならない声を上げ、ヨルとゲインが少し苦い顔をし、スーリムだけが爽さわやかに笑う。

　直後、無む慈じ悲ひな呪いの針達は、ファルディオ・メルクリウスの全身を貫──




　──くことなく、その全てを、一人の少女が神速の身のこなしで摑つかみ取った。




『────は？』

　激しい動きの残ざん滓したる砂すな煙けむりが場に立ち上る中。その両手に大量の呪針を摑んだ少女が、少し力を込めると同時に、実体無きはずの呪針を全て粉々に粉砕する。

「ふぅ……」

　そうして少女は一仕事終えた様子で髪かみ留どめを外すと、その髪を……特とく徴ちよう的な緑色の髪を風になびかせる。かくして──




　──呪針ミストルティンによる攻撃は、一人の少女──サクヤ・ルーンによって完全に阻そ止しされた。




『────────』

　ヨルやゲインも含ふくめたその場の誰もが状況を読めずに呆ほうける中、ただ一人……自らの攻撃をたったいまただの村娘むすめに防がれた張本人、スーリムが、その顔に再び笑みを張り付かせて告げる。

「ああ、なるほど、そういうことでしたか。まったく、貴女あなたも人が悪い」

　やけに親しげに、サクヤへと話しかけるスーリム。

　対するサクヤはと言えば……憎にく々にくしげにスーリムを睨にらみつけたのち、呆けるぼくらを見回したかと思うと……次の瞬しゆん間かん、彼女とは思えない程に気け怠だるげな態度で酷ひどく残念そうに「あーあ」と嘆息した。

「人が悪いのはどっちだか。おかげで私の計画台無し。どうしてくれんのよ、もう！」
















　ぷくっと頰ほおを膨ふくらませ、スーリムに話しかけるサクヤ。ぼくらが金魚のように口をパクパクとさせていると……今度は、ぼくを押さえつけていたヨルが何かを察した様子で嘆息すると、大きく跳躍してサクヤへと近付き、得心したように語りかける。

「……なるほど。ここしばらく連れん絡らくがつかないと思ったら、まったく……。……なにしてんのさ？」

「それはこっちの台詞せりふ！　私が普ふ段だんルーンヘイムを根城にしているってことは勿もち論ろん、《ミスト》で完全擬ぎ態たいしている際はヨルとの繫つながりさえも遮しや断だんするってことも、そっちは前から知ってたでしょ？」

「それはそうだけど……まさか、フギンさえやめてるとは聞いてなかったしさ」

　彼らが何を言っているのか、微み塵じんも理解出来ない。……フギンさん？　どうして彼の名前が今出てくるんだ。

　ぼくらが混乱の極きよく致ちに達する中、どうやらそれを見かねたらしいゲインが、嘆たん息そく混じりにサクヤへと告げる。

「とにかく……まずは『それ』を解いたらどうだ。……ミュートよ」

『？』

　サクヤに対して、聞き慣れない名前で呼びかけるゲイン。

　そうして、ぼくらが見守る中。

　サクヤは……彼女とは思えない程に乱暴に頭をわしゃわしゃ搔かくと、何かを諦あきらめたように吹っ切れた表情を見せる。直後、彼女の体から霧きりのようなものが噴き出して一瞬その姿を隠かくしたかと思うと、次の瞬間には──




「じゃーん！　そんなわけで、皆みんな大好きミュートちゃんだよ☆　この姿じゃお初はつです！」




『────』

　──サクヤとは似ても似つかない派手な少女が、まるでアイドルのような笑みを浮うかべて霧の中から出現した。

　……状況がまるで見えないぼくらに……本来その義理もないだろうに、どこか同情した様子のヨルが説明してくる。

「つまり、キミらがルーンヘイムに到とう着ちやくしてから一いつ緒しよに行動していたであろう、この村娘……サクヤさん？　とやらは、本物じゃなくて、ボクの同どう胞ほう……魔ま人じんのミュートだったってことさ。……正直、今の今までボクも知らなかったけど」

『…………』

　説明されても未いまだぽかーんとするぼくらに、今度はクスクスと愉たのしそうに笑ったスーリムが付け足してくる。

「更さらに言えば、キミ達が以前行動を共にした男、フギン・スクリュウの正体も彼女だ」

「あー！　ちょっとスーリム！　そこのネタバラしはまだしないつもりだったのにぃ！」

「ああ、これはこれは申し訳ありません、つい口が滑りました」

「アンタの『滑った』は毎回わざとらしすぎ！　ホントむっかつく！」

　なにやら少女──魔人ミュートとやらが、頰を膨らませて怒おこっている。

　……え？　フギンさんが……魔人？　はい？　な、なに？　一体何がどうなって……。

　混乱する頭で、しかしとりあえずまず第一に訊きたいことを思い出し、ぼくはよろよろと立ち上がりつつ声を上げた。

「じゃ、じゃあ！　ほ、本物のサクヤは……」

　ぼくの質問に、ミュートがキョトンと首を傾かしげる。

「生きてると思う？」

『!?』

　そのあまりに不ふ吉きつな回答にぼくらが言葉を失う中、しかしミュートは「なんちゃって」と舌をぺろりと出して続けてきた。

「正体バレ防ぐには殺しておくのがベターだったんだけど、生あい憎にくまだルーンヘイムに到着さえしてないよ、彼女。この前のキミ達同様、海路で詰つまっているみたい」

『…………』

「ちょっと、そんなに睨まないでよぅ。この期ごに及およんで私がまだ噓うそつく理由なんて、別にないでしょうよ？　それに私、そこそこサクヤちゃん好きだし」

　……魔人たる彼女を全面的に信用なんかは出来そうもないけれど、とりあえずサクヤの生存だけは信じても良さそうだ。……そんなに根こん拠きよはないけれど、どうも彼女、殺したなら殺したってハッキリ、そして軽く申告するタイプな気がする。

　皆からの注目を受ける中、ミュートは頭を乱暴に搔いて愚ぐ痴ちり出す。

「あーあ、割と気に入ってたんだけどなぁ、サクヤちゃんの擬態。ねぇ？　ルーンヘイムで遊んだ一週間、楽しかったよね？」

『…………』

「うっわ、正体バレした途と端たんみんなが露ろ骨こつに冷たいよぅ！　なにこれヒドッ！　フギンの時なんか、かなーり味方してあげたのにさぁ！」

　ぼくらの態度にショックを受けた様子のミュートが駄だ々だを捏こねる。

　い、いや……突とつ然ぜんそう言われてもなぁ……。

「（それにしても……最近のサクヤが、ニセモノだったなんて……）」

　ぼくは改めて、ルーンヘイム到着後のサクヤの言動を検証してみる。

　そうだ……確かにサクヤは今回少し、「らしくない」場面が多かった気がする。必要以上に残ざん酷こくな発想をしたり、そもそも口数が少なかったり。そういえば、ぼくが怪け我がしたり危機に陥おちいったりしても、悲鳴の一つさえ上げなかったっけ。

　ぼくが半ば納なつ得とくしかけ、ファルディオが「ふ、フギンだぁ？」と胡う散さん臭くさそうに彼女を睨ねめ回す中。

　スーリムが「さて」と話を仕切り直す。

「ミュートさん、キミが僕らの思おも惑わくとは違ちがうところで独断で動いていたことは理解したけれど……それがどうして、ファルディオ君を助ける結果に繫がるのかな？」

　……そうだ。言われてみれば、おかしい。サクヤが魔人ミュートだったと言うのなら……なぜ、彼女は呪針ミストルティンを受け止める必要があったんだ。あれほどの身体能力があるのなら、自分だけ回かい避ひすれば、それで済んだはずじゃないか。

　ミュートは「えへっ」とはにかんだように笑うと、手を後ろ手に組んでもじもじと体をくねらす。

「うーん、なんだかド定番の動機すぎて少し恥はずかしいけど、それっぽく言うならやっぱ──『私の獲え物ものに手ぇ出すな』ってことになっちゃうのかな？　てへ！」

　その言葉に、魔人達の空気が一瞬で張り詰つめる。ゲインとヨルは何かを察した様子で表情を厳しくし、ミュートは更にそれを挑ちよう発はつするかのように視線を巡めぐらす。

　そんな中……スーリムだけは、なぜか心底愉ゆ快かいそうに訊たずねる。

「もう少しハッキリ言ったらどうですか、ミュートさん。貴女らしくもない」

「えー、女の子に告白を強要するなんて、スーリムってばデリカシーに欠けるぅ」

　ぶりぶりと、妙みようにわざとらしく体を揺ゆするミュート。

　そんな様子を、しかし……空気を伝わって来る凄すさまじい緊きん張ちよう感から、固かた唾ずを吞のんで見守るぼくら。

　ミュートは、ぼく、師匠、ルウ……そしてファルディオの四人を、見み渡わたすと。

　最後に同胞たる三人の魔人（魔王）達に挑発するような視線を向け……そして花が咲さくような笑みと共に、その決定的な言葉を告げたのだった。




「ミュートちゃんってば、四対三を、五対三にしちゃおうかなって☆」




　　　　＊




〈友達の女の子がニセモノだったかと思ったら実は知り合いの成人男性で──と見せかけてホントのホントの正体は魔人の女の子で、けどそれがなぜか今は味方についてます〉

　──混乱の極致すぎたので久々に兄さん直じき伝でんの秘技「じょーほーせーり」を用いてみたら、案の定余計にカオスだった。……兄さん、ぼく、なんかやり方間違ってる？

　ともあれ、ミュートと名乗る魔人の女の子は現在、ファルディオとルウをかばうようにして立って、不敵な笑えみを浮かべていた。

　対するスーリムはといえば、これまでのどこか愉しそうな雰ふん囲い気きを一転、今度は自らの胸に手を当て、実にうすっぺらな悲しみを表現する。

「なんてことでしょう。まさか同胞と争うことになるだなんて！　ミュートさん、目を覚ましてください！　強い心を持って、悪に染まらないで下さい！」

「……私、今回の件が無くても、どの道アンタとはいつか殺やり合ってた気がするよ」

　心底辟へき易えきした様子で呟つぶやくミュート。そんな二人のやりとりに、どうやら魔人の中では一番の常識人だったらしいゲインが、流石さすがに苛いら立だった様子で口を出した。

「ふざけるのも大たい概がいにしないか、お前達！　特にミュート。貴様……我らが主たるヨルに弓引くつもりか？」

　ゲインの質問を受けたミュートが、眉まゆをへの字に曲げて大おお袈げ裟さな困り顔をする。

「ゲインってば、相変わらず堅かた物ぶつぅ。どうしてすぐそういう、仰ぎよう々ぎようしい言い方するかなぁ」

「仰々しいも何も、貴様の今していることはつまり──」

「一つしかないおやつを、今日は誰だれが食べるのかって話だよ」

　ケラケラと笑うミュートの言葉に、肩かたをわなわなと震ふるわせるゲイン。今にも彼がミュートに飛びかかりそうな一いつ触しよく即そく発はつの空気の中で、とりなすようにヨルが「まあまあ」と口を挟はさんできた。

「前から常々言っていることだけれど、ボクらは家族や同胞でこそあれ、主従関係なんかじゃないんだ。意見の相そう違いがあれば、敵対することだって出てくるだろうさ」

「しかしヨル！」

　ゲインが怒いかり、ミュートが「さっすがヨル、話分かるぅ」と口笛を鳴らす中。

　ヨルは全すべてを許すような笑顔と──鋭するどく細めた冷たい目で、ミュートを見やった。

「──ただ、身内だからって手を抜ぬける程、ボクらは甘くないよ？」

　周囲で見ていたぼくらの方が戦せん慄りつするような彼の威い圧あつ感に、ミュートは喜々とした様子で応じる。

「きゃっ。ヨルったら、こっわーい」

「……やれやれ」

　ヨルが苦笑いで頭を搔き、ゲインが肩を竦すくめる。

　どうやら、これを以もつて、魔人達の交こう渉しようは終わったらしい。

　しかしぼくらとしては……どう動いたものやら、まるで分からなかった。特に問題だったのが……。

「（ミュートを……本当に『こっちの戦力』と見なして、いいのか!?）」

　師し匠しように視線をやると、彼女も判断を迷っている様子だった。……本来なら、魔人を仲間としてアテにするなんてのは、絶対ありえない。だけど……実際先さき程ほど彼女にファルディオ達が助けられたのは事実だし、ミュート＝フギンさんという話が真実なら、彼女とぼくらは既すでに何度か共きよう闘とうしていることになる。

　なにより現在は──そもそも圧あつ倒とう的に、手が足りない。ただでさえ全ぜん滅めつの危機に晒さらされている現状、猫ねこの手ならぬ、魔人の手でも借りられるなら借りたいわけで。

　けど……でも……。

「では、始めるとしましょうか」

　ぼくらの迷いに構わず、スーリムがその右手に呪じゆ鞭べんグレイプニルを顕けん現げんさせる。

　それに対しミュートは──フギンさんを思わせる戦闘の構えを取り、ぼくと師匠にニコリと不敵な笑みで目配せしてきた。

『────っ』

　次の刹せつ那なには、ぼくと師匠は地を蹴けっていた。

　ぼくはヨルと、師匠はゲインと戦闘を再開させるために。

　スーリムが鞭を振ふり上げるとほぼ同時に、ぼくはヨルに蹴りを、師匠はゲインに上段斬ぎりを叩たたき込む。それぞれ腕うでと剣けんで防ぼう御ぎよされてしまったものの、そのまま力で押し切るようにして、仲間の邪じや魔ましない範はん囲いにまで戦闘位置をずらしていく。

　ぼくはヨルに連撃を叩き込みながらも、ちらりとミュートの様子を窺うかがった。

　彼女はその手に濃こい霧きりのようなものをまとわせることで、実体のないスーリムの攻こう撃げきを捌さばき、ファルディオとルウを守ってくれている。

「（信用するしないとか以前に──どっちにしろ彼女を頼たよらないと全滅だ！）」

　そもそも絶体絶命の状じよう況きようだったんだ。僅わずかでも可能性の出て来たこの状況、賭かけに出ないでどうする。ぼくも師匠も、そこでうだうだと悩なやむほど愚おろかじゃない。

　ぼくの連撃をいとも容易たやすく素す手ででいなしながら、ヨルが微笑ほほえむ。

「やっぱりキミは面おも白しろいね。──ヒロキ君から聞いていた通りだ」

「っ！」

　彼の口から兄さんの名前が出る度たびに心を揺らされながらも、それでも自分をなんとか抑おさえて冷静に戦闘へと徹てつする。

　各所で激しい戦闘が繰くり広げられていた。

　ヨルが上空の空気を操あやつって巨きよ大だいなレンズを精製、太陽光を熱線に変えて撃うち出してくるも、ぼくはそれを紙一重で避よける。

　そんなぼくの動きを封ふうじようとヨルが地面から岩がん壁ぺきをせり出させてぼくを閉じ込めた上で改めて熱線を浴びせんとすれば、ぼくは怪かい力りきで壁かべに大穴を空けて回避、更さらに掘ほり進めて壁を突とつ破ぱの後にヨルへとミョルニルロッドの一撃を叩き込む。

　が、ヨルはまるで電撃など気にしない様子で簡単にぼくの攻撃を受け止める。

　……正直、かなり分ぶが悪かった。

　一方でゲインは前回の襲しゆう撃げき時と違い、未いまだに剣を用いて師匠と戦闘していたものの、それでもなお師匠を圧あつ倒とうしている様子だった。……考えたくもないことだけど、どうも、前回よりも剣技を磨みがいてきたらしい。ただでさえ師匠の手にも負えなかった存在の、更に著いちじるしい強化。……師匠のことを信しん頼らいしてないわけじゃないけど、どう贔屓ひいき目めに見ても、あちらはあちらで分が悪そうだ。

　そんな中、唯ゆい一いつ互角以上の成果を見せているのが、ミュート達だった。

「《呪剣ティルヴィング》」

「《炎えん霧む》」

　実体無き呪のろいの武器で迫せまるスーリムを、同じく実体の虚うつろな霧きり状じようの武器であしらうミュート。二人の魔人の実力がほぼ伯はく仲ちゆうする状況で、ファルディオやルウの援えん護ご射撃で僅かながらもスーリムに隙すきが出来る分、押しているのはミュートのようだった。

　ヨルやゲインもそれに気付いたらしく少し気にした様子でチラチラと視線をやり始める中、ミュートから一いつ旦たん距きよ離りを取ったスーリムがわざとらしく疲ひ弊へいを見せる。

「やれやれ、全体で見て五対三、ここだけで見れば三対一ってのは、あまりにも卑ひ怯きようじゃないですかねぇ、ミュートさん？」

　彼の言葉に、ミュートは薄うすく笑う。

「知ってるでしょ？　ミュートちゃんってば、ゲインと違って、正々堂々とかそういうの気にしないタイプなの」

「手段を選ばないやり口って、僕、好きになれないぁ」

「……よく言うわ」

　心底呆あきれた様子を見せるミュートに対し、失望の眼まな差ざしを向けるスーリム。

　スーリムは大袈裟に手を広げて嘆たん息そくすると──その瞳ひとみに怪あやしい光を宿らせた。

「ところで、キミ達はサーヴァントシステムについて、どこまで知っているかな？」

「……は？　なに急に。時間稼かせぎ？」

　ミュートが気け怠だるげに応じる中、その背後でルウが息を吞のみ、気付いたファルディオが首を傾かしげる。

　そのあまりに不ふ穏おんな空気に、ヨルやゲインも含ふくめたぼくらもそれぞれの戦闘の手を緩ゆるめ、彼らの動向を意識する。

　スーリムはぼくらの反応を窺って薄く笑みを浮うかべてから続けた。

「《審しん判ぱん者》召しよう喚かんの際、互たがいの世界における文化の溝みぞを埋うめるべく、両世界の知識を兼かね備えた《使い魔》が提供される。それこそが《サーヴァントシステム》だ」

「なにごちゃごちゃ言い出してんの？　つまりはそこの毛玉君の話でしょ？」

　ミュートが自らの背後を指差す。ルウは……なんだか険しい顔つきでスーリムを睨にらみつけていた。……交戦中なのだから、当然といえば当然の表情だけど……。

　スーリムは焦じらすように各所の動向を確かく認にんした後、話を再開させる。

「しかしそもそも、《両世界の知識》とやらはどこから調達するのだと思います？」

　その質問には、それまでミュートの背後に隠かくれていたファルディオが、珍めずらしく前に進み出て応じた。

「……まあ、この世界の知識に関しては、大体てめぇら魔人と似たような由来だろ？」

「というと？」

「魔物っつうのは星から直接生まれるわけだから、言語化こそ出来なくとも、世界の基き礎そ知識が備わっていても不思議じゃねぇさ。あとは……《サーヴァントシステム》とやらの機能で教会に都合のいい情報も埋め込んどきゃあ、ほら、立派な《使い魔》の完成さ」

「流石大魔導師ファルディオ・メルクリウス君。実に聡そう明めいだ」

「…………」

　ファルディオがまったく嬉うれしく無さそうに顔を顰しかめる。流石の彼でも、スーリムからの高評価はありがたくないらしい。

　スーリムはまるで気にした様子も無く、少し笑って、話を再開させた。

「では……」

　もったいぶるようにそこで一いつ旦たん切るスーリム。ぼくらも戦闘の手を更に緩めて見守る中、彼は教師のような朗々とした口調で切り出した。

「《あちらの世界の知識》は、一体、どこから調達すると思います？」

　その言葉に──意外にもまず、ヨルが鋭く反応し、完全にぼくへの攻撃の手を止めた。

　ぼくもまた攻せめあぐねて戦闘を中断すると、その様子に気付いた師匠とゲインまでもが、互いに距きよ離りを取って一時休戦する。

　そうして、場の全存在が、視線を向ける中。

　スーリムは注目が酷ひどく心地ここちよさそうな笑顔を見せながら、話を続けた。

「答えは簡単です。こちらの世界の知識及および活動実体が《魔物》というカタチで提供される中。あと呼び込むべきは──」

「スーリム」

　突とつ然ぜんヨルが、無感情な……しかし大きな声で、彼を制止するように呼びかける。

　しかしスーリムは、笑顔で首を傾げて、空気が読めない風を装って続ける。

「──呼び込むべきは、《あちらの人間の魂たましい》だ。それも、《審判者》に近しく、また、彼を守るべき立場にある者の《魂》が望ましい。つまりは──」

「スーリム！」

　ヨルがいよいよ、声を荒あらげるも。

　スーリムは彼の睨みつけるような視線にも構わず──ついにその核かく心しんを、口にした。




「近親者の《魂》──《守しゆ護ご霊れい》とも呼ぶべき存在こそを、《使い魔》へと込こめる」




『────』

　その彼の決定的な言葉により、場の空気がピシャリと固まる。

　何かに気付いた様子の師匠が「まさか……」と啞あ然ぜんとし。ファルディオが慌あわてて背後を振り返る中。

　この話題の中心人物──《使い魔》のルウは、しばらく俯うつむき沈ちん黙もくしたまま、ふよふよとその場に漂ただよい続け。

　そして……突然、何かを諦あきらめたような嘆息を漏もらしたかと思うと。

　ゆっくりと、その顔を上げていく。

　その表情は……最も早はや、活発で単純なルウのそれでは、なかった。

　むしろ。




　あまりに兄さんによく似た、どこか困ったような微び笑しようが、そこにはあって。




　彼はやれやれと嘆息して、ぶつぶつと愚ぐ痴ちりだす。

「はぁ、これだから魔人は扱あつかいづらくて困りますな。どうして毎度ルウの──ミカミヒロキのプラン通りに、事を進めてくれないのでしょう。まったく……ミカミヒロキ＝魔ま王おうヨルという誤認作戦も、最大限の効果を成す以前に台無しではありませんか」

『────』

　突然の変へん貌ぼうを見せたルウに、ぼくが、ファルディオが、師匠が、ただただ言葉を失う中。

　ルウはふよふよと……まるで本来の居場所に戻もどるかのように、スーリムの傍そばへと寄り添そう。

　そうして呪いの魔人は、ルウの到とう着ちやくを待って、ミュートとファルディオを見やると。

　空気を仕切り直すようにパンッと柏かしわ手でを打って、「さて」と、胡う散さん臭くささにまみれた輝かがやく笑顔で切り出してきたのだった。

「これで四対四ですね！　実にバランスがいい！」




　　　　＊




「……待って。私達の協力者たる《ヒロキ君》が……その毛玉？」

　ミュートがなにやら彼女らしくなく少し動どう揺ようした様子で訊たずねる。対するスーリムは「おやおや」と大おお袈げ裟さな身み振ぶりで応じた。

「やれやれ、知ち恵え持つ魔人ともあろう方が、そんなことにも察しがついていませんでしたか。では、ゲインも同様と見ていいですかね？」

　振ふり返るスーリムに、ゲインが苦々しげな表情を返す。

　スーリムはぼくらがまるで状況についていけてない様子を見てとると、喜々として説明を開始する。

「二人とも、それぞれに彼……ルウ君のサポートは受けてきたでしょうに」

「ヨルを通じた情報提供のこと？」

「それもありますが、もっと直接的な部分でもですよ。たとえば……」

　そういって彼はゲインを見やり、ニコリと笑う。

「ゲイン、貴方あなたが以前勇者達を追つい跡せきした際の、強い臭しゆう気きによる《しるべ》は、誰だれが残していたと思いますか？」

「……そうか……」

　何か得心した様子でゲインがルウを見やる。ルウは特に言い訳をすることもなく、静かに経過を見守っていた。

　スーリムが今度は再びミュートを見やって続ける。

「先せん端たん医い療りよう開発特区ナルスにおいて、フギンに化けていた貴女あなたが書店で考え事をしていた際、その背後に近付いていたファルディオ君の存在を知らせてくれたのは、誰です？」

「……なにそれマジで？」

　ミュートがどこか軽いノリでルウに訊ねる。しかし、ルウはただただ柔にゆう和わな笑えみを湛たたえるだけで、何も応じない。その様子はまさに……兄さんに、そっくりだった。

「っていうかさ、スーリム。そもそもなんでアンタがそこまで知ってんのよ？」

　ミュートがスーリムを訝いぶかしげに見つめる。彼は心外そうな表情をすると、まるで答えになってない回答を返してきた。

「だって、この僕ですよ？」

「……あー……オッケ、もういいわ」

　うざったそうに手を振るミュート。

　二人のやりとりが一段落したところで、ぼくや師し匠しように先んじてようやく声を取り戻した様子のファルディオが、よろよろと前に進み出ながら虚うつろな目でルウを見つめた。

「お、おい……なに……ジョークかましてんだよ、毛玉……」

「…………」
















　ファルディオの呼びかけにも、まったく答えないルウ。ファルディオは更さらに数歩前に進み出るも、スーリムを警けい戒かいしたミュートに右手で押しとどめられる。

　彼はそんなミュートの腕うでを力ちから一いつ杯ぱい摑つかみながら、ルウに向かって唾つばが飛ぶほどに叫さけんだ。

「全然笑えねぇぞおい！　なぁ！　さっさと戻ってこいや毛玉！　分かってんだろ!?　今はそういう馬ば鹿かやってる場面じゃねぇんだよ！　このまままじゃ俺達、全員殺され──」

「ああ、そこはご安心下され、ファルディオ」

「!?」

　突然ルウが喋しやべり出したかと思うと、彼は驚おどろく程に感情を含まない声で説明しだした。

「先さき程ほどヨルも口走っておりましたが、彼らはファルディオやセシリア殿どのの命はとらないという約束で動いてますからの。それに実際ルウとしては──」

　そこでルウはこちらを見つめ……背筋がぞっとする程の無感情さで、淡たん々たんと宣言する。




「ご主人さえ殺せれば、それでいいのです」




「な──」

　再び言葉を失うファルディオ。師匠もまた、ゲインへの警戒など完全に忘れ、脱だつ力りよくして剣けんの切っ先を地面に下ろしてしまっていた。

　そしてぼくはと言えば……。

「（……ルウ……キミは……）」

　全身からみるみる力が抜ぬけていき、その場にひざからくずおれる。ヨルは一いつ瞬しゆんちらりとぼくを見やったものの……意外にもこの隙すきをついて攻こう撃げきはしてこず、代わりに、酷く厳しい表情でスーリムを睨みつけていた。

　ヨルの視線に気付いたスーリムが「おや？」と振り向く中、ヨルは怒いかりのこもった声で彼に語りかける。

「……どういうつもり？　スーリム」

「どういうつもりとは？」

「彼の正体を隠すことは、ボクとミカミヒロキの間に交かわされていた大事な約束の一つだ。そのことはキミにも、再三言い含ふくめておいたはずだけど」

「そうでしたっけ。それは申し訳ない。すっかり失念しておりました。あ、でもほら、僕、数的にピンチだったもので、仕方ないですよね、これは。不ふ可か抗こう力りよくってヤツですよ」

「スーリム……！」

　ヨルが苛いら立だちを募つのらせる中、しかしスーリムは相変わらず表面的な反省の表情で「僕も出来ればこんなことはしたくなかったんですけどね……」等と嘯うそぶく。

　かと思ったらすぐに「とにかく」と笑みを浮うかべ、皆みなをぐるりと見回して続けてきた。

「終わったことは仕方ありませんよ！　僕もこんなに反省していることだし、ここは水に流しましょう！　ね！　ほら、勇者サイドの皆みなさんも！　ルウ君の裏切りもまた然しかりでしょう！　敵だったものは仕方ありません！　気持ちを切り替かえていきましょう！」

『────』

　呆あきれる──を通り越こして、最早、ゾッとする程に不気味な魔ま人じんだった。今や彼らを纏まとめる存在たるヨルでさえも、スーリムの行動や言動をまるで制せい御ぎよ出来ずにいる様子だ。

　彼は──誰が頼たのんだわけでもないのに、勝手にルウのフォローまで始める。

「そもそも、ルウ君だって全すべてが芝しば居いだったわけではないのですよ、トオル君！　確かに彼はミカミヒロキの知識、意志を継ついでいるものの、彼そのまま当人ではない。なにせ半分は《サーヴァントシステム》によって提供された魔ま物ものなのですから！　二つの魂が溶とけ合った末に、ルウ君という新人格を形成しているわけで、普ふ段だんの、お調子乗りだったり食くいしん坊ぼうだったりする立ち居い振ふる舞まいは、決して演技というわけではありません！」

　一体それは、誰に対する、なんの釈しやく明めいなのか。当のルウさえもどこか辟へき易えきした様子を見せる中、スーリムは一度ニコリと微笑ほほえんで「まあ……」と言葉を継いだ。

「その間も終始トオル君を殺したがっていたということだけは、紛まぎれもない事実ですが」

「──っ、貴様ぁ！」

　彼の言葉に激げつ昂こうした師匠がその首を刎はねんとする勢いで飛び込むも、すんでのところでゲインに割って入られる。

　鍔つば迫ぜり合いを繰くり広げながら、師匠は瞳ひとみに怒りを滾たぎらせて叫んだ。

「どけ！　どいてくれっ、ゲイン！　ヤツは……ヤツだけは！」

「……すまないな、セシリア・シヴィル。ワタシとしてもヤツの所業は心底気に食わないが……それでもやはり、同どう胞ほうなのでな」

「く……！　いいから、どけと言っている！」

　師匠が再びゲインとの交戦を開始し、両者の間に激しい剣けん戟げきの嵐あらしが舞うも──明らかに師匠の動きは怒りで精せい彩さいを欠いており、その焦りに反して先程よりもゲインに押されてしまっていた。

「……やれやれ、人類は野や蛮ばんですね、ルウ君」

　二人のやりとりを横目でちらりと見ながら、スーリムが親しげにルウへと声をかける。

　その光景にぼくとファルディオが頭に血を上らせる中……彼は再びその右手に呪じゆ鞭べんグレイプニルを顕けん現げんさせた。

　ぼくは咄とつ嗟さにファルディオ達の助けに入ろうと立ち上がり、地を蹴けるも──

「……ごめんね、トオル君」

「っ、ヨル！」

　──素す早ばやく行く手を魔王に阻はばまれ、足を止めざるを得なかった。

　ヨルは心底申し訳無さそうに俯うつむきながらも……しかしそれでも瞳に強い意志を宿らせると、改めて顔を上げ、ぼくをしっかりと見み据すえてきた。




「盟友・ヒロキとの約束だ。──ボクはキミを殺すよ」




「っぅ！　ヨルゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥウウウウウウウウウウウウウ！」

　何が。

　何が、何が、何が兄さんとの約束だ！　認めない。そんなの……そんなの、ぼくは！

　気付けばぼくは以前ゲインと戦った際の如ごとく我を忘れ、体のリミッターを外して、これまでの数倍の膂りよ力りよくを以もつて、ガムシャラにヨルへと襲おそい掛かかっていた。

　風の刃やいばを正面からロッドで切り裂さき、隆りゆう起きする大地を割り、絡からみついてくる樹木を強ごう引いんに引きちぎる。

　ヨルはこの戦せん闘とうにおいて初めて少し焦った様子で額に汗あせを垂らしつつ、ぼくをまじまじと見つめてきた。

「まったく、本当に驚きよう異い的だね、キミは。……イヤな相手を思い出すよ！」

　言いながら、手加減無しの自然の力をぼくへと向けてくるヨル。ぼくは全身を酷ひどく痛めつけられながらも、しかしどうしても気になってついルウ達へと視線をやってしまう。

　──と、次の瞬間──

「っぅ!?」

　視線の先から高速で小さな石いし礫つぶてが飛来しているのを発見し、ぼくは咄嗟にロッドでそれを叩たたき落としたものの、その際に出来た隙を突つくように、巨きよ木ぼくから伸のびてきた鋭するどい枝がぼくの腹部を貫かん通つうした。

「ぐっ──」

　ぼくは即そく座ざにそれを手刀で裂くと、着地しながら背中に貫通した残りの枝を引き抜き、ごほごほと噎むせるように吐と血けつする。──勇者の体であっても、看過出来ない程の致ち命めい傷しよう。

　ヨルの攻撃は確かに派手なものの、バリエーションやイレギュラー要素はそう多くない。ぼくの身体能力と実戦経験なら、どうにか捌さばききることが出来るものだった。

　だけど──そこに、僕の隙を見事に突くようなタイミングで横やりが入ったなら。

　それはもう……。

　思わず、遠くのルウを見やる。

　彼は現在、スーリムがミュートやファルディオと交戦するその脇わきから──




　──明確な殺意を瞳に滾らせて、ぼくを睨にらみつけていた。




「…………」

　最早慟どう哭こくも出なかった。胸の中を満たすのは、悲しいとか、苦しいとか……そんな言葉じゃとても言い表せない、ぐちゃぐちゃの感情。

「魔王相手に余所よそ見みとは随ずい分ぶん余よ裕ゆうだねトオル君」

「っ！」

　いつの間にかすぐ傍そばまで接近してきていたヨルに、凄すさまじい力で顔面を殴なぐり飛ばされる。

　ぼくは地面を何度もバウンドしながら転がると、体勢を立て直すことも出来ず、ただただその場に倒たおれ伏ふした。

　脳が揺ゆれたのか、致命傷を負ったせいか、視界がぼやけて揺らぐ。

　尋じん常じようじゃない吐はき気けに何度もえずく。しかし口から出るのはドス黒い血液ばかり。

『トオル！』

　遠くから師匠とファルディオの声。そして直後、数人の悲鳴が混じり響ひびく。何事かと思い、なんとか這はいつくばるようにして顔を上げてみれば──師匠、ファルディオ、そしてミュートの三人が、ぼく同様に地面へと這いつくばっていた。

　どうやら──ぼくに気をとられた隙を、それぞれ相手の魔人に突かれたらしい。

「（く……そっ……）」

　激しい後こう悔かいに打ちひしがれ、今すぐにでも皆を助けに行きたい衝しよう動どうに駆かられるものの……体がまるで言うことを聞かない。

　次に攻撃を受ければもう完全におしまいだったものの、ヨルの追つい撃げきはしばらくなかった。

　不思議に思っていると……ヨルは、風を身に纏って空からぼくの前へと降り立つ。

　──その傍かたわらに、ルウを伴ともなって。

「……っぅ、ルウ……！」

「……ご主人」

　感情の読めない自らの使い魔と、視線が交こう錯さくする。

　ぼくは……気力だけで無理矢理に満まん身しん創そう痍いの体を起き上がらせると、よろよろとロッドを構えて、ヨルとルウの二人に対たい峙じした。

　彼らの後方では、ゲインが剣の切っ先を倒れた師し匠しようの首筋に突きつけ……一方で、スーリムはその右手になにやら巨きよ大だいな槍やり状の呪のろいを顕現させてミュートとファルディオを牽けん制せいしつつ、こちらの動向をニヤニヤと見守っていた。

　ぼくが激しく憎ぞう悪おと敵意を燃え上がらせる中……しかしヨルは、どこか悲しげに、ぼくへと降こう伏ふくを促うながしてくる。

「トオル君、これ以上は無益だ。……大人しく諦あきらめた方がいい」

「何を馬ば鹿かな……。諦めたら……結局殺されるだけじゃないか」

　ぼくは彼の提案を思わず鼻で笑う。……死んでたまるか。こんなところで、ぼくは、死ねないんだ。絶対に旅を完かん遂すいするんだ。……そして……願い事を……。

　ぼくの意志を確かく認にんし、ヨルは悲しげに首を横に振ふる。

「確かに、どちらにしろキミは殺す。ヒロキ君との約束だからね」

「…………」

　ぼくは思わずルウを睨みつける。彼は……何も言ってはくれなかった。

　ヨルが嘆たん息そく混じりに続ける。

「だけど、ファルディオ君やセシリア・シヴィルは別だ。ここでキミが素直に退けば……二人にも、これ以上の被ひ害がいは出ない。だけどまだ抵てい抗こうを続けるようなら……悪いけど、命の保証は出来なくなるよ。彼らはボクらが手加減出来る程、弱くはないからね」

「っ！　そ、それは……」

　ぼくの心に僅わずかな迷いが生まれる。そしてそこを的確に突くように、前に進み出てきたルウが口を開いた。

「どうせご主人は死んでも魂たましいが元の世界に戻もどるだけ。分かりますかな？　この世界において、ご主人と彼らでは、命の重みがまるで違ちがうのです」

「ぐ……で、でも！」

「やれやれ。駄だ々だを捏こねるのも大たい概がいにして下されご主人。子供だからと許されるワガママにも、限度はあるのですぞ。《シュ・ロッカ》の一件でも大たい概がい呆あきれたものですが……」

「な……に？」

「そうそう、知ってましたかな、ご主人。《シュ・ロッカ》とは元々、遥はるか昔に魔物達がその総力を以て《初代審しん判ぱん者》との決戦に当たった時の名残なごり。その強きよう烈れつな記き憶おくが本能として組み込まれている一部の魔物達が、『次なる審判者の出現予測位置に向けて』進行するのが、《シュ・ロッカ》。まあその予測の正確性にはバラつきがあるため、結果として歴代の進行ルートがランダムのように見えてはいますが……」

「……なにを、言って……」

「つまり。ご主人はヴェリール村で偉えらそうに講こう釈しやくを垂れたり、《シュ・ロッカ》の進行を逸そらして英えい雄ゆう気取りをされておりましたが……そもそも大前提として、ヴェリール村が危機に晒さらされたのは、ご主人のせいだったということです」

「…………！」

「馬鹿げた勇者ごっこは、そろそろ終わらせるべきではありませんかな？」

「……ルウ！」

　冷たくこちらを見下してくるルウに対し、ぼくは思わず数歩進み出てルウに摑つかみかかろうとするも……しかしするりとかわされてしまう。

　彼は心底呆あきれた様子でぼくを見下ろすと……そのまま、淡たん々たんとヨルに声をかけた。

「ではトドメを刺さして下され、ヨル」

「……いいのかい？　ルウ君……いや、ヒロキ君」

「これ以上、愚おろかな主人にかける言葉はございませんからな」

「ルウ！」

　ぼくは彼を鋭く睨みつけるも、まるで体に力が入らず、手を出すことさえ出来ない。

　そんなぼくを、ヨルはどこか憐あわれむように見つめ……そして力を振ふるうべく上空へと浮うき上がると、ぼくへと向けた掌てのひらに風を収束させ始めた。……どうやら巨大カマイタチでぼくの体を切り裂くつもりらしい。

「……ヒロキ君」

　上空から、ヨルがルウにぼくの傍からの退たい避ひを促すように声をかける。

　ルウは「分かってますぞ」とそれに応じ、最後にぼくをジッと見つめると。

　忠告通りに退避すべく、その場から去り──

「…………」

　──かけたその矢先。突とつ然ぜん、彼は宙を見つめて、どこか放心したような様子を見せた。

「？」「ヒロキ君？」

　ぼくが動どう揺ようし、上空から異変を察知したヨルが声をかける中、しかしルウはまるで心を完全に失ったかのように、色の宿らない丸い瞳ひとみで宙を見つめ続ける。

　そうして──数秒後。

　彼は突然意識を取り戻したかと思うと──

「……駄だ目めですぞ！」

『え？』

　──これまでの冷れい徹てつな態度とは一転、瞳に激しい感情の色を……動揺を浮かべて、酷く慌あわてた様子で、大声でまくしたててきた。

「さ、作戦は中止ですぞ！　ご主人を殺すのは、少なくとも『今は』絶対駄目で──」

　そう、彼がまるで意味不明の今いま更さらな主張を始めた、その刹せつ那な。

　彼の遥はるか後方──ファルディオ達が倒れ伏すその地点から。

　相変わらずのキラキラした胡う散さん臭くさい笑顔と共に。

　その──あまりにも不ふ吉きつな宣言が、風にのって、ぼくらの耳へと届いた。




「あ、申し訳ない、手が滑すべりました」




　直後、スーリムの手から禍まが々まがしい呪じゆ槍そうが凄まじい勢いでぼくへと向けて放たれる！

　その場に居た誰だれもの意識の間かん隙げきを突く、あまりに唐とう突とつな必殺の一いち撃げき。

　当然、既すでに指の一本を動かす力もないぼくに、それを回かい避ひする術すべなどあろうはずもなく。

　高速で迫せまる無む慈じ悲ひな呪いの槍やりは、見事にぼくの心臓を狙ねらい定めて貫つらぬかんと──

「ご主人！」

「え──」

　突とつ如じよ、体にドンッと、小さな……しかし力の抜ぬけたぼくの体を押しのけるには、充じゆう分ぶんな衝しよう撃げき。

　直後、わけもわからず、ただただ呆ぼう然ぜんと倒れ行くぼくの瞳に映っていたのは──




「────」




　──ぼくに代わって呪槍にその身を貫かれる、ルウの姿だった。








間章　ミカミヒロキ４









過去




　最初にルウとして森の中で目覚めた時、僕はいよいよミカミヒロキとしての人生に幕を下ろし、輪りん廻ね転生を果たしたのかと思った。

　身に覚えのない異世界の基き礎そ知識と、僕であって僕ではない精神。

　なにより、モフモフとしたぬいぐるみのような体。

　夢と呼ぶにはリアルで、しかし現実の延長として考えるには不可解すぎる状じよう況きよう。

　幸いだったのはこの「ルウ」という存在が、なんともお気楽な性質だったことだ。

　器うつわであり基礎となった魔ま物ものの心が、そもそもそうであったのだろう。

　複雑なことなど考えずに、彼に全すべてを委ゆだね任せてしまうのは、なんとも心地ここちよかった。いつもごちゃごちゃと先のことばかり考えている僕とは対照的に……彼の心は空のように澄すんで、雲のようにたゆたっている。

　そのありようはこの上無く幸福で、しばらくは、僕という人間の魂が必要以上にしゃしゃり出る必要もないかと、のんびり構えていた。

　事情が変わったのは、森の中で意識を失った勇者──ミカミトオルを発見した時だ。

　まさか彼がルウの主人だとは思ってもみなかったため、最初はただただ驚おどろき。

　やがてその驚きは、異世界で家族に再会出来た安あん堵どよりも、むしろ先行きの不安へとそのカタチを変えていった。

　この状況が必ずしも吉きつ兆ちようとは呼べないことが、この時点でも漠ばく然ぜんと予測できたからだ。

　トオルは確かに良い子だ。勇者としてこれ以上適性のある人材もいないだろう。

　けれど。

　いや、だからこそ、実際彼に勇者としての責務を負わせるのは、非常に危険に思えた。

　……とはいえ、この時点ではまだまだ僕にとれる行動の選せん択たく肢しは多くはなかった。

　僕は少し悩なやんだものの……どう動くにせよ、まずはこの状況──鬱うつ蒼そうと茂しげった森の中で弟が気絶しているという状況を打開しないと始まらないと結論し。

　そして……何度かの咳せき払ばらいの後、《使い魔・ルウ》としての自分に完全に人格を明け渡わたした上で、彼に声をかけたのだった。

「起きて下され！　ごしゅじん！　ごしゅじん！」




　　　　＊




　ルウとして異世界でトオルと過ごした日々は、正直言って……幸福だった。

　現実世界では外で思い切り遊ぶことも、たらふくご飯を食べることも出来ない自分に、代わってくれでもするかのように。

　ルウはこの世界で元気にはしゃぎ回り、食べ、なにより弟とじゃれあってくれた。

　それは、まさに至福の時間だった。

　──まあ、元々僕の魂が高所恐きよう怖ふ症しようだったせいで、「飛べる魔物」に生まれた割には、高く飛ぶことが出来ないという、大変な誤算は発生してしまったけれども。

　とにもかくにも、少なくともルウは僕の魂を宿しつつも、全く噓うそ偽いつわりなく、素す直なおにトオルのサポートに徹てつしてくれていた。

　だけど、そのただただ楽しいだけの時間も、そう長くは続かなかった。

　始まりは──そう、《シュ・ロッカ》の件が片付いたあたりだったろうか。

　そもそも、あの事件の渦か中ちゆうで改めてトオルの考え方を……酒場で村長達に語っていた話を確かく認にんした時も、少しイヤな予感はしていたが。

　その色が明らかに濃こくなったのは、彼女──サクヤの自己犠ぎ牲せい的てき行動が、なんの因果か、結局は村を完全に救うという「最高の結果」をもたらしてしまった、あの時だ。

　そう……今思えば実はあれこそが、最大最悪の引き金だった。

　そして闘とう技ぎ都市ルザルでトオルが「命の使い所」とやらを語った、あの瞬しゆん間かん。

　僕は、ようやく自らの「イヤな推理」に確信を抱いだき、戦せん慄りつした。

　そうして。

　あの晩、ルウの魂と共に、じっくりと状況を検討した僕は。




　使い魔の役目を放ほう棄きし、勇者の旅を失敗させることを──仲間達や人類を裏切りトオルを殺害することを、心に決めたのだ。




　とはいえ、実際勇者は簡単には殺せない。歴代でもトップクラスの生命力を授さずかったトオルともなれば、尚なお更さらのことだ。非力なルウの身一つで彼を殺すことは非常に難しい。となれば……勇者の喉のど元もとに届きうる強力な牙きばを用意しなければいけない。

　そう……ルザルで自分達を襲おそってきた、魔人イグニールのような。

　そんなことを考えていた矢先のことだった。

　ヨルの方から、僕に接せつ触しよくしてきたのは。




　　　　＊




「初めまして、今代の使い魔君」

　ルザルを出て二日目の夜のことだった。テントでトオル達が寝ね静しずまった後、一人用をたすフリをして野営地点から離はなれたところで、ルウが突如背後から声をかけられたのは。

　ルウはゆっくりと振ふり返ると、月明かりに照らされた銀ぎん髪ぱつの少年に──こちらも余よ裕ゆうの笑みを浮かべて、応じた。

「そろそろ来る頃ころ合あいかと思っていましたぞ」

　すると彼は驚いた様子で目を見開く。

「……そんなこと言われたの、初めてだよ」

「まあ確信があったわけではございませんがな。ルウの中に提供されていたこの世界の知識の断だん片ぺんと、魔人の件を総合して考えると、まあ貴き殿でんみたいな存在はあって然しかるべきだろうと考えたまでですぞ」

「……こりゃまた、随ずい分ぶんとクセのある魂たましいが宿ったみたいだ」

　そう笑った彼の笑顔はどこかトオルに似ていて……僕らはすぐに意気投合した。

　その夜、僕らは多くのことを語り合った。

　まずは彼の大まかな来歴。そして長い時間を経て復活した彼が「現代において未いまだ知性を残す魔物」に興味を持っていたこと。だからこそ今回、勇者サイドの使い魔たるルウにまで接触してきたこと。

　対するルウは、使い魔としてはあるまじき、現在の自分の目的を語った。

　更さらには、トオルを殺したいという点において、魔人達と目的が一いつ致ちしていることを告げ、協力を申し出る。

　ヨルはしかし、すぐにはその話に乗ってこなかった。

　理由を訊たずねると、ヨルは少し照れ臭くさそうに頭を搔かきながら、おずおずと告げた。

「過去の因いん縁ねんから、確かに僕は《審しん判ぱん者》のことを心底憎にくんでいる。けど……」

「けど、なんですかの？」

「……けど、裏切りは、良くない。うん。良くないよ」

「…………」

　そのあまりに意外すぎる理由に、ルウはしばしぽかんとした後……思わず、笑い出してしまった。ヨルが少し頰ほおを紅あかくして、自らの頭をわしゃわしゃと搔く。

「……ごめんね、ルウ君。自分でもどうかと思うけど、ボクは『裏切り』っていう行こう為いがホント嫌きらいでさ。少なくともそれに荷か担たんするようなことだけは絶対にすまいと──」

「ヒロキですぞ」

「ん？」

「ルウの半身の名前。ご主人を殺したがっている魂は……ミカミヒロキと言うのですぞ」

「ミカミヒロキ……」

　名前を呟つぶやき、不思議そうに首を傾かしげるヨルに。

　僕はルウの口を借り、思い切って、腹を割って話してみることにした。

「勇者として呼ばれた少年の、兄ですぞ」

「────詳くわしく事情を訊きかせて貰もらおうか」

　ヨルの目が厳しく細められる。僕はそんな彼を完全に信用することに決めると、自らの目的とその理由を詳しよう細さいに告げ。

　そしてこの日、確かな信しん頼らいで結ばれた運命共同体が発ほつ足そくしたのだった。




　僕らがまず勇者トオルを殺すべく最初に打った手が、魔人ゲインだった。

　最初の一手にして、最大の一手。

　魔人の中でも比ひ較かく的ヨルに協力的で、なにより勇者を圧あつ倒とうする能力を持つ魔人。

　作戦は極きわめて単純だ。

　まず彼を、ヨルが焚たきつけ。ルウはルウで、人の多い街での戦せん闘とうに至らぬよう、旅の最中に果実や肉にく汁じゆうやガスによる〈しるべ〉を用いて彼を上手うまく誘ゆう導どうし、交戦に至らせる。

　実際そこまでは、完全に僕らの想定通りに事が進んだものの。

　誤算だったのは、彼がファルディオやセシリアまで殺しにかかってしまったことだ。

　ヨルが気を遣つかって出来るだけ僕らの事情を魔人に秘ひ匿とくしたことが、裏目に出てしまった。

　おかげであの時はルウも慌あわててファルディオの救きゆう援えんに入り、あまつさえ、

「相手が違ちがうのではありませぬかなっ、相手が！」

　等とかなり核かく心しんに迫せまることを口走ってしまったが、状況が味方したのか、幸いにして誰だれにも怪あやしまれることはなかった。

　この件から見てもやはりネックは、ヨル達と密な連れん絡らくが取れないことだった。また、そのヨルも魔人達と上手く連絡がとれないものだから、計画は容易たやすくなかった。

　その後訪おとずれたナルスではフギンに化けたミュートが想定外の動きをしていた上に、魔人とは異なる脅きよう威いであるアヤの存在や、セシリア・シヴィルの危機もあって、とてもじゃないけどルウがトオルを殺すための策を挟はさみ込む余地は無かったし。

　異い端たん審しん問もん官に至っては──弱すぎて話にならない。利用する気にもならなかった。

　そうして最後は、遂ついにヨル自らという最強のカードを切るハメになったものの……。

　結局はここでも魔人達の勝手な動きに手を焼かされ、その結果が──。




現在




　ルウの体がスーリムの槍やりに貫つらぬかれるのを感じながら、僕はこれまでの自らの行いを走そう馬ま燈とうのように省かえりみる。




　一体、何がいけなかったのだろうか。……まず、魔人達を完全に御ぎよしきれなかったのは、大きな敗因だろう。

　だけどなにより、それ以上に。

　やっぱり大前提として、僕もヨルも、甘すぎたのだろう。

　自らの目的のためならば、何もかもを犠牲にする覚かく悟ご。

　それこそが、まずなによりも僕らに必要だったのに。

　そこを認めずダラダラしているから……きっと運命の女め神がみは、僕らを見放した。

　どうして確固たる決意を持ちながらも、僕らは非情になりきれなかったのか。

　どうしてこの世界の人類を裏切っておきながら……ファルディオやセシリアという旅の仲間は切り捨てられず、彼らのことは出来るだけ助けてくれなんて甘い取引を持ちかけ、ヨルもまたそれに応じてしまったのか。

　そんなことだから。

　そんなことだから、いよいよトオルを殺そうかという一番大事な場面でこそ、運命の悪戯いたずらに翻ほん弄ろうされてしまったのだ。

　そう、運命の悪戯。あの時僕に起こったことは、そうとしか言い様がない。

　あの時。ヨルがまさにトオルにトドメを刺さそうとしていた、あの瞬間。

　僕に、突とつ然ぜんの意識往来が起こった。

　普ふ段だんならばルウの睡すい眠みん時じに多い意識往来が、あの時に限って、白昼堂々と起こり。

　そうして一時的に意識が現実世界に戻もどった僕が目にしたものは、あろうことか……。




　トオルの容体が急変し、医者が必死に彼の心臓マッサージをしている光景だった。




　その瞬間……僕が執しつ拗ようにトオルを殺害しようとし続けた、その理由の全すべてが……一気に反転してしまった。

　だって、なぜなら僕の真の目的は──




　──トオルを殺すことで、トオルの願いを砕くだき、トオルを救うことだったからだ。




　……《シュ・ロッカ》の一件で予感し、ルザルで確信に至った僕の「イヤな推理」。

　それは、トオルがこの旅の果てで叶かなえようとしている願いが、まず間ま違ちがい無く「自らの命と引き替かえに、ミカミヒロキを救う」ということだ。

　そんなことだけは、絶対にさせられない。させてたまるものか。

　旅を達成し願いを叶える前にトオルを殺し、元の世界へと彼の魂を強制送そう還かんすること。

　それこそが、僕の……僕とルウの、最大の目的だった。

　だからこそ、ルウは……ずっと、ずっと、ずっと。

　彼にその願いだけは、なにがなんでも、絶対に叶えさせまいと。

　使つかい魔まとしての職務さえもかなぐり捨て、ただただトオルを生かすことだけを目的に、これまで必死に動いてきたっていうのに。

「（……トオル）」

　呪じゆ槍そうに体を刺し貫かれ、ゆっくりと地に落下していくルウの中から、絶望に染まりきった表情を浮うかべる彼を見やる。

「（ホント……フウトとは似ても似つかないな）」

　物静かで聡そう明めいでいつだって穏おだやかだった彼とトオルじゃあ、まるで似ても似つかない。

　馬ば鹿かみたいに活発で、後先なんか一いつ切さい考えていなくて、すぐ怒おこったり泣いたりして。

　かと思えば、心に闇やみを潜ひそませ、誰にも理解されないような極きよく端たんなことも平然とやり遂とげてしまう歪いびつさを持っていて。

　おおよそフウトの代わりだなんて、とてもじゃないけど言えない少年。

　だけど。

　それでも。

　そうだとしても。




　トオルは紛まぎれもなく、僕の弟だ。




　彼と一いつ緒しよにテレビゲームをしたり、下校したり、スカイツリーで怯おびえたり、ライオンさんカードで一いつ喜き一いち憂ゆうした何気ない日常が……僕にとって、どれだけ幸福だったことか。

　どれだけ……どれだけフウトを失って傷ついていた僕の心を、救ってくれたことか。

　……フウトに続いて、彼までも亡なくすわけには絶対にいかない。

　二度も。

　二度も、大事な弟を失って、たまるものか。

　だから。

　だから僕は、トオルを生きて元の世界に返すためなら、なんだってする。

　そのために僕は……ルウはこれまで、大事な仲間を裏切り、魔ま王おうと協力し、自らの手で弟を殺すという最低の覚悟までしてきたんだ。

　……だというのに。

　この大事な場面で、一番肝かん心じんな、あちらの世界におけるトオルの体が……魂を受け容いれるべき器うつわが失われてしまっていては、なんの意味もない。

　そんなことなら。

　そんなことなら、せめてこちらの世界で、魂だけとはいえトオルに存続して貰う方がよっぽどいい。

　たとえ父さんや母さんと二度と会えなくても。この世界には、ファルディオやセシリアがいる。大事な弟の幸福を託たくすに足る、最高の仲間達が、いてくれる。

　彼らならいつか必ず、トオルの歪ゆがみをも癒いやしてくれるはずだ。

「（……ルウ……）」

　急速に力を失いつつある自らの器を改める。

　……ルウは……ルウは最大限、この世界でやるべきことをしてくれた。なにより咄とつ嗟さにトオルをかばってくれたのは、紛れもなく、彼自身の判断だ。感謝してもしきれない。

　だけど……まだあと一つだけ、ルウとして、どうしてもしておかなきゃいけないことが、残っていて。

「（……トオルが《願い》で僕を救う事態だけは、回かい避ひしないと。……そのためには……そのためには……）」

　僕は、ルウの体からみるみる生命力が失われていくのを感じながらも、残り僅わずかな命で最後の最後の策を完かん遂すいするべく、ルウに──最後の指示を与あたえる。

　それはあまりに身勝手な僕の……残ざん酷こくすぎる願いだった。

　……僕もトオルも、この世界で死を迎むかえたところで、またあちらに戻るだけだ。

　だけど……ルウは違う。僕と器の心が重なることで初めて発生したルウという人格は……存在は。




　今、まさに完全なる死を迎えようとしている。




　だけど……だというのに、ルウは。

　この世界での彼が、いつだって、そうであったように。

　最後の最後まで。

　──空のように澄すんだ心で、僕の最低の願いを、優しく受け容れてくれたのだった。








最終章　ぼくのゆうしゃ









　ルウの小さな体を、生命を刮こそぐ呪槍が無む慈じ悲ひに貫かん通つうしていく。

　ぼくは尻しり餅もちをつきながらその光景を啞あ然ぜんと見守っていたものの……彼が背から地に落ちたその瞬しゆん間かんには、喉のどが張り裂さけんばかりに叫さけんでいた。

「ルウ！」

　満まん身しん創そう痍いで既すでに消しよう耗もうしきった体を無理矢理引き摺すり、ガリガリと爪つめで地面を削けずるが如ごとく這はって、力なく倒たおれ伏ふすルウの傍そばに寄る。

『…………』

　遠くではファルディオや師し匠しようが光の失われた目で呆ぼう然ぜんとし、スーリムを除く魔人達もまた完全に動きを止めてぼくらの動向を見守っていた。

　そんな中僕は、一瞬だけ躊躇ためらいながらもすぐにルウの体を抱だき起こすと、顔を仰あお向むけにして、優やさしく、しかし懸けん命めいに揺ゆすった。

「ルウ！　ルウ！」

　実体無き呪槍による攻こう撃げきのため、ルウに外傷はまったくない。だけどその体はゾッとする程に軽く……そしてその毛並みからは、いつもの日ひ溜だまりのような温かみが一切感じられなかった。

　皆みんなが無言で見守る中、ぼくが必死に何度も呼びかけていると……ルウはようやく、うっすらとその瞳ひとみを開いた。

「……………………」

「っ！　ルウ!?　ルウ！」

　彼の細っこくちっちゃな手を、きゅっと握にぎり込む。

「……ゅ……」

「な、なに？　聞こえない。聞こえないよ、ルウ！」

　既に生命力が底をつきかけているのか、ルウの言葉は擦かすれてしまい、僕の耳に届かない。

　と、次の瞬間──

「……ごしゅ……じん」

　ヨルが何かしたのか、僕らの周囲からの一切の自然音が消失し、代わりに、ルウの言葉がハッキリと克こく明めいに聞き取れるようになった。

　その効果は非常に大きかったらしく、ファルディオ達も遠くに居ながら何かが聞こえた様子でハッとする。

「やれやれ……失敗、しましたなぁ……」

「ルウ、なに？　なにが言いたいの？」

　彼のぼんやりとした呟つぶやきに、ぼくは思わず必死で訊たずね返す。

　すると、ルウは力なくぼくに微笑ほほえみ返したかと思うと……彼にはとても似合わない冷れい酷こくな……そして兄に良く似た知ち謀ぼうの光をその瞳に湛たたえて、挑ちよう発はつ的な表情を浮かべた。




「勿もち論ろん、ご主人を惨むごたらしく殺害する計画のことですぞ」




「……っ！」

　ルウの浮かべたこれ以上ない程に悪あく辣らつな笑みに、ぼくはもう何も言えなくなる。

　遠方でファルディオや師匠も息を吞のむ中、ルウは訥とつ々とつと続けてきた。

「ルウはずっとずっと……ご主人を殺したくて殺したくて、たまらなかったのですぞ」

「…………めて……」

「ああ……少し言い換かえましょう。ルウと……ご主人の兄上であるミカミヒロキは、ご主人を殺したくて仕方なかったのですぞ……」

「…………めて……よ……」

　ぼくが俯うつむいて抗こう議ぎの声を漏もらすのにも構わず、ルウは……体から残り僅かな生命力が失われていくのにも一切構わない様子で、心底楽しそうに続けた。

「なぜならルウの半身、ミカミヒロキは……ご主人が……ミカミトオルという人間が、たまらなく……憎にくかったようですからの」

「もうやめてよ！」

　思わず叫ぶぼく。しかしルウは、それでも残酷な言葉をやめてはくれなかった。

「それだけじゃございませんぞ。ルウは……半分は、この世界の魔物。そんなルウが……ご主人のことを……勇者のことを心から慕したうはずなんか……ないじゃありませんか」

「やめてって！」

「最初に自己紹しよう介かいした通り。ルウは、ルウなのですぞ。ミカミヒロキでも……本当は使い魔でもないのです。ただただ、ご主人を殺したかっただけの、とっても賢かしこい魔物で……」

「やめろって言ってんだろ！」

　ぼくの悲鳴のような絶ぜつ叫きように、場が凍こおりつく。

　ルウはそんなぼくを……心底愉ゆ快かいそうに見つめると。

　自らの体が、既に、消しよう滅めつへと向けて光こう粒りゆうに変へん換かんされ始めているのにも構わず。

　魔人や異い端たん審しん問もん官を思わせる酷ひどく歪いびつな笑みで、トドメでもさすかのように続けてきた。

「ルウはご主人を心から『主人』だと認にん識しきしたこともなければ、『仲間』や『友達』と思ったことも、ましてや『弟』などと思ったことも一度もありません。ルウは、ルウは──」

「分かってるよ！」

　俯き、唾つばを撒まき散らす程に叫んだぼくの言葉に、ルウがどこか満足そうに微笑む。

　ルウの体が薄うすく透とう過かを始め、重みも噓うそのように失われ行く中。

　ぼくは歯をきつく食いしばって……彼に、返した。

「分かってたよ……ホントはもう。全部。全部分かってたんだ……」

　ぽたぽたとぼくの頰ほおから流れた涙なみだが、しかし、ルウの体をすり抜ぬけて、自分の腕うでに落ちていく。

　ぼくはそれを見つめながら、独り言のように続けた。

「スーリムに真実を暴ばく露ろされた時から……ううん、《裁きの楼ろう閣かく》で説明を受けた時から……いや……ホントは……最初の最初から、どこかで……ずっと気付いてたんだ……」

「…………」

　何も答えずどんどん薄くなっていくルウは、至し極ごく満足げに目を閉じてぼくの言葉を聞いている。

　仲間達は勿論、ヨル達もまたぼくらの様子を固かた唾ずを吞のんで見守る中。

　ぼくは……ぼくは、ルウに言葉をぶつける。

「確かにキミの言う通りだ。キミは……ルウは、ぼくにとって、『使い魔』じゃなかった。……ましてや『兄さん』なんかでも……ない」

　喉の奥から嗚お咽えつが漏れる。感情が溢あふれすぎて、とてもじゃないけど、まとまりがつかない。今すぐにでも、子供らしく、大声で泣きわめきたい。

　だけど。

　だけど、ぼくにはまだ、彼に言わなきゃいけないことが、あるから。

　ぼくは鼻水をすすると……もう殆ほとんど消えかかっているルウに向けて、必死で言葉を続けた。

「ルウは──」

「…………」

「──この旅の間中、いつだって僕のことだけ考えてくれていた、どこまでいっても底そこ抜ぬけに優やさしくて明るくて強くて……今も自ら悪役を買って出ようとしちゃう、キミはさ」

　ハッとして目を見開くルウ。

　そんな彼にぼくは……瞳に涙を溜ためながらも。

　ルウににっこりと微笑みかけ。

　そして。

　消えゆく彼に。

「誰だれがなんと言おうと。紛まぎれもなくぼくの……ぼくの──」

　最大限の笑顔で。

　その、ずっとずっと言いたかった感謝の言葉を、告げたのだった。







「────ぼくの、ゆうしゃだ」







「────」

　ぼくの結論に、ルウは一瞬心底驚おどろいた顔を見せ。

　そして……それでもすぐに、なにやら心底呆あきれた表情でぼくを見つめてくると。

　その、小さな手を……ゆっくりと、こちらに伸のばしてきた。

　ぼくはその意図を汲くみ取り……涙をボロボロと落としながらも、彼に頭を向ける。

　するとルウは、もう殆ど重みの感じられない手で。

　ぽん、ぽんと、二回……あやすようにぼくの頭を、優しく叩たたいて微笑んだ。




「まったく……ホントに困ったさんですなぁ、ご主人は」




「っ、ルウ──」

　胸の奥から湧わき上がってくる様々な感情が抑おさえ切れず、ぼくは思わず呼びかける。

　がその時にはもう──

「────」

　──ルウの姿は、この世から跡あと形かたも無く消え去っていた。







ファルディオ・メルクリウス




「いやはやまったく、申し訳ありませんね。まさかあの場面で、つい、手が滑すべるとは！　このスーリム、一生の不覚ですよ！」

『…………』

　トオルのみならず、誰もがルウの消失に呆ほうけた様子を見せる中、ただ一人、スーリムだけが笑顔でそんな戯たわ言ごとをのたまう。

　そうして彼は一度言葉を切り、ふわりと跳ちよう躍やくしてヨルが出現させた高台の上に乗ると。上からゆったりと見み渡わたした後、まるで政治家が街頭演説でもするかのような大おお袈げ裟さな身み振ぶりと共に続けてきた。

「いやぁ、でもトオル君に大事がなくて良かった！　危あやうく、同どう胞ほうの指示に背そむいて勇者を殺してしまうところでしたよ！　まさに間かん一いつ髪ぱつでしたね！　良かった良かった実に良かった！　不幸中の幸いとはまさにこのことだと思いませんか!?　ねぇ、皆みなさん！」

『…………』

「皆さん、辛しん気きくさいのはやめましょうよ、もう！　起こってしまったことは仕方ありません！　僕らは常に前を見て歩くべきなんです！　ねぇトオル君！　キミが過去に囚とらわれてうじうじすることを、お兄さんは望んでいないんじゃないかなぁ！」

『…………』

「なにはともあれ、実際本当に良かったじゃないですか！　だって、危うく尊い勇者の命が失われかけた場面を、たかだか一匹の雑魚使い魔の犠牲だけで、やり過ごせたんですよ!?　これほどラッキーなことが他にありましょ──」




『黙だまれ』




　刹せつ那な、怒ど気きを孕はらんだ六つの声が重なる。

　それは、トオルの、セシリアの、ファルディオの──そしてゲインの、ミュートの、ヨルの声だった。

　ヒロキとこれまで協力態勢を築いてきた魔人達をも含ふくめた、その場の全員が、瞳ひとみに明確な殺意を滾たぎらせて丘おかの上に立つスーリムを睨にらみつける。

　……ファルディオ・メルクリウスに言わせれば、現在スーリムの置かれている状じよう況きようは、誇こ張ちよう無しに最低だった。

　なぜなら、彼が無む闇やみに挑発した対象は。

　──現在世界で最も敵に回してはいけない六人だったのだから。

　スーリムもそれは一応理解しているのだろう。

　彼はあからさまにわざとらしい狼ろう狽ばいを見せ、酷く悲しげに訴うつたえてきた。




「皆さん、目を覚まして下さい！　ルウ君はきっと復ふく讐しゆうなんて望んでないですよ！」




　相変わらずに芝しば居いがかったその邪じや悪あくさに、魔人達も含めて全員が攻こう撃げき態勢へと移る中。

　スーリムはやれやれと肩かたを竦すくめると、今度は胡う散さん臭くさい政治家を思わせる芝居を始めた。

「ルウ君は僕が殺したんじゃない！　謂いわば人類と魔物との、不毛な争いの犠ぎ牲せい者しやなんです！……そりゃまあ、少々頭が回りすぎて邪じや魔まだなと考えてなかったと言ったら噓になります。でも、僕のそんな些さ細さいな思おも惑わくなど、今はまったく問題ではありませんよね？」

「てめぇ……！」

　あまりの怒いかりで、ファルディオの視界が真っ赤に染まっていく。

「（この下げ衆す野や郎ろう……っ！　最初からトオルじゃなく、ルウ狙ねらいで……！）」

　見れば、セシリアもまたわなわなと剣けんを持つ手を震ふるわせていた。

　……確かに、ルウは表面的には裏切り者だったかもしれない。しかし、最後に行われたトオルとルウのやりとりを見て何も感じ取れない程、ファルディオ達の絆きずなは安くない。

　彼は魔人達も含め最も早はや一いつ触しよく即そく発はつの状況を確認した後、最後に恐おそる恐おそるトオルの様子を窺うかがった。

「（……以前セシリアが殺されたと思い込んだ時の狂戦士と化したアイツのことを考えると、とてもじゃねぇけど……）」

　彼が正気を保てるとは思いがたい。そう推測していたファルディオはさてどうやって彼の心を取り戻もどそうかと思案しながらトオルを見る。

　が、予想に反して彼は──

「（な──）」

　──瞳に狂きよう気きを宿すこともなく、淡たん々たんと立ち上がり、いっそセシリアや魔人達よりも冷静に戦せん闘とう態勢を整えていた。

　穏おだやかに、粛しゆく々しゆくと、激げつ昂こうするでもなく、ただただ次の状況に備えて動くトオル。

　そんな彼の様子に、ファルディオは──

「（……やべぇ）」

　──直感的に、これまでにはない最大の危機感を抱いだいた。
















「（……なんだよ、これ。あいつ……全然普ふ段だん通りだ。普段通りだけど……だからこそ……怒りに身を任せている時なんかよりずっとずっと……）」

　ゲイン戦で見せたような、ファルディオの背筋がゾッとするような異質な感覚はない。しかし……彼にはそれこそが「最もまずいこと」のように思えた。

　トオルが、トオルのままで、その意志を、目的を、明確に定めたような……。

　つまり。




　正気を取り戻させるとか、矯きよう正せいするとか、説得するとか……そんな選せん択たく肢しが、全すべて失われた……人として、取り返しの付かないカタチで完成されてしまったような不安感。




　ファルディオには今の「普ふ通つうのトオル」が、何よりも恐ろしくて仕方なかった。

　ファルディオだけがそれに気付いて戦せん慄りつする最中にも、場の緊きん張ちよう感は高まり続ける。

　そうして、いよいよ怒りを堪こらえきれなくなった様子のセシリアが、剣を強く握にぎってスーリムへと向けて飛びかか──

「…………!?」

　──ろうとした、まさにその瞬しゆん間かん。彼女はなにやらハッと危険を感じとったかのように、ギリギリのところでかろうじて踏ふみとどまった。

　見れば、ヨルやゲイン、トオルも同様の気配を察した様子で、体を強こわ張ばらせる。

　ミュートも不快そうに眉まゆを顰ひそめ、ファルディオも周囲のただならぬ様子に唾つばを吞み込む中。

　スーリムは大きく両りよう腕うでを広げ、高らかに声を上げた。

「最後まで平和を望んでいたルウ君のためにも、こんな悲しみの連れん鎖さは、もう終わらせないといけない！　そうは思わないですか!?」

　彼がそう告げると同時に──いつの間に仕込んでいたのか、丘の上、彼の後方から、呪じゆ針しんミストルティンが頭部に刺ささった邪悪な軍勢が姿を現す。

　正気を失った様子で眼球をぐるぐると動かし、涎よだれを垂らす魔ま物ものの群れ──

「（──いや、違ちがう）」

　ファルディオは敏びん感かんに違い和わ感を感じ取る。

「（あれは……魔物だけの群、じゃない。普通の動物達と……そして、奇き声せいを上げて、四よつん這ばいの体勢をとる、あれは……あの、肌はだ色いろの生物達は──）」

　そこまで考えたところで、ファルディオの瞳どう孔こうが広がる。

　なぜならばそれは……その最も見覚えがある生物は──




　──獣けもののような姿へとなり果てた、人間達だったからだ。




『────』

　そのあまりに禍まが々まがしい混成軍勢の有あり様ように、場の全員が戦慄して立ち尽つくす中。

　スーリムは、言葉だけならもっともらしく聞こえる演説を続ける。

「人と魔物がどうとか、異世界がどうとか……そんな境は取とっ払ぱらって、皆みな、仲良く生きましょうよ！　ほら、余計な理性さえなければ、結局は皆同じ生き物なんですよ！」

　言いながら、自らの傍そばに来た豚ぶたの心臓を右手で刺し貫き、びくびくと痙けい攣れんするその体を、軽々と背後の混成軍勢の中へと放ほうり込むスーリム。──途と端たん、我先にと争うように豚へ群がり、貪むさぼり、肉を食い散らかし始める魔物、動物……そして人間達。

　悪夢のような目の前の光景に、ファルディオ達が言葉を失っていると。

　スーリムは瞳に悲しみを──口元には抑え切れない愉ゆ悦えつを滾らせて告げた。

「人類と魔物の共存という観点において、一つの理想がここにあるとは思いませんか、皆さん」

「……スーリム……キミは……いつからそこまで……」

　ヨルの体から、ファルディオ達まで呼吸困難に陥おちいる程の濃のう密みつな殺気が[image: 迸]ほとばしる。

　しかしスーリムはそれさえもまるで意に介かいさず、けろりとした顔でふざけた口上を続けてきた。

「この理想のためなら僕は……非常に心苦しくはありますが、可愛かわいい彼らと共に、かつての同胞へと剣を向けることも、またいたしかたなしと考えております。……おや、そういった意味では、丁度勇者達と交戦して疲ひ弊へいしている現在って、凄すごくいい機会じゃないですか！　いやぁ、重ちよう畳じよう重ちよう畳じよう！」

「貴様……！」「……ミュートちゃんってば、流石さすがにイラッとしてきたかなぁ……」

　ゲインが牙きばを剝むいて剣を構え、ミュートが鋭するどい目付きでべろりと唇くちびるを舐なめる。

　スーリムはやれやれと呆あきれた様子で魔人達を見回すと、今度はファルディオ達へと、その不気味な笑え顔がおをむけてくる。

「キミ達なら、理解してくれますよね？　人と魔物が平等に過ごせる世の中を作ろうという、この理想の気高さを！」

『…………』

　確かに表面上はこれ以上ないぐらいに素す晴ばらしい目的だった。しかし……

　黙り込むファルディオ達の反応をどう捉とらえたのか、スーリムはここでもう一押しとばかりに、満面の笑みを浮うかべる。

「ほら、人と魔物がうまく交配でも出来た暁あかつきには、ルウ君に似た愛あい玩がん動物の一つも産まれてくるかもしれませんよ？」

「────殺す！」

　完全に怒りにとらわれたセシリアを、まるで野や蛮ばん人を憐あわれむかの如ごとく見下すスーリム。トオルはと言えば……少し不快そうに眉を顰めながらも、あくまで冷静にミョルニルロッドを隙すき無く構えてスーリムを睨みつけるのみだった。

「（トオル……お前……）」

　ファルディオが彼へ覚えた違和感に確信を抱き、スーリムに対するのとは別の警けい戒かいを一人募つのらせる中。

　スーリムは、魔人陣じん営えいと勇者陣営の、その全てが自分へ敵対の意志を見せている状況を、悲しげに……そしてどこか楽しげに見み渡わたすと。

　まるでこの機会をこそ長年待っていたとでも言わんばかりに、仰ぎよう々ぎようしく両手を広げ、狂気の軍勢を自らの背後に従えた。

　そうしてまるで清せい廉れんな聖騎き士しでも気取るかのように呪のろいの剣をようようと掲かかげると──




「今こそ僕は、この魔物と人類の馬ば鹿かげた闘とう争そうの歴史に終しゆう止し符ふを打つべく、人類側とも魔物側ともまったく別の新たな勢力──《平等党》の結成をここに宣言しようじゃないか！　志半ばで散った中間存在、ルウ君のためにも！　集つどえ、革命の意志ある若人わこうどよ！」




　──その呆れるほどに歪ゆがんだ馬ば鹿か馬ば鹿かしい宣戦布告を、世界へと突つきつけた。

　セシリアが、ヨルが、ゲインが、ミュートが、まるで聞くに値あたいしない戯たわ言ごとをあしらうかのように、それぞれ戦闘態勢に移行する中。

　ファルディオだけはただ一人、まったく別の人物……

「（…………おいおい……冗じよう談だんよせよ……）」

　スーリムの言葉を聞いて顎あごに手をやり、なにやら一人静かに検討を始めた人物。




　──勇者トオル・ミカミを見つめ、全身に冷や汗あせを滲にじませていたのだった。








エピローグ　ミカミヒロキ５









　けたたましいアラームと、細かな金属器具がガシャガシャとぶつかり合う音、そして周囲を慌あわただしく走り回る人の気配。中年男性の怒ど鳴なるような指示の声。

　最も早はや目を開くまでもなく、最低の状じよう況きようが展開されているのが理解できた。

「（……ト……オル……）」

　それでも弟の顔を一目見んと瞼まぶたに力を込こめるものの、これまで以上に僕の体は──

　──ミカミヒロキの体は、言うことをきかなかった。

　仄ほの暗ぐらい闇やみの中でただただ医師達の不ふ吉きつなやりとりに耳を澄すませながら、現在自らの置かれている状況を考える。

「（ルウの体を失って……戻もどって来たまではいいけど……なんだこれ……）」

　油断するとすぐ意識が薄うすれていく。……これは、自らの宿る体が眠ねむりを欲ほつしているとか、そういうレベルの話じゃない。

　そもそも、ミカミヒロキの体にうまく魂たましいが定着しない。ミカミヒロキの体を充じゆう分ぶんに満たし動かす程のエネルギーが、今の僕の魂には、ないらしい。

　僕はあの忌いま々いましい魔ま人じんの顔と彼の放った呪じゆ槍そうのことを思い出す。

「（くそ……あの槍……生命力どころか、心や魂まで削けずるのか……！）」

　よくもそんなものを僕の弟に……トオルに向かって投げつけたなと、今いま更さらながらに怒いかりが湧わいてくる。下手をしたら今いま頃ごろ弟は、体も魂も両方失っていたかもしれないのだ。

　そういった意味では、やはりルウとして咄とつ嗟さに彼をかばえたこと自体は僥ぎよう倖こうだったのかもしれないけど……。

　トオルと最後に交わしたやりとりを思い出し、やりきれない思いにとらわれる。

「（駄だ目めだ……このままじゃ……トオルは……あの子は必ず僕に報むくいようと……！）」

　もしかしたら今はまだ魔人達との戦いの渦か中ちゆうにあって、それどころじゃないかもしれない。だけれど、少なくともこの一件が片付けば、まず、間違い無く。




　トオルは、今まで以上に躍やつ起きになって──僕のために命を使おうと、動くはず。




「（なにやってんだ僕は……！　彼にもう一度『家族にかばわれる』という事態を体験させるなんて……！　これじゃあ……これじゃあただ、トオルの歪みに決定打を与あたえただけじゃないか……！）」

　ルウとしてトオルを……仲間達を裏切り続けてまでもたらした結果がこれでは、本当に浮かばれない。

　このままじゃいけない。このままじゃいけないとは思うものの……ルウの体が消えてしまった以上、僕にはもう、あちらの世界に干かん渉しようする術すべはない。

「（セシリア……ファルディオ……！）」

　唯ゆい一いつの希望は、彼らだ。常にトオルの傍に居て、彼を強く想おもってくれる仲間達。

「（ごめん……辛つらい役目を押し付けることになるかもだけど……）」

　彼らならば、トオルの願いを、行き過ぎた自己犠ぎ牲せい精神を良しとはしないはず。必ず、トオルの歪んだ思想を否定してくれるはず。

　だけど……その過程では……。

「（下手をすれば……彼らも、トオルと敵対することになってしまうだろうな……）」

　トオルの命を救おうとすることは、つまり、トオルの願いを打ち砕くだかんとすることだ。

　それは……結局、ルウと同じ道を辿たどるということ。

　トオルを生かすために、トオルを倒たおす。……彼らなら……ファルディオやセシリアなら、遅おそかれ早かれ、その結論に達するだろう。サクヤ・ルーンは……どうかな。あの子は必要以上に強い子だから、トオルに付き従い、あの思想を助長する可能性は極きわめて高い。

　そして更さらに問題になってくるのは、魔人と教会だ。

「（スーリムの行動が読めないのは勿もち論ろん、魔王ヨルの出現やトオル達に歴史の真実が明かされてしまった以上、教会もなりふり構わずに何してくるか分からないぞ、もう……）」

　いかな僕でも、状況は既すでにまったく予想の付かない領域にまで踏ふみ込んでしまった。

　思えば、僕の計画は、結局何もかもが上手うまくいっていない。

　それもこれも、一番の敗因は……。

「（僕は……やっぱり、自分で思っている程、大人じゃなかったんだな……）」

　大事な局面において、僕は結局その場の感情で動いてしまった。

　揺ゆらがぬ意志を持つことこそが、目的を達成するための一番の条件だというのに。

　だから、そういった意味においては……。

「（今のトオルは……誰だれよりも、危険だ）」

　たとえそれが「歪み」に由来するものだろうとも。

　ヨルの同どう胞ほうに対する「義理」や、教会の「保身」、魔人の「欲よく望ぼう」や「偏へん愛あい」、それにファルディオやセシリアの「友情」。

　そのどれよりも。

　トオルの持つ「信念」は今、強固に変異しつつある。

「（もう僕に出来ることは……何もないのか？）」

　薄れゆく意識の中、僕は必死に考える。

　最早僕はミカミヒロキの体を僅わずかに動かすことも叶かなわない。

　それどころか、このまま魂がきちんと自分の体にきっちり収まっていられるのかどうかすらも怪あやしい。

　今だって、少し油断するとすぐに光や音の認にん識しきが遠くなっていく。……魂が、ミカミヒロキの体から、離はなれてしまうためだ。

　生いき霊りようとでも呼ぶべき、宙ぶらりんの魂。感情や記き憶おくだけの塊かたまり。

　いや、今やその感情や記憶にすら霞かすみがかかり始めている始末。

　……こんな僕に、これ以上なにが出来るっていうのだ。

　兄として、トオルのためにしてやれることが、これ以上……。

「（────）」

　ハッとして、無理矢理に意識を覚かく醒せいさせる。

　……まだ、あった。トオルのために、こんな僕がしてやれることが。

　今やまともに自分の体にも戻れない、こんな僕だからこそ、してやれることが。

「（……動、け）」

　僕は霞かすむ意識の中、懸けん命めいに念じると──

　──まず、ミカミヒロキの体を、完全に離れた。

　意識が宙に漂ただよう感覚。今にも拡散して消えてしまいそうな自我を、なんとか保つ。

　微かすかな魂だけの今の僕では、目は見えない。耳も聞こえない。

　だけど……感じることだけは、出来る。

　あの、ずっと親しんできた、温もりを。

　この病室でずっと僕ら兄弟を見守り続けてくれていた、母の、温もりを。

「（届……け……！）」

　僕は必死に母の魂へと寄より添そうと。

　ありったけの気合いで、「魂の手」を伸のばし。

　そして最後の最後。

　存在の消えかけた、あまりに微かな指先が。




　ちょこんと、母の魂に触ふれたのを、見届けると。




「（トオル……これが……僕がキミに出来る……最後の…………）」

　僅かばかりの充じゆう足そく感とともに、病室の空気の中へと、溶とけ消えていったのだった。








あとがき









　どうも、布団に入ると途と端たんに目が冴さえるタイプの人、葵あおいせきなです。羊数える以外の画期的睡すい眠みん法を募ぼ集しゆうしております。不ふ眠みん症しようという程の話じゃないですけど。

　さて、あとがきなのですが。

　つい先程担当さんから頂いたあとがき依い頼らいメール本文に、こんな言葉がございました。「今回は中ちゆう途と半はん端ぱの八ページです！」

　……うん、いや、あの、なんですかその基準。もっと多くあるべき、みたいな！

　また何が悔くやしいって、恐おそらくは、読者さんの多くも担当さんとまったく同じ感想なんだろうな、ということでして。

　いやいやいや、充じゆう分ぶん多いですからね、八ページ！　「葵せきなのあとがきは十ページ以上が本番」みたいなその価値基準、ホントにどうかと思いますよ!?　そしてなにより一番悔しいのは、私もこのページ数に中途半端感を抱いだいてしまったということです！　なんだよ八ページって！　長いか短いか、どっちかにしようよ！　リアクション取り辛づらいよ！

　そんなわけで改めまして、あとがき芸人、葵せきなです。いや、笑わせるのが芸人で、笑われるのが素人しろうとという考え方で行くと、私は後者なのでやはり素人な気もしますが。

　ちなみにこの前、遂ついに「あとがきが特とく徴ちよう的な作家さん」みたいな括くくりに、葵せきなが挙げられているのを見ました。……特徴的にしたくてなってるんじゃないやい！

　どうせ特徴的と言われるなら、テキストに才気走っているとか、奥深い人間性を感じさせるとか、そういう意味で取り上げられたいものです。

　なんだよ「不運であとがきページ数が多い。ただし多くない時もままある」っていうキャラ特徴。未いまだかつてここまで中途半端なキャラ、見た事ないよ。

　……しかし私、最早あとがきのページ数、長くても短くても中途半端でも嘆なげいてますね。理想の数字が漠ばく然ぜんとしているから、何きても不満なのかも。

　よし、じゃあ思い切って今回は次巻のページ数を大だい胆たん予想でもしておきましょう！

　七巻は、六ページで！　ボケも予告もそこそこ入れられる、六ページが理想！　七巻は六ページだったら文句を何も言わない！　今そう決めました！

　……この予想が当たるか否いなか、注目の結果発表は七巻あとがきで！（新手のマーケティング方法『あとマ』誕生の瞬しゆん間かんである）

　さて、流石さすがにページ数嘆く件くだりはこの辺に致いたしまして、本来のあとがきをば。




　今いま更さらですが、今回はぼくのゆうしゃ六巻をお送り致しました。五巻での予告通り、このシリーズのクライマックスたる内容だったと思うのですが、如何いかがでしたでしょうか？

　結果としてこれまでの単巻で収束する形式を外れた「シリーズとして」の要素が強めなエピソードでしたが、これはこれで楽しんで頂けていたら幸いです。

　実際この巻で語られている内容は、そもそも「ぼくのゆうしゃ」という物語が誕生した時からあった、本当に「核かく」の部分のエピソードですので、作者としてもこの巻が書けて非常に嬉うれしかったです。正直ここで終わってもいいぐらい（笑）。

　ただ、とはいえもう一つの核たる場面……つまりはラストシーンが残っておりますので、あともう少しだけトオル君の物語にお付き合い頂けると幸いです。

　で、七巻の内容予告ですが……特に無いです。……か、勘かん違ちがいしないでよね！　け、決して、その、まだ、まったく考えてないからとかじゃ、ないんだからね！

　冗じよう談だんはさておき、ここから先の物語はネタバレなしで概がい要よう語れる領域をとっくに過ぎてしまった冒ぼう険けん譚たんになるので、予告が本当に難しいんですよ。ただ、六巻の流れを受けて、勢いそのままに駆かけ抜ぬける七巻だと思っていただければ、幸いです。

　具体的な発売日の告知はアレなんですが、おそらく春ぐらいになるかなと。あまり待たせるようなことにならぬよう、頑がん張ばります！




　と、この流れで、もう一つだけ小説関連の告知をさせて下さい。

　四巻あとがきなんかでも軽く触ふれさせて貰もらいましたが、私、現在富ふ士じ見み書しよ房ぼうの運営する無料小説サイト「ファンタジアＢｅｙｏｎｄ」様で「ゲーマーズ！」という作品を連れん載さいさせて頂いております。……「連載作家」って書くと、なんだか凄すごく仕事している人感出ていいね！　実際は取材と称しようして自宅でゲームすることに余念がない駄だ目め人間なのに！

　まあそれはともかく、この「ゲーマーズ！」。作品内容としては、ぼっち少年が美少女に声をかけられることから始まる、王道にも程があるラブコメ──を装った、作者にも先が読めず得体が知れない、人間関係こじれまくりコメディです。え？　取材に余よ念ねんがないというゲーム要素？　あー……うん、まあ、多少あるんじゃないかな、うん。

　ぼくのゆうしゃとは作風が驚おどろく程違ちがいますが、私の作品って毎回そんな感じですので、特に気負わず、あとがきの延長ぐらいの気持ちで、暇ひま潰つぶしにでも読んで貰もらえたりすると嬉しいです。実際重たい要素とか前シリーズ以上にありませんので。

　……で、この「ゲーマーズ！」、基本的には無料でウェブ連載されているのですが。

　なんと、書しよ籍せき化の予定がございます。めでたい！

　一応、現時点では二〇一五年三月発売の予定です。なので「いちいちサイトで小説読むのだりぃよ！　っつうかお前の本なんざ九割イラスト目的さぁ！」という方は、それの発売を待って購こう入にゆう頂けたりするとありがたいです。私の印税的にも。げっへっへ。

　このように私は金の亡者ですから、そりゃ当然の如ごとく文庫版書き下ろしショートショートとかつけるゲスさも存分に発揮していきますが、そうは言っても基本、一巻収録予定分本編は無料の連載の方で丸々読めちゃいます。なんてこったい！

　なので、とりあえず「ファンタジアＢｅｙｏｎｄ」で読んでみて頂き、気に入って下さったり、イラストが気になったりしたら、文庫版も手にとって頂けると嬉しいです。




　……よし、なんか告知多かったから、今回結構スムーズにあとがき埋うまってるぞ。

　それでもやはりページ数は足りないので、ここは、必殺の「中身がない雑談」でも。

　……この本の発売日は、十二月二十日。つまり、もうじきクリスマスですね。

　私にとってクリスマスのイメージは、恋こい人びとの睦むつみ合いでも、家族の団らんでもなく、「冬休みに遊ぶゲームソフトが貰える日」です。なんて素晴らしい日でしょうね！

　八月の誕生日と合わせて、基本一年に二回しかない、ゲームソフト入手チャンス。子供の私にとって、ここでゲームソフトのチョイスを間ま違ちがうわけには絶対いかないですが、しかし今とは違い、当時はネットでのレビューみたいな参考情報も無い時代。田舎いなかの子供でしたからファ○通的なものにもあまり親しみがなく、結果、その後半年にわたる娯ご楽らく環かん境きようを左右する割には、クソゲーを摑つかむか否かは半ばギャンブルにならざるを得ないという、最高にスリリングな決断を迫せまられる日。

　それこそが、ＴＨＥ・クリスマス！　血が滾たぎるね、クリスマス！

　そんなわけで読者の皆みなさんも、きっと今いま頃ごろヒヤヒヤしていることと思います。

　…………え？　してない？　してないの？　え？　貴方あなたは恋人と過ごすの？　キミは家族で楽しくパーティ？　そっちの子は……あ、高評価レビューのソフト買うの。あそう。で、でもでもほら、自分に合わない可能性だって……。……あ、そういう時は、今は無料アプリとか動画で全然楽しめるから、田んぼしかない片かた田舎で半年間娯ご楽らくに飢うえるようなことはあまりないの。あそう……。

　…………。

　……まあ、その、クリスマス前にずっと福本○行漫まん画がみたいな顔している小学生が減ったこと自体は、とても喜ぶべきことなんじゃないかな……うん……。……くすん。

　でも実際今思うと、私、そこまで「ハズレ」を摑んだ経験はなかったかもです。なぜって、そりゃ私には昔からゲームの選別眼があって……と言いたいところですが。

　ぶっちゃけ世間的に「ハズレ」とされるようなゲームさえも、そうは認めたくない一心でやり込み、結果として自分の中で「ハズレ」じゃなくしたからな気がします。

　…………うん、なんか最終的に綺き麗れいに纏まとめにかかってみたけど、やっぱり特に深い意味はない雑談だったような……。

　い、いや！　違う！　こうなったらこれさえも、告知にしてしまおう！

　というわけで、こんな感じの「ゲーム話」も満まん載さいのラブコメ「ゲーマーズ！」は、「ファンタジアＢｅｙｏｎｄ」で好評連載中です！　読んでね！

　……ふぅ。我ながら、この「無む軌き道どうに思いついたこと書いてたクセに、最後はなんだかんだでそれっぽく畳たたむ力」には、毎度の事ながら恐れ入るぜ……。前シリーズなんか、全編この力だけで押し切った感が……げふんげふん！

　ではこの毎度毎度繰くり返かえされる茶番に、いい加減作者も読者も疲つかれ果ててきたあたりで、謝辞をば。




　まず今巻ではとある厄やつ介かいな服装したキャラを登場させてしまい、ご迷めい惑わくをお掛かけしてしまったＮｉｎｏさん。しかし女性陣じんファッションショー等も含ふくめ、いつも以上に華はなやかなイラストの数々、本当にありがとうございました。特にあの魔ま人じんの性格が如によ実じつに出たビジュアルとか、毎度のことながらホント凄すさまじいです。もう本文いらない程に……。

　担当さんに関しては、もう、相変わらず大量誤字やらプロット無しスタイルやらと、迷めい惑わく掛かけ通しで申し訳ありませんとしか。いつも、指し摘てきや補足で他の作家さんの比じゃない程に助けられております。本当にありがとうございます。

　そして、遂に六巻までお付き合い頂いた読者様。

　この物語はここから収束に向けて更さらに加速に加速を重ねて行きますが、最後の最後にはきっと「ぼくのゆうしゃ」という作品にとって「これしかない」という終わり方を見せられるんじゃないかなと思います。

　ですから、是ぜ非ひとも、シリーズラストのその瞬間までお付き合い頂けると幸いです。




　それではまた、七巻でお会い致しましょう！








葵せきな

●あおいせきな



私には六歳離れた優秀な弟がおりますが、彼に対して「兄らしく」振る舞おうとか思ったことは人生で一度たりとてありません。むしろ六歳も離れているのに同じレベルで遊びますしケンカもしてきました。今だって、連絡する用事と言えば「ゲームしようぜ」が九割です。元気してるか、仕事は順調か、なんて話はほぼしません。一緒にメシ食っても、終始漫画やテレビ、アプリの話だけ。

まあ結局何が言いたいかというと。




兄弟なんて、それで充分なんじゃないかなって話です。
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